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年報第四号上梓について

当研究所は，発足第四年を送り，乙とに過去ー年間の出来事を記録に留める乙とに Lた。

顧れば誠に多事であ0たと言い得る。

前年度に企劃した細菌部血築課及びりグチン製造事業の廃止並に臨床検査課設置は，此年実現を

見るに至。た。また東京都に於ける機構改革及び人員整理の行わるるに際しては，当研究所も亦絶

対に之に協力するの挙に出で，自らの上に冷静たる再検討を加える乙とにした。

然し極めて多面的た仕事を担当せねばたらたい当研究所の性格と減員の一途を辿って来た実情と

は，容易にl機構改革や人員整理主行い得たい状況に在る乙とがわかった。のみたらや社会状勢は，

幾多の新生面の仕事を要求する趨向にさえ在った。そして乙の要求は我々が取り上げて都民K奉仕

せねば註らたい性質のものであった。

関係者各｛立に長かれては，当研安所が置かれている乙のようた事情に対し，十分た理解を賜れそ

り結果当研究所には少数の自費退職者を貝たのみで，新たに衛生動物課が設置される乙とにたった。

乙のようた変転は，血の通うた研究所である限りは，起るのが当然であって， t我えは絶えざる改

良と発展とを期せねばたらたいと思う。従って能率的危機構と動果的主主運営と蛇確紅葉務とは，吾

吾の常に検討して行かねばたらたい対象事項である。

此の年報に長いては，上速のよう友事務的た事項と共に当研党所で行。た研究の業績を載せる乙

とにした。

即ち本号C続輯も， 甑刊cー，二，三号と殆EIP:様の株式であり，乙C株式にィついては共後検討

を加えているところである。

従来通り併精読下さらん乙とを制。てやまたい。

昭和 28年 4月

手元 井 養 老
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第一章序 説

1. 設立の目的と事業

東京都立衛生研究所は東京都の公象衛生の向上増進

に寄与するために設立された。

扱う事業は細菌学的検査，血清学的検査，寄生虫検

査，臨床検査，環境検査，水質検査，食品検査，獣疫

検査，f医薬品検査など栂めて多岐に亘っている。

これらの検査は衛生行政の裏付をなす牧去検査を中

心として行われ，一般都民，開業医などからの依頼に

も応じておりその他学術的，基礎的調査研究にも余力

を割いている。

叉地方衛生研究所，各検査研究機関との技術交換を

活磁に行って技術の向上，検査成績の確実性を期する

と共に衛生後査指針の作成，衛生関係各種委員会など

に夫々委員を遜って協力するなど投術指導方面にも役

割を果ーしている。

ζ．：沿’草

本研究所の設立以前にIは衛生試験所，衛生検査所，

細菌検査所，獣疫検査所，血提研究所，製薬研究所の

6機関があったが業務の重複，綜合性の欠如からこれ

ら各機関を綜合した衛生検査施設の実現が望まれてい

た。偶々昭和22年厚生省から「地方衛生研究所設置要

綱案」が逼達されるに及び，之を契機として衛生研究

所設置は実現ヘの第一歩を踏み出し，この間当時の米

占領軍の衛生機関の統合に関する指令なども交えて，

昭和24年3月5日東京都憐令第22号を以て懸案の東京

都立衛生研究所が設置されたのである。

3. 組織の褒遷

設立当初の組織は総務部く総務課d 経理課〕細菌音j¥

（微生物課，寄生虫i，ワクチン課，血景課） ＇生活

衛生部く環境課，水質i，栄養課〉，食品獣医部（；食

品課，製品課，獣医衛生課〉，化学検査部く医薬品課，

bfv!c薬化粧品課，衛生用品課） ＇製薬部く資源課，製薬

課〕の 6部17課であった。

昭和2ラ年12月に製造医薬品の販売成績不振のため製

薬部を廃止し，同部の資源課を化学検査部に移管して

医薬品第二課とした。

同年内に細菌音＼）の 7出張所く従来は都立病院に併設

されていた〉を夫々最寄りの保健所に移転併設した。

これは都民のへル．スセング戸として存在価値を重視さ

れて来た保健所との連絡を密にして都民の利用と検体

牧集に便利を図るためであった。

昭和26年中頃から乾燥血援，各種ワクチンの販売成

績が振はなくなったので操業を短縮していたが11月に

入って血援の製造を中止し昭和27年4月に血築課を廃

止し，細菌部に臨床検査課く後に臨床試験課と改称〕

を新設して一般臨床医家の要望に応えて生化学的検

査，臨床検査を実施する様になった3

1 1月には，殆んど製造を中止していたワクチン課は

廃止され新に衛生動物課が新設されてそ族9 昆虫，リ

ケツチヤ勺消毒予防剤の検査を行う事になった。

同じく 11月に食品獣医部の大島出張所は本研究所か

ら大島保健所に移管されたコ

更に化学検査部は化学試験部と改称され，同t薬化粧

品課と衛生用品課とは合併して医薬品第三課となっ

た。

この様な変濯をへて現在の組織の 5部1ラ課となった

わけであるが，最も顕著な変化は製造業務が査く廃止

されて検査業務のみに事業が来約された点であろう。

4. 本年の状況

先づ27年早々 1月に昭和2ラ年頃から伊豆諸島附近に

発生する原因不明の熱病七島熱を究明するために予

研，伝研，北研，などと合同して調査研究を行った。

本研究所からは所長，細菌部長以下所員8名を 4回に

亘って八丈島へ源遣した。

4月には血援課が廃止されーて細菌部に臨床検査課が

新設された。先づ．検査室の虫備に相当の時日を要L,

検査法の吟味などを終えて木格的に業務を開始したの

は7月に入ってからであった。特に臨床検査課で扱う

対象は都内に点在する一般開業医，病院などであると

云う事情に鑑み蒐集班による検体の蒐集と云う特殊な

制度を採用して相当の成績を挙げた。

夏期を迎えては赤痢の異常な流行に襲われその防疫

はは万全の策を講じた。即ち終戦後一時その発生がひ

っそくしていた赤痢は一昨年から異常な流行を見せ各

所に集団的に発生して都民を悩ませたが，この傾向は

27年に入ってもおとろえを見せず流行期には爆発的発

生を見せ昨年を上廻る発生数を記録するに至った。従

って本研究所で扱う赤痢関係の検体は必然的に増加し

8月には54,957件にも及んだ。

本研究所ではこの昼前jの赤痢流行の感染源、をなす保

菌者の検索を徹底的に実施する事とし，病1m、菌の感染

に最も影響を与える都内飲食店関係従業員の強制検便

くc) 



を行った。即ち6月から 9月にかけて84,884名の検査

を詮行し保菌者317名を検出して赤痢予防に大きな貢

献をなした。

この間特に多数検体を一時に牧容するために細菌部

第一検査室に3,000検体を牧容し得る卿卵室を設置し

て大いに成果を挙け？ると共に自動車を各保健所間に巡

回して検体の速かなる処理を図るなど本研究所の最大

能力を発揮してこの計画を遂行した。

赤痢の流行に反して昭和25年に 264頭と最高発生数

を記録した狂犬病は以後低下のー詮を辿り遂に27年は

発生数71頭と23年以来の最低記録を樹立した。然しそ

の爆発的流行も予測される状態ではありその対策には

万全を期している。特に押J五標本による診断法を実用

化して検査法を簡便化したのでいざと云う時には大い

に威力を発揮する。ものと期待される。

狂犬病予防液の製造l主主l匙業務廃止の方針に従っ

て，本年は繰越原材料の処理程度で本年末には全くそ

の製造を廃止した。叉8月には講和憐約が発効Llこが
之に依て進駐軍駐留軍関係の検査の減少或いは廃止と

なって木研究所の業務にも相当の彰響を与えた。即ち

細菌部に於ける腸管系伝染病原菌，寄生虫，原虫の検

査がその主なものであったが，その検査対象の中直接

雇傭者くメ戸ド，ボ戸イ，ハウスキ戸パー，コック等〉

の分が廃止となったので件数的には相当の減少となっ

た。之を表で見ると弐の様になる。

｜微生物｜出l i寄生虫口口課取扱｜関係取｜%｜課取扱｜関係取 1%
件数｜扱件数 I・ ｜件数｜扱件数｜

｜～ i I I I l 
昭和25年，324.3651115,409135.5i275,610,11ラ，40θ，4L8

昭和26年：48ラ，0611103,64212し3¥238，郎21103,642~43. 3 

昭和2 i453, 

微生物課の件－数がその割に減少していないの， l土前

にも述べた、通り赤痢関係の検体が急増したためである。

此の他医薬品第一課に於て C.I.D.関係の検査が全

検体の約10%を占めていたが之も廃止された。

食品関係の検査については本年は特に大きな食中毒

は見られなかったが，製氷くF月～6月〉，清涼飲料水

く6月～7月〉などについてー宵検査を実施し，特に歳

未には都内11ケ所にの保健所に臨時試験所を設置しi動

員可能の職員を挙げてこの検査に参加させ短時日に約

4,800件の検査を実施し307件の不適品を検出 Lた。

( 2 ) 



第二章機構及び事業の概要

I機構

本研究所は所長の下に総務部，細菌部，生活衛生部，食品獣医部，化学試験部のラ部がある。細部の組織，

担当業務の概要及び配置人員は別表め遁りである。

職員配置表く昭28.4. 1現在〉

百三一手 hk~~ Jよ~J 合

l山~，1~q:1:1m説：1~1~~~1; J計

務課； 11 I 61 1! 1 21 I I I 11 21 1! 2! 21 

理課1・-1! I 51 11 I 61 l ! I 2! I I 2! I 
庶務室II I 3/ 21 I i / 2t I 1 I I 1 I 1 I ! 2[ 

徴生物課lLI 1 ! 61 J 1 ! 151 1 J I I 41 31 41 1 ¥ 

細菌部 ｜寄生虫課II 1¥ _ _Li_上LiI I I 1l 21 i上三
I 利順 l衛生動物課 lI I 1¥ 21 I l 2l l I l I I 1l_J~ 

臨床試験課｜ 1 1) 11 11 I I 51 1¥ l -1 2[ I 2[ [ 13 

矢~~円い1 I 61 I ・ 11 11 I I l 21 4[ 21 1 I 
部J環境課II 11 I 41 t:J 1/ 1. I I I I I I 6 

栄養課lJ 2J [ 2¥ 4[ I ¥ J J 1J ¥ I 
水質課l¥ 11 ¥ 41 ¥ I 2l I I I 1l l 11 J 

; -B I 課il 3¥ I 3l I ¥・ 41 I l ¥ 1 1 2! I 12 
製品課II 1! l 11 I ¥. l l I l l ¥ l l 
獣医衛生課Il 2l l 41 11 i・ 1l I I l 11 1 2l 11 

学試験却 l医薬品第一課 ll 1! I 4/ I I I I LJ l I 1! I 6 

技師佐；木元｜医薬品第二課｜ ¥ 2¥ I 2l ¥ I l I 1 I l ¥ 4( I s 

l医薬品ヂ剖L_¥_tしI6l l I 11 I I いlLil 

計

名l課
総

主事川田宇三郎i経 37 

nu 

25 

33 

24 

メ与、
口

220 

c 3 ) 
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Il .予算及決算

1.予算

昭和27年度の予算ほ弐の遇。りである。

昭和 27 年度予算J 概

1. 総括

科 目｜当初予算額｜補 E 予算額 l・::: ＇.・計三

経都庁費 52,051,563 0司r= ・52,0引，＜63
., J ；‘.＿，，、＇ 1t’ 

保健衛生 費 48,32ラ，235 5,977,955 司 54,303, 1,90 I 

費 九： 9ぜW・U,ff 9「幻7; 竺 61；~ 7~ 計 100,376, 7 5, '955 ' 10 54, 3 

使用料及手数料 ぜ : 43,124,200 γK ¥; , 4' '600 ,: 47'401, 800 

特定4ハ’国庫支出金 3, 750, doo hJ人 1, 000, 000、 4,750,000 I 

日オ 1雑 i吹 入 3,200, ooq.,n 。 3,}00,000 
/ i 

源、ー
計 50,074,200 三 27~ ， 600 55,351,800 r・,, 

., .戸...守｛， .＇‘・f－ 

蒸 引都費負担額｜ ラ0,302，労死J
"・ . "' 叫拐｜ 51,002,95ラ

2. 経費

科 目 ｜当初f予算額｜繰：越予算額｜楠E予算額｜ 計 I 

都 庁費｜弘051,563円｜ o円｜ 什以051,563円

：庁費只051.;.. 563 I o I a I 

職 員給 36,310,320 0 0 l 36,310,;320 

諸手当日，3伊，：84;T, 一 O 0 Iラ，363,843

放費 307,boo o .. o 307, ooo 
需用費 ・10,Aoo・ ・ o O、 /! 70,400 

保：健衛 生費 1 4開口35 I soo. ooo I 九1仰 55. I 円札 190

衛生研究所費 4山，235 I 帆 oooI 引の55 I 54，叫90

研究所管理費 4,578,975 ，＇ ι 0 ・0 ぃ 4, 578, 975 

- 細菌検査費 28, 274, 710 800, 000 5, 165, 955. ' 34, 240, 665 

細菌製剤費ー .1,291,J60 0 0 ・ 1,291, 760 

衛生試験検査費 10,473:870' 0 .0 10,47.3,8,70 

獣 疫検査費 三105;.920 I 。 o 3, 105, 920 I 

『：（ '5 .) 



3. 特定財源

科 目

使用料 及手数料

手 数

国

衛生試験検査手数料

細菌検査手数料

獣疫検査 手数料

臨床検査手数料

庫支出金

国庫負担 金

｜保健衛生費園高負担金

牧入

物品売払 代金

l生産品売 払 代 金

計

雑

／－』
r:::I 

花
寸

叫
す
叶

戸つお予算額｜楠王予算額 1

j 43, 124,20刊 ψ7,600円l 一円
一

円
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↑
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n
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n
u
n
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O

一
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U
ぷ

U
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一
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1
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4

一
1

3

nU
」
円
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u

n
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n
u
n
u
 

2

0
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n
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J
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o
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・
ラ

R

J

1

1

q

J
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O

1

1

 

t
i
n
ベ
J
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4,277,600 

｜ぇ750,ooo ¥ 1, ooo, ooo ¥ 4，引000

3, 750, ooo I 1, ooo, ooo ¥ 4, 750, ooo 

玩o,ooo I一日両－｜－ 仇，000

¥ 3,2仰 ao¥ a ¥ 丸刈000

ロ仰oo ¥ o I 3, 200, aoo 

3, 200. ooo ¥ o ¥ 3, 200, ooo 

50,074,200 ¥ 5,277,600 I 55,351,800 

2 決算

昭和26年度の決算は弐の遁りである。

昭和 26 年度決算概要

ノ

1. 歳出

L科 目｜予
下都i一一一一一面一一一一費－｜

I I庁 費

I I l職員給
｜｜諸手，当

｜｜旗費

！｜｜需用費

1保健衛生費｜ 69，叫457 r : ω，郎4，粉

； し二戸生研究所費 I 69, 10: 

｜｜研、究所管 理費｜ 4, i34 .. 92s I 3, 909, 472 

｜｜細菌 検査費｜ 3 3, 164, 606 J 3 1 , 6引，9ラ3 

｜｜細菌製剤 費 ｜ 3, no,489 I 1,s21,s40 

｜｜血襲初f 究費！ 14,640, 960 ¥ 10,478, t96 

｜ ｜衛生試験検査費｜ 引り82 I 8, 808, 536 

i I獣疫検査費 i 3, 913, 192 I 3, 394, 896 

L合 一一＿＿＿＿！！＿＿＿＿上ー 11 

算 42，叫額708円｜｜決 算仰79額,7伍円

4制止708 ¥ 48,979,766 

28, 803, 42,8 31, 687, 488 

13,415，ラ60 16,949,291 

31ラ，000 342,987 

14,720 。

に6 ) 



2. 歳入

科 目｜預 算額｜決算額

使用料及手数料 ｜ 叫叫伺円 32, 991,067円

手数料｜ ω，叫400 'I 仰九067

国

雑

衛生試験検査手数料

細菌検査手数料

獣疫検査手数料

庫支出金

国庫負担金

｜保健衛生費国庫負担金

牧＇ ＇入

8,020, 90,0 

31, 129，ラ00

894,ooo 

九977,13ラ

26,240,413 

773，日20

5, 1幻 32 I 仰え

え127;332 I 之70久

7 7 

7 7 

1 

1 

久12切 2 I 之7 71 

仰勿，soo I 久588,

匂里宇梯－~代一竺 I 一 2ラ竺竺∞｜ 竺竺~~~竺
｜生産品売梯代金｜ 7,690, aoo I 3, 065, 120 

I 1呆存血按売梯代金｜ 18,005,8οO I 1,522,310 

合 計｜ 附 6切 2 I 仰，悦郎

置施 設

本研究所の施設は弐の遁りである。

部 名 ｜ 所 一在 地｜棟数｜延坪数｜敷桝数 L里一 要

総 務 部｜新宿区百人町4丁目 539

生活笥生部｜ 電 く37）同0.59いラ92・
1 539 く獣医衛生課） I 32 

食品獣医部｜ 1669く所長〉

化 学 試 験 部
1 540く夜間宿直用〉

車田 菌 部 文電京（9区4大3 塚~：6ラ辻2・吋：ii~o仁部長）2424 4 

立川出張所

荒川出張所

板橋出張所

杉並出張所

荏原出張所

深川出張所

三河島分室

計 ｜幻｜

c 7 ) 

鉄筋コングリ｛ト建

坪！ 坪｜地。上2階、地下 l階
1,262.ll 4,906.61附層建物32棟

ラ80.0 1, 110.0 鉄地筋上コンクリ｛ト階建
3階、地下 l

19.5 立川保健所内

16.ラ 荒川保健所内

15.0 小石川保健所内

15.ラ 板橋保健所内

19.2ラ 杉並西保健所内

16 ..ラ 荏原保健所内

14.5 深川保健所内

120.0 鉄平筋家コン！.（ リ戸ト
建



IV 諸規程中改正事項

序訟に述べたとおり木研党所の処務規程は弐のとお

全面的に改正された。

！束専有！？立再生研究所処務規程 0~5fq~t年1月東京都
司！！令甲第30号〉を失の様に改正する。

！昭和27年11月！日 東京都知事

安7芳、｝界一郎
i '{ 〈東京都立衛生研究所処務規程

体理事項〉

業1I係a京京都立衛生研究所（以下「柏泣いうq〉

ii主；－.，.保健衛生に関する試験，研究及び調査に関する

i専務！寺ラかむる一
I（分課〉一一

第2＇係.l,i＇.＇所十こ失の部，課をおく。 : l;i_H 

l総務部 ι 、

1；総務課可i経理課

細菌部 ・.,・1 

徴生物i 寄生虫課衛生動物課臨床試験課

生活衛生部

環境 課 栄 養 課 水 質課

食品獣医音＼）

食品課製品謀獣医衛生課

化学試験部

医薬品第一課医薬品第二課医薬品第三課

（分掌事務〉、ぃ；＼1•咽、

第31際 l 各官1;j1:Ji1課の！Jj:：掌事務は，失のよおりとする。

i 総務部、

総務課

1 所所属職員の人事及び給与に関すること。

号 所の毛主書類ρ抹受，発活ヲ l編集及び保存に

1蘭ずるミ←むi・h：“ 

3 会印が管守l；こ関すること。

4 所内他の部謀！こ属しないこと占

経理課川：＇？＇.！：＼.·•
1 所の予算，決算及び会計事務に関すること。

2 物品の調達及び工事その他の契約に関する

とと~ •• 

3 製品－の排下t子その他の処分に関すること。

細菌部 ：（伊lミiら；，コ：

！ 微生物課、

1 各種伝染病）葉樹及び、食中毒の検査並びに訟定

-Jこ関すること Q ~jl , • .~ I人

i 1 

〈母〕

2 ヴイ戸ルスの検査及診定に関するとと。。

3 血清学的反応検査に関すること。

4 衛生細菌学的調査に関することd！ 

5 生物学的製剤の製造及び侭存に関すると

6 部内他の課に層しないこと。

寄生虫課

1 寄生虫の検査及び診定に関すること Q

2 原虫の検査iiiび診定花関ず石こと。

衛生動物訣 :y: 

1 そ族昆虫の検査及び診定に関すること。

2 リケツ号ヤ戸の検査及び診定下関す；るこん

3 消毒剤］｛予防剤の効力検査に関することd

臨床試験課

1 医師の診断に必要な血液，し尿，脳脊髄被等

の生化学的反応検査の施行に関すること。

2 基礎及び応用医学の生化学的研究調査に関す

るこ！と。 I 

3 ぞの他臨床検査に関すること。

生活衛生部

環境課

1 日光， Z芸気，温度，煤煙，及び騒音1こ関す；る

こと。

2 じんかい， ιじ民，その他汚物に関すること。

3 建築及び衣服の衛生に関すること。

}>'''4 その他E農境衛生に関することQ

Z・！＇部内 i他り：すし！こ麗Lないこと。

キ奪平日
栄議の調査研究に関すること。

梢尊ぶj＼＜：~t
1 水質及び温泉検査に関すること。

食品獣医部 i

五品f課；：！？：：；：
1 飲食物；り持験及的障に関する乏し

2 食中毒の訴験及明、検査に関するこじ

3 i部府停のi齢層じ符いこと。
製品課旬、 !' -;.L" 
1 製品検査に関する：之と。

2 規路I芸準検主に闘まるとし： I 

3 飲食器｝調理器具等の検査陪関するこ生。

獣医衛注謀r;~｝ni"·~ ； • ,;, ; i ：~ 

1 乳肉1検査）唱するとぶつ： k

2 狂犬病そめ街獣佼l検査jニ関するニと。

3 獣疫予肪剤の製造保存に関するとれ



化学試験部

医薬品第一課

1 医薬品の試験及び検査に関すること。

2 毒物j劇物の試験及び検査に関ずるどん

3 毒物中毒の化学試験匂及び検査に関寸るごと Q

4 部内他の課に麗しないこと。

医薬品第二課

1 製薬原料の試験に関するとと。

2 生薬及びその原料の試験に関すること。

医薬品第三課

1 麻薬の誤験及び検査に関すること。

2 化粧品の試験及び検査に関すること。

3 繭生用品及び衛生材料の試験及び検査に関す

ること。

4 玩具類の検査に関すること。

ラ 他の部課に麗しない化学的試験に関するこ

と。

（職員〉

第 4傑所に弐の職員をおく。

所長部長課長主事技師

2 前項のほか，必要な職員をおくことができる。

く所長等．の資格及び任免〉

第ラ保所長は，一級又は二級の技術吏員のうちか

ら知事が命ずる。

2 部長は，二級の事務吏員又は技術吏員のうちか

ら，知事が命ずる。

3 課長は，二級の事務吏員又は技術吏員のうちか

ら，衛生局長が命ずる。

4 前3項以外の職員は，衛生局所属の職員のうちか

ら，衛生局長が配属する。

く所長等の職責〉

第 6僚所長は，衛生局長の命を受け，所の事務をつ

かさどり，所属職員を指揮監督する。

2 昔日記土，所長の命荷受け，部の事務をつかさど

り，所属職員を指揮監督する。

3 課長は，部長の命を受け，iの事務をつかさどる。

4 前3項以外の職員は，上司の命を受け事務に従事

する。

（所長等の事務代行〉

第7候所長が出張又は休暇その他の事故により不在

く以下「不在」という。〉のときは，所長があらか

じめ指定する部長がその事務を代行する。

2 部長が不在のときは，部長があらかじめ指定す司る

課長がその事務を代行する。

（所長の専決事案〉

第8・！廃刊台！？長の専決できる事案の瓶要は，三夫ゐ、とおり

とする。

1 常例の事務を執行すること。

2 職名又は所名で文書全発迭すること。

3 職員の出張，忌引中出勤，版行，欠勤，請暇，

超過勤務又は休日勤務に関すること。

4 百万円未満の契約，起工及びその変更に関する

とと。

ラ 五十万円未満の寄附く議会の議決を経べき事項

を除く。〉を受けること。

（事業報告等〉

第9係所長は毎月ラ日までに共に掲げる事項につい

て，衛生局長に報告しなければならない。

1 前月分の験員の勤務状況

2 前月分の事務の処理状況の概要

2 前項の規定にかかわらず重要若しくは異例に属す

る事項叉は前係第5号の事務を処理したときは，そ

の都度報告Lなければならない。

（所の処務細則〉

第10候所長は，あらかじめ衛生局長の承認を得て，

所の処務細則を定めることができる。

〈出張所の設置及び掌理事項〉

第11候所に出張所をおし

2 出張所は，細菌部の事務の一部をつかさどる。

（職員〉

第12僚 出張所には出張所長及びその他の職員をお

く。

2 出張所長は，二級又は三級の技術吏員のうちか

ら衛生局部が命ずる。

3 その他の職員は，所のJ敵員を充てる。

（出張所長等の職責〉

第131！条 出張所長は，所長の命を受け，所の事務をつ

かさどり，所属職員を指揮監督する。

2 前項以外の職員は，出張所長の命を受け，事務に

従事する。

（出張所長の専決事案〉

第14僚 出張所長の専決できる事案の概要は宍のとお

りとする。

• 1 常例の事務を執行するとし

2 職名又は所名で文書を往復すること。

3 職員の出張，忌引中出勤，版行，欠勤，請ff~ ，

超；Jlhfj_；務叉は休日勤務に関すること Q

r. :_,9 ) 



く事業報告等〉

第1ラ｛！条 出張所長は，毎月 5日までに弐に掲げる事項

について，所長に報告しなければならない。

1 前月分の職員の製務状況

2 前月分の事務処理の概要

2 前項の規定にかかわらず重要又は異例に属する事

項は，その都度報告しなければならない。

く準用う

第16｛！奈 この規定に定めるものを除いては，東京都庁

処務規程を準用する。

に10) 



第三 章 業 務

E総務部

1 綿 務 課

人事，文書，予算などの一般的庶務事項を行ってい

る他検査物の受付，各種の統計の作成などを行ってい

るQ

此の他本研究所の機関誌として事業月報，研究報告

及び年報を発行じているQ 地方衛生研究所の連絡機関

である地方衛生研究所全国協議会には役員として活躍

した。

2. 経理課

し昭和27年度当初及同時議決起加予算査定く1

月〉並議決く3月〉

2.乾燥人血緊滞貨処理のため特別価格決定。月〉

3.誤験検査手数料改正く4月〉

予算

(1) 昭和27年度迫力日予算

4，臨床検査課新設につき検査室改修工事執行

5.細菌部にガスボイラ｛新設く7月〉

6, 26年度決算書提出く7月〉

7.赤痢対策治加予算要求書提出く9月〉並に議決

く9月〉

8.大島出張所公合並土地買牧

9.駐留軍関係身体検査（糞便検査） ].P.A.との

契約解除（ 9月〉

10.ベツクマユヶスペクトロブオトメ戸グ｛輸入，

食品獣医部食品課に設置。

11.昭和27年度第2回臨時出納検査実施く11月〉

12.昭和28年度当初予算並．に治加予算編成（！1月〉

要求書を提出（12月〉

要求 事項｜議決経費｜摘 要

円
臨 床 検 査 3, 165,955 

赤痢対策細菌検査 2,000,000 

過 年 度 支 出 141, 704 

計 ラ，307,659

(2) 昭和28年度当初予算

一般編成方針及び当所の方針に基き弐の諸点を改革した。

くI〕生産事業を全廃した

く［） 細菌検査中伝染病予防法第1到！奈による赤痢，チフス菌検査を予防措置として別目とした。

くfil）衛生行政措置による理化学試験手数料を委託料として牧入していたのを衛生局の方針により無料

とし，経費のみ・を計上した。

くID 研究調査費を 1目として計土したQ

＼＼区分｜歳 出｜歳 入｜差引都費

.~~~~並立－竺片手戸L戸＿J~~四l'l＆！！~~ －~｝＿」竺リ
｜円｜円1 円｜円｜円l 円｜円｜円

'27年度当初予算｜ラ2,05 1, 563/48, 325' 23ラ／100,376,798/43, 124,20013, 7ラo,00013, 200, 000150, 074, 200/50,302, 598 

28年度当初予算｜位y問日2J48,281，制2JU0,.931,384120, 914, 50017，仰1,20911, 504, 3 !3J仰 10， 吋i，山62

c 11 ) 



(3) 昭和28年度追加予算

昭和28年度の新規事業と Lて技術指導に要する経費を計上した。

技術指導

計

2 482 obcil 

差引者I＼：費

負担額
事項

出 歳 入

円
2,482,000 

(4) 工事及修理

工 事 名 しと三月~_ _1_2_＿！~額
I o~ 細菌郡勝卵室設置工事

獣医衛生課洗場増築

臨床検査室 改 修 工 事

細菌部綿栓室改修工事

27. 3.31 

27. 4.30 

27. 5. IO 

187,900 

113,800 

129,000 

729,925 

612, 705 

他 3 3 件

備品修理 7 3 件

計 I l 0 件

(5）物品調蓮

処 理 区 ノ＇｝ 数 金

当 所 直 接 契 約 I,086科二

薬 務 課 補 給 494件

財務 局 経理課契約 3件

用 品 会 計 210件

額

円
18,405，ラ01

9,028,605 

519,00d 

1,277,377 

計 r I, 793件｜ 29,230,483 

(6) 製品排下

日ロロ 名

狂 犬 病 ワ ク チ

草E 燥 人 血

1昆 A口、 ワ グ チ

計

ー
汁
引
LIai－

－

量 金 事頁

8ラ，600cc 

362,980 cc 

告01,650 cc 

円
868, 100 

6,512,530 

1,2ラ8,・ooo

950,230 cc 8,638,630 

に12 ) 



宜細 菌部

J.微生物課

本課の検査業務の大部分は法定伝染病病拐、菌中の腸

管系の病源菌検索であって本年度件数は， 健康者

く！駐留軍雇傭日本人労務者，飲食物取扱業者，患者家

族関係者等〉，注意患者，保菌者など 737,105名であ

る。

本年は駐留軍雇傭日本人労務者関係の検査が8月以

来DHく直接雇傭者，メ｛下，ポ｛イ，ハウスキ戸ノミ

｛，コック等〕の分が中止となり， Ls Oく軍事要員3

関係だけが残った関係上26年度よりは総件数に於て幾

分誠少Lたが，昨年来の SS培地の品質向上と液体検

便管の改善等によって，検体の処理に迅速さを加え且

確実な成緩をあげる事に成功している。尚今年皮には

3000検体を牧容する事の出来る勝卵室も完備して益々

全都の防疫対策に万全を期している。

試みに赤痢に就いてその成果を検討してみると，注

意患者については前年度23%より2096に，保菌者につ

いては30%より29%の陽性率に低下しているが，解熱

患者については13%より20%に，健康者に対する検索

ま 10口0／キ． 
100 

go 

目。

71J 

60 

る0

2口

10 

0 

細菌却取ヰ旦イ午事長 （最近 3fl.f1il)

-1・一ーーー昭和 2ち卑

--C一一一ー . Bi'l軍口 26与

Bll和包7＞；手

I 7 手 4 5φ7  10 11 12局

については前年度陽性率 0.5%から 1.1%に上昇して

いる。而してその平均価については，前年度の 1%に

対して実に 2.8%と3倍近くの陽性率を示している。

中毒に伴う細菌学的検査についても本年度は， 502

件の検査件数を扱い，其の中より 12件の病源菌陽性を

発見している。

赤痢の集団発生も一昨年より昨年，昨年主り本年と

漸増の傾向が見られるが之に伴う飲料水に対する病源

菌検査は14個所を数え，叉夏期に於て行われたプ戸Jレ

の水の汚染度の検査も全都に亘って 144ケ所のプ戸Jレ

を検査し非常な好成績を挙げる事が出来たー

其の外結核菌の検査，栴毒反応検査も飛躍的な増加

を示し，三河島分室で行っている鼠体についてのベス

ト菌検索も昨年の38,321件に対し60%の増加に飛躍し

ている。借昨年から試みられていも鼠体についてのサ

ルモネラの検出も予期の成績を得たので，来年度から

は犬猫に対Lても試みられる事になっている。

七島熱の研境に関しては3 厚生省，都の予防課に協

力して，木課からも部長以下9名が木年度に於て 4回

に宣って出張して調査研究を行い，目下成果を纏めつ

Lある所である。

叉殺虫，殺菌薬剤の効力試験も昨『年の26件に比べて

本年は日件を数え倍益々増加の傾向にあり，その重要

きは内外に認められている。

叉昨年秋設置された電子顕微鏡は益々リケッチア，

ヴイ戸ルス関係方面にも一段と研究の充実を見，検査

の上にも信頼が増して来ている。

特に業務外の事ではあるが，目立つ事は，団体の見

学が多く本年度に於ては16件も数えた事である。

借27年度の綜合業務成績は別表の通りである。
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豊 島 4, 765 81 一 26 89 490 6 一 331 19 一
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2寄生虫謀

本課に於ての検査業務の内容は従来大半が駐留軍雇

傭日本人労務者であった関係から本年8月j主l降駐留

軍関係はLs O丈となり80%が中止になったので，総

件数に於ては昨年度より大幅に減少したが秋よりは学

生生徒の団体依頼が多く，来年度よりは此方面に大き

な期待が持たれる。

その他一般からの依頼ι漸弐増加している。

虫卵の陽性者は全都に亘ってパ戸センテ F ジが低く

なっており，全体的にみて，昨年度の34%の陽性率か

ら本年度目：28%と低下じている。各地区別にみれば都

心部は昨年も木年も同様に19%，深川地区は49%より

42%，予告川地区は64%より49%に，板橋地区は44%より

40%に，杉並地区は51%より42%に，荏原地区は49%

より32%に，立川地区は73%より64%に低下している。

清海野菜に対する虫卵検査は78件を検査した。之等

野菜の種類は，レタス，キャベツ，ラデイシユで其産

地及び成績は弐の如くである。

又畠の土は都内よりの依頼16件で姻虫卵 4個を検出

した。
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尚本年度の本謀の綜合業務成績は別表の湿りであ

る。

3 臨床試験課

臨床試験課が新設され，血援課の職員が主として移

行した。 4月より 7月迄は新設臨床試験課の設備，備

品，器具を整備し，その仕事の方法を吟味し大体8月

より業務を開始した。

本課は発足早々蒐集班を5班編成して，各開業医を

対象と Lて，‘検体を集め臨床医家の要望に応えてい

る。材料としては血液，尿尿，其他であるが，区域も現

在は近接区に限られており，文京，台東，江東の三区

が本年度に試みられた丈ではあるが，相当の成績をあ

げている。即ち数字的にみれば，其受附件数は 1,738 

件に達しており，此外にも微生物課及寄生虫課に属す

る材料も約’：400件を蒐集盟が挙げているから，来年度

は盛々その偉力を発揮する事が；期待される。

内容的に見れば別表ゐ、通りであるがj 光電比色計名

指しの要望も益守増加し，準歩Lた高度の機具や高度

の技術を必要とする注文も多く，他施設の検査不可能

の難試験もよく消化している。叉栄養調査のピグミン

B 1測定も本年度に於て数｛牛行っている。

来年度は本格的な精躍が期待され，本邦に於ては始

めての臨床試験専門の機関となる近き将来が期待され

る。

以上の業務の外にも絶えず準歩ずる学術的に技・術に

研究を行っているが，其概要は別表の、通りである。

イ牛
100 

I I 

能 .$， t実耳｜竜;lll細菌部

／ 
｜／ 

ノ

I/ 
' ν 

レ

go 

500 

400 

200 

I 2 3 4 S 6 7 8 CJ /O IL 12.Jil 

細 菌部臨床試験課

c 17 ) 



業務成績年報 昭和27年 1月～12月 細菌部 寄的生虫課

一

州

一
川
河
一
川
一
二
二
ト
一
一
声
円

τ」－
M
一川

L
匡
）

l

三
一
同
一
ど
τ

L

土問

問一
ω

一4

一一一一一
4

一
切
一
部
一
一
山
一

一
一
一
七
一

i

一
一
一
山
一
山
グ
グ
一
山
一

" 11 グ 11 

" 7341 グ 421 " 16 



細菌部臨床討験課附表 27 年度の調査研 究
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4.血 按 諌

4月一杯で血築課が廃止されることになり，公営と

して此の業務を遂行する場合9 積々の困難があるので

1月より血祭製造を中止L血援の残葱整理を行った。

一方血策課に属する仕事9 研究調査を行った。
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Ill.生活衛生部

1.環境課

ヌド課では諸種の環境衛生学的試験研究を行ってい

る。本課の事業内容は塁気の衛生試験に関することが

中心であるが，概略以下の遁りである。

(1) 塁気，日光及び騒音等に関すること。

但）住居及び衣服衛生に関すること。

(3) 産芥，尿尿その他汚物処理に関すること 9

(4) その他環境衛生に関すること。

ヨ更に具体的な試験研究項目を挙げる手

1.室内温度保件に関するものく気温，気潟，気琉，

輯射熱，カグ冷却力，感覚温度等の測定） 2.照度測

定 3.紫外線測定 4.騒音測定 5.麗境検査 6.塁

気イオシ測定 7.茨酸ガス定量 8・ー酸化茨素定量

9.諸種有毒ガス定性定量 10，疲労検査 11.被服

材料の検査 12. ピルデイシグ，工場，事務所その他

建築物の環境衛生調査 13. その他環境衛生調査上必

要な試験検査等である。但 Lllに関Lては試験設備不

充分な為未だ実施するに至っていない。

三えに本課の事業対象は公衆浴場，興業場，理，美容

所，按館，ホテル，グリ F ニング工場，墓地等都民の

日常生活に身近な関係を有ずるものが多く，本課の事

業は都民の公家衛生と密接に関連していると言えよ

う。尚他に一般都内よりの衛生試験の依頓に応じてお

り，官庁，会社，銀行，工場，デパ｛トその他の作業

場も本課の事業対象に入るので，木課の事業対象は真

に広汎なものになってくる。

以上の如く木課の事業は大別 Lて調査研究と依頼試

験に分けられるのであるがp 依頼試験じ対しては迅速

に処理ずるよう努力すると共に，調査研究の面に於て

も可及的努力しているが，依頼試験も研究課題も溢々

増加 Lているに拘はらず、技術者の不足が甚もし課長

はじめ課員一同の最大限の努力を以てしでも応接にH院

なし増員を要望Lている実情である。

次に本年度に於ける本課の事業を略述すると，大部

分は民間の依頼試験であって，内容的にはさき気その他

の一般環境試験を主としその他理，美容器具に対す

る物理的（紫外線等〉乃至化学的（油性石鹸等〉殺菌

試験その他である。今年に入ってから銀行，会社，工

場，デパ戸ト等でささ気の衛生試験を行う傾向が多くな

ったようであって，これは戦後平和時代のー傾向かと

も思われる。本課の試験対象は車位が会社とか銀行と

かで内容的に大きいので，概括的試験件数は多くない

ようでも個別的試験件数は毎月数千件に上るのである。

弐に都庁よりの委託試験は2～3月に行った理，美

容所検査と某劇場環境試験がある。 理， 美容所は数

的には都内の芦種環境関係業態中断然多く，ー，二位

を占め合計一万追い多数であり，都民の集合場で公家

衛生上の大きな一対象であるが，その環境衛生状態に

就ては戦前戦後を遁じて資料の徴ずべきものが見当ら

ない。昨年度には都内興業場及公家浴場の調査を行っ

て一応夫々の資料を得たので，今年度は都内理，美容

所の現下の衛生状態のー資料を得るため本庁公家衛生

課の委託により，公家衛生課並に各保健所の援助の下

に，理，美容所合計40ケ所の衛生状態調査を行い，有

主主な資料を得た。その成績，内容に就ては別項に報告

しであるから参照されたい。

調査研究面に於ては今年度の第七回日本公衆衛生学

会に上主it理，美容所調査に関する報告を行い，又同学

会シンポヂウム席上，環境衛生関係法令に主主気試験成

績判定標準を設けて現在の抽象的原則的な法令に具体

的数量的の明確な裏付けを為すことを提案L，参考資

料として当課が現在使用中の判定標準を提出 Lた。叉

9月の所内研究会で浴水汚染恕限度に関する別項の如

！よ1I ! I I I Ll I I I¥ I き発表を行つ

た。その他未

公表であるが1200 
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2. 栄 養 課

都民の栄養改善思想を高め都民の栄養状態を明にし

つ Lその上都民の栄養を改善する方途た講じて，都民

の健康及び体力の維持向上を図 h 以て都民の蹄祉の

増進に寄与する事を目標に主力を注いでいるQ 栄養改

善の方途を講ずる基礎資料として，都民の健康状態，

栄養摂取量，栄養摂取と経済負担との関係を明にする

為め，都民の栄養調査を必要とするので，それ等と関

脚した面に於ても着々実施している。叉食生活改善の

促濯を図る事を目的として一般の食事又は幼児，学童，

病人の食事の献立及び調理，食品の栄養効果その他栄

養改善に関する事項に就いては鋭意調査研究を準めて

いる。

殊に都下の農業及保業に花事する世帯にあっては一

層，栄養に関聯して食生活を改善すべき事情の多い事

に鑑み努力している。例えば台所のi~~牢化と衛生問題

の如きはその一端で，数十年前の姿そのま Lで古色蒼

然たるものがある。住んでいる環境を健康的なものに

することは食生活改善の一歩として，都民にとっては

騎に大切である。 {J!Jて従来農村に於ては動物性蛋白質

とカルシウムの不足が国民栄養調査の結果認められて

いるので，都下農村の農繁期に於ける栄養摂取状況の

全般を把握する目的で，食事情が悪いとの定評がある

三多摩地区及都内の農業家世帯を撰び，経済局の協力

や得、て調査試験を行ったのでその結果を第6報として

報告した。

その他木年度実施した主なる調査研究事項は，南氷

洋産鯨類の各部位による栄養成分を究明し，鯨肉の利

用と鯨体の高皮利用に関し最も効果的な方法た泊試し

て来たが，更に鯨肉の栄養価と香味，鯨肉及び内臓を

空材とした調理のI害好と有震鯨の餌料とその栄養成分，

鯨類の血液成分，鯨類の腸の医学的応用面に豆り究明

の分野を補足Lた。

叉従来継続記試中の動植物性食品中のカルシウム含

有量再検討に於て，一般市販の加工食品はもとより，

主として根菜類の各部位に於ける含有量と化合形態よ

りみたる栄養的価値を究めた。

叉都民の栄養摂取状況第4報として7J＠の根幹をな

す小河内貯水池建設事務所の作業飯場の栄養摂取量。

同じく第5報として既に冬期野菜不足時に於ける結果

を得たので，野菜最盛期の秋季を撰び，学校周辺の環

境等を考慮し調査した結果を報告した。

更に従来とも都民一般の依頼に応じ食品J成分を分析

測定し，その栄養成分の研究に努め栄養上の利用価値

の判定を行い，その成棋に関する証明を発行して正し

い栄養り指針を授けて不合理な栄養への錯誤を示唆し

ているQ 殊に最iliの傾向としては強化食品に興味ある

控出をみせている。民｜］ち強化食品とは失われた栄養分

を本来の量より更に掲加せしめたり，本来含まれてい

なかった成分をも加えて栄養価を高めると云う理由の

もとに浩られた食品であって，これに対して食品の回

復が考えられている。然して加工食品に栄養素を強化

するには無害の形で香味，色に悪影響を麗らさずに食

品としての品質を保存し， I害好的にもよく調和され，

一様に食品中に分布し，貯蔵による損失が少し消化

吸牧が良好でー完全に利用される形のもので，価格の点

でも一般的であることが望ましいので，之等に関しで

も指導と共に究明の歩合進めつ Lある。

現在行われている強化剤は主にぜグミンA, B1, 

B2, c，エコチン酸及びカルシウム等で強化食品は

乳製品，マ｛ガリン，菓子類，穀類とその加工品，王手

類とその加工品，果実とその加主品，魚介類とその加

工品，畜肉とその加工品等で、ある。
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生活衛生部栄養課
3. 水質課

本課で担当している業務仕上，下水，井水の細菌学

的試験をはじめ温泉，工場廃水，汚水，海水，フ＂ o，＿｝レ，

浴場等の理化学的，微生物学的試験検査及び調査研究

を行っている。

井戸水の試験に於て飲料に適しないものに対しては

環境画生的立場より其原因を探求し，保健所と協力し

て其改善を指導しよい結果を得ている。叉近時製主主工

業の発達，目覚しく従って之等工場の廃水による各河川

及び近海の汚染も之に件い甚だしくなって来て魚族，

貝類其他に及ぼす影響もゆるがせに出来ない現状にあ

るので，之が対策を関係方面と協力のもとに調査を準

めている。叉温泉検査も温泉法が制定せられてより依

に23) 



頼も頓に増加し，英検査に泊われている。叉近来都の

人口が急激に増えで来たので、都内，都下の水道の新設

等之亦急務となって来ており木課の義務l主将来益々多

忙をきわめること L思われる。

27年度に於て行った調査事項の主なものを二，三挙

げてみるとラ月頃立川市中の井戸水に異臭があるもの

が出るというので立川市の依頼により当課で附・近の井

戸水を調査すると，調査が、進むに従い其範囲も相当広

く，臭も甚だしいものがあり処によっては油状物質が

芹漉しているものもあるので，早稲田大学の燃料化学

研究室と共に検査をした結果，ガソリンであることを

確認した。この頃より地元の世論が喧しくなって来た

ので，立川市役所より都衛生局を通じて借詳細な調査

方を依頼して来たので，再度にわたり調査を行った結

果ガソリンそのま Lを探酌出来る処もあった。

現在同地区の隣接には米駐留軍の飛行機基地がある

ので，其後東京調達局が関係し再度立川市当局，都立

工業奨励館，米駐留軍及び当研究所との合同会議があ

ったが27年度中には解決に至らず， 28年に持越され

た。叉8月には都内江戸川区小岩町にま赴状歯の患者が

非常に多いとのことで，衛生局医務部が現地調査を行

ったのに協力して，当課は同地区の水質検査を行い事

業を主体に飲料適否試験をした。其調査報告は別項に

掲載してある。
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rv.食品獣医部

1.食品謀

(A）化学検査

1. 牧去検体検査

件数並に品目等については別表に示す遁りである。

一瞥検査として製氷（ 5月～6月） 64件，清涼飲料水

(6月～7月〉 181件，歳末ー宵・取締検査には，都公

家衛生部，各保健所と協力， 12月中～下伺に豆り，

.llケ所の保健所に臨時討験所を設けτ出張検査を行つ

た。この際には製品課，医薬品第一課，医薬品第三課

よりも人員の応援参加を得て，総件数4,800，件内不適

301件の成果をおず衛生局長より表彰状た受けた。

2. 中毒検体検査

検体数76件中，酒類の中毒最も多く，約 1/4を占め

件数18件，その中メグノ戸ル検出率は2{3の12件。

その他昨年同様サシマのミリン干による中毒の発生

を見た。症状その他は昨年と全く同様で，ヒスグミン

売主とする有害性アミV を検出したQ 他に特殊な中毒

例として，銀杏，ふぐ内臓等による中毒を見ている。

銀杏は少量摂取の場合i士通例無害とされているが，主

食代用として多量を食した為の中毒と克倣される。

3. 依頼詰験

一般依願試験の他に都経済局より乳製品その他につ

いて53件の検査依頼があった。

4. 調査研究

付） α・澱粉の化学的定量法について…都衛生局

学会報告

制色素のベ｛パ｛クロマトグラフに就て・

当研究所研究報告（3）及び以下続刊予定

りアンスロンに依る食品乳化剤としての多糖類

の定量について・H ・a・－－－…日本薬学会総会報告予定

くB）細菌検査

1. 還付検体検査

赤痢予防対策に呼応した食品衛生対策として公来衛

生部より；墨付され本課に於て細菌検査を行ったもの

は，食品とじて，菓子類 332，氷菓子類 292，豆腐類

148，麺類8，駅弁当 6の 7.86種，食器汚染調査を目

的として井類 28l1'，皿類 159，そばせいろ 146，すし

屋はん台44等ーよりの試料 633種，手指汚染調査を目的

として，生菓子製造人，版館，食堂，すしゃ，そばや，

集団給食等の調理人 296名からの試料等を夏期の消化

器伝染病流行期に試験し，其の外中毒検体其の他を合

せて年間に処理した検体総数2,344種である。

2. 調査事項

大腸菌検出率の棺めて高い豆腐について其の汚染原

温及の目的で日二程調査を行い，製造者の手指及使用器

具の汚染されていることを確め，特に器具の汚染は，

大腸菌を多数に含有する凝固水を洗糠用に使用Lそ
れを，そのま L翌日使用する慣習に基因する場合の多

いことを指摘した。

本調査については別に本年報に記載した守

く24)
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生活衛生部栄養課

種
調 理 研 土y舟uォe 調 理 指 導

JJIJ 

献立作成｜高官官里駅晴好調査｜ ｜民｜学 校｜病 院｜工
三口、、 計

計 都 計

イ！f二 数 708 41 38 一’ 一 6,680 



業薪，成績年報 i 昭和 27年 1月～ 12月 生活衛生部水質課

I~＼： 数

取扱件数 試 験 検 査 什a 数

依調 物理的検査 化 －漣才~一・ 的 検 査 細菌及生物検査

計 温 濁 比 硬 反 酸 蓮 残 酸 窒化 陽イ 陰イ
メ 一 大

水牢物名中索検

菌検 そ
＼ 、、 応 イb フE 澄 素 ぷIコ入 グ 般 腸 索

計；

J.llJ 試 試 命試 活1 物
オ オ

メ物イロ合じ、 車菌数田 菌 試
の

試 シ 〉ノ

度 験 験 験 験 定 素類 類 類 群 名験 他

一（井般水飲その料他水〉 2,798 322 30! 9 241 一 2,314 2,359 2,314 一 2,314 - 6，労7 6~942 2,359 1,067 2,941 2 ー 一38,840 ， 

水く源水道浮 7,K)水 369 一 369 306 460 一 163 469 214 一 148 一 462 149 190 一 628 2,030 一 一 一 ラ，219

（NU〉

工業用水 88 88 352 ‘ 88 88 88 - 88 264 264 J76 1,408 一 一 一 一 一 一 一

鉱泉，温泉他 3ラ ラ 40 44 106 20 31 115 58 一 86 一 130 121 11ラ 12 21 4ラ 一 一 一 904 
湯の華，その

河水，海水 う 32 37 一 100 一 一 100 - 100 ち－ 一 100 一 27 195 一 一 一 628 

浴 湯 水 2 一 2 一 一一 一 一 一一 一一 一 一 一 6 19 ー 一一 25: 

廃 7k 一 一 一 一一 一 一 一一 一 ー一 一 一

水その中他生生物物 一 一 一 一 一一 一 一 一 一 一一 一 一 一 一 一

計 113,2971 日 13,65611別｜旧2591 2012, 59613, 13い10012,6411 -17,8…12,940[ 1イ！，7:915,2301 イーI-147,024 



3. 研究事項

大腸菌群検査に際して分離した菌株は全部 IMVIC

te討による分類を行った。

IMVIC testで Escherichiagroupに属した菌株に

ついては尿便より直接に分離 Lた菌株を対照として熱

に対する抵抗力を試験．しつ Lある。熱に対する抵抗力

は菌株によって，甚だしい差濯がある。即ち 60℃で，

F分以内iニ死滅するのがあるに反し， 60分でも尚生

き残るものが数多くある。又食品より分離Lた菌株は

4存
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対照の尿便株よりも熱抵抗力の強い菌株が高率に検出

されて居り，特に熱処理を受けた食品に於て，より高

率であることが確められた。

更に之等の食品分離株について Kauffmannの標阜

大腸菌免疫 0－血清に対する被凝集性を試験して其の

約60%が抗元的類属関係にあった。

本研究は借続行中であるが一部は昨夏札幌で聞かれ

た第 7回公衆1穐生学会に発表した。
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＼件
取 ナ及 件 数 試 験 ？え 査 件 数

依 査．
現 場

計 感 覚 物理学的
化 学 的 試 験

動
主え 査 試 験 試 験

外｜臭 光 瓦 そ 'I企 成 ？見 重 枇 そ無 ア 揮 そ有 色 甘 ノ漣J茸て 防 そ 京国 大 そ 物

;u子!:.. 実Jr の機
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計
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ロ
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観 味 店長 験 イ也 J伏 2- 物 層 素 の物 ド 物 の物 素 質 剤 宵j イ也 数 菌 他 験

飲 7K 主壬Eさきい 一 54 90 一 一 一 ララ 90 80 sol 4 一 一 78 一 22 39 13 56 一 33 20 一 一 一 460 74 112 一一 1,071 

料
清涼飲 料水 う 一 166 98 一 一 一 一 171 98 240 240 49 9 一 217 192 641 692 226 472 一 465 464 788 687 10 795 一 34 う9 一一 6,280 

保酒存精飲飲料水料 一 7 14 一 一 8 14 17 17 17 一 一 17 3 ラ1 51 17 51 51 50 69 64 一 85 一 4 4 7 ー ら；15
類 5 11 114 174 一 一3,743 192 3,862 377 4,239 4,239 107 一 一 330 195 902 567 178 405 -12,699 12,075 42 一 一 2ラ 一 一 一 一一 36, 003 

一一一 一 一一
1奈 膨人 脹斉I] 2 一 4 一 一 一 一 一 6 一 6 6 6 一 一 6 10 26 26 6 20 一 ’－司、 22 一 一 18 一 一 一 一 一一 152 

工甘味質 一 一 36 35 一 一 一 35 71 71 71 一 一 56 63 137 168 56 144 一 18 132 一 336 一 一 一 一 一 一一 1,323 
力日 エッセンス 一 一 7 一 一 一 一 一 7 一 7 4 4 一 一 5 一 15 12 4 12 一 7 15 4 一 一 一 4 一 一 一一 93 

物
活－ 色 ~n 一 一 162 79 240 一 一 一 402 79 471 一 217 一 一 278 754 844 1,600 411 1, 075 一 171 1,021 2,092 一 一 一 一 一 一 一一 8, 934 
そ の 他 15 2 41 19 120 一 一 一 176 21 1ラ7 124 52 一 4 128 179 341 484 165 389 一 147 344 401 210 134 345 18 一 一 一一 3, 622 

一 一 一 一一一一一一 一「 一 一 一 一
葉 子 一 一 75 170 一 一 一 一 75 170 54 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 245 448 一一 747 

子飴 菓 子 一 30 162 一 一 479 91 509 2ラ3 763 763 42 一 一 33 9 60 490 166 403 一 198 332 2,398 348 18 270 一 一 一 一 一 ~： 293 
類そ の 他 う 一 336 518 一 一 12 18 353 536 541 541 241 一 9 494 189 413 1, 287 438 916 3 53 308 1, 799 281 210 187 3 369 678 15 ー 975 

一 一 一一一 一 一 一 一
主バン及麺類 27 18 28 18 46 46 44 47 94 113 73 112 55 39 81 119 4 121 8 16 1, 018 
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ちー 5 5 日 う う 19 19 ラ 19 19 3 14 10 10 138 
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一 一
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食 若ま 類 一 一 133 523 一 一 一一 133 ~~~ 92 一 一 一 一 一 一一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 651 1, 311 一 一 2,054 
そ の イ也 8 666 551 645 120 386 94 1, 705 1,038 1,038 598 105 284 306 95 1, 148 3 219 215 2,455 126 90 797 156 542 1,015 1,310 11, 540 

一 一 一 」一一 一 一一 一
53 14 1, 933 2,578 1,005 120 7, 611 3, 107 

計 8,021 7,366 1,566 9 1, 603 4,221 5,623 147 1い 1°115,45610, 778 2,312 548 3,231 6ラ11, 933 3,659 1,370 一 93,226 
67 4，ラ11 1, 12ラ 5,015 10, 718 
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感応，理化学的，細菌学的試験を行い別表の件数を処 の毒性試験等の研究も行った。本年中に取扱った中審

理した。伶昨年から続行中であったレストランの衛生 例は17例で昨年に倍加したが何れも小さなものであっ

状態の調査及昨年来の中毒検体から分離した腸球菌株 た。その状況は次のとおりである。

昭和 27年中に取扱った中毒例

恥 l発生月日Ir~~11推 定 原 因 食 ｜ 患 者 数 ｜症状及経過｜検査成績｜ 備 考

1 I 2. 1s 1 朴工、~ード， 113~ ンナ ｜ ｛セージ ラ l軽，快復｜色素不良 ｜原因色残品

2 ¥ 2. 25 I杉 並｜同 ←ヒ 2 II ｜原を検因出らせしずきもの ｜ ！？ 

3 I 4. 1 I漉 谷｜鰻その他 ｜ 2 II II ｜原も因の食と類似の

4 I 4. 51杉 並｜鯛，アジ｜不詳｜不 II II 

5 I 6. 13 ＼趨 町｜生えび｜ II ！？ II II 

6 I 7. 1 l施 3 ｜軽，快復｜ II II 

7 I 7. 1 ＼荏 原｜鮪躍詰｜ II II ｜原因食残品

s I 7. 1 I II ｜えぴふらい ｜ II II ｜原の因食類似のも

9 ¥ 7. 15 I淀 橋｜豚肉，鳴戸 ｜不詳｜不 II II 

10 I s. 2-0 I II ｜いか，その他｜ II II II ！｝ 

11 I 8. 281中 野 ｜ 豚 か っ ｜ II II II II 

12 I 9. 61 II Iぃ ｜ 軽，快復 l II II 

13 I 9. 15 ＼大 田｜たこ，その他｜不詳｜ II II II 

14 I 9. 1s ＼麻 輪｜ 4 II ｜腐敗著し ｜原因食残品

原！いかの
酢のもの

｜ 原を検因出らせしずきもの I II 

16 ! 12.お施 谷｜ふぐ肝｜ 3 ｜重， 死 ｜｜アトロドトキシ｜｜原〈動因物食試
ンよ推定 験〉

17 I 12. 261中 2 ｜霊，！死｜ II II 

く4）牛乳々製品の検査

検体は前項と同じく牧去品が主で，一般からの依頼は

6～9月に亘り「アイスグリ｛ム」の規格適否試験が

多かった。検査はすべて厚生省告示食品衛生試験法及

食品衛生検査指針に基いて行い，必要に応じ成分々析

を行っている。，木年の研究としては低温殺菌乳に含ま

れる大腸菌群の耐熱試験く別稿報告〉を行う外，特殊

なものとしては公衆簡生音防ミらの依頼により明治乳業

烏山工場に新設された高温瞬間殺菌器（H.T.S.T.)

の性能試験を 1ヶ月に豆り実施した。本年中取扱った

食肉魚介並その加工品及牛乳々製品についてのー寅検

査は上掲のとおりであるq

c 29:) 

，イ~

i!OOO「一一宮品署ili:l/一寸ft:Jlijl''i＇認

I 2 34567 日 9 10 11 12周

食品獣医部獣医衛生課



昭和 27年中に取り扱った一帯検査状況

No.¥ 検体受付月日 ｜検査対例検査目的｜件数 l’備 考

4. 21～.. 25 I i市菊肢菌ソ数戸，セ病【原拘菌亜検硝査脱色 I お1｜公案衛生部計画都内一円

2 I 6…21 ＼冷併の規格適否検査 II 

6. 23,...__, 7. 9 I 魚介及煉製品の一般衛生検査（ II 

7.29"-'8. 91 市乳の規格適否備 150 I内同保健所叫19

ラ 8. 11,--..,・ 8. 12 I 製て造衛工生場検査のソ戸セ戸ジについ I 35 I公衆衛宇部計画都日

9. 1～ 9. 24 I E版竹判度及大腸菌検 l
す

II 

7 9. 12～ 9. 15 I ソフトアイスクリ戸ム

8 I ～12. 19 I 食の衛肉生，魚検介査並その加工品一般 ｜ ！ 698 年末一持取締

9 i 12. 15～12. 20 I問，組問生検査 ！？ 

9回山｛食午手肉L魚々介製及品加工品 4日聞固 くく2 ， ~~J件件〉〉

大島出張所 等島の衛生の向上及畜産の発展のため広範に亘り関与

昭和22年11月当時都公家偉f生謀所属，大島浮L肉検査所 して着々J成果を牧め昨今に於ては島になくてはならな

として開設せられ昭和24年 3月都立衛生研究所に統合 い研究所として漸く島民から親しまれ叉認められてい

されたことは昨年々報を」孔て報告した通りである。当 た所，笑如として都の行政機構改変に伴い本年11月l

出張所は開設以来島の重要産業たる牛乳々製品の検査 日を以て中央保健所大島出張所に統合移管せられ，保

に重点をおいていたが其他公家衛生胃についても島内 健所の検査施設として新発足したが，同所が将来益々

唯一の衛生検査機関として相談，実地指導，検体中継 発展することを願っている弐第である。

業務成績年報 昭和27年 1月～ 10月 食品獣医部大島出張所
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業務＿IJ:l(, 緒年報（その 1）昭和27年 1月～12月 食品獣医部獣医衛生課

件 ｜！ 取 扱件数 試号会 酔臨 A叫 杏E 件廿 数 ｜ 

種 依 迭 政 調 細菌学的試験 理化 学的試験 診 断 l
数 接主 同メリ大そ病嫌そ感比脂鮮成力 日添脂腐肉マアそ病｜病l動 ネ 小 検 毒 中 検l 計

計 チウ腸の気 覚 分水 肪 敗 種 イ ナ 理 理 ｜ 物 グ 体 力 和 ｜

別 培 Z 菌他原性の検 肪 分会加検産鑑クLの解組｜試リ検検抗｜

額附去査 養プ 鎮の菌菌他査重量度祈熱物 査 物 別 ロ ス イ 也 剖 織 l験 1査診査体査！

粉練市 手手手LL し 22 118 ‘ 4 4 148 85 148 99 148 一一 28 148 148. 148 240 222 191 41 一一一一 15 一一一一一一 1,661
止ド 4 68 5 4 81 - 81 - 81 ラ - 5 81 - 42 84 204 78 45 ー 13 13 - 732 

1 32 ー 2 35 - 35 - 35 一一－ 35 - 35 35 173 348 
手L 生 クリ｛ム 4 一 一 － 4 - 4 - 4 一一－ 4- 4 4 8 8 4 ー 40 
及ノミ ノlJ ~ 3 6 -- 9 ー 7 ー 7 一一－ 9 - 4 17 19 ー 15 ー 1 一一一一一一一一一一 79 

千戸ズ 1 3 - - 4 - 4 ー 2 一一 2 4 ー － 5 4 一一 一一一一一一一一一一 21
乳ブイスクリ｛ム 22 317 - 4 343 - 343 - 343 一一一 190 - 343 ー 124 一一 一一一一一一一一一－ 1,343 

製 大手器マ牛山そL具腸ー菌酸乳能芋耐ガの力熱飲飲リ試ti, ン 2 2 ー - 4 - 2 一 一 一 一 1 4 一 一 7γ 一 一 一 一 2 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 16 日口口 2 1 ー－ 3 - 3 1 3 一一一 2 ー 1 2 2 3 一一一一一一一一一 17 
- 7 一一 7 7 7 7 7 一一一 7 7 7 14 14 14 14 一一一一一一一一一一一一 105

検 ー 1 ー 18 19 19 19 19 19 一一一 19 19 19 19 38 2 1 一一一一一一一一一一一一 193

査 1 50 - - 5 I - 54 - 54 一一一一

監料料手L 一10 一18 ー 1回47 1町75 一－ 282 一－ 2一01 一一 －一 5~~ 一14 一ー一10 一14 一24 「22 一一 一一一一一 一一一一 一一一一 一一一一 = ；~到α 司

食｜副長 国 ~I 3f I =I __31 3；ヰ 11 3fl ==I 11 ~二 3fl =I =¥ 31 Hヰ＝I=I 11 ~1 =I 二二l=l 11 =I =I二｜二 1~ 
まま 1~ 語ヰ lf~I 5オオ 6~~ __31 つ~1 2nl 司 i;l ＇ ~I 」：~1 =I =I ~ =I =I =I ~ 1~1 ゴイ二 1 二I 2~1 =I =I =I二2,i3~ 
及｜ 挽 肉 1 1 1 1 4 1 4 4 4 3 3- 4-- 9 一一一一 1 一一一一一 2 一一一一汚
加力日ハ ム 38 ー 2 5 4ラ 10 43 45 45 36 2 3 45 ー － 32 一一一－ 6 一一一一一一一一一一 317
工 ソ｛セ戸U 4 ー 736 3 743 2 359 41 392 709 - 2 41 一 一 106 2 一一一一一一一一一 1 一一一一 1,655 

iエ煉犠肉き力日正： 詰仙品品物宝 2 264 一一 266 一 一 266 266 一 一 一 266 一一 一一一一一一一一一一一 - 798 品 工 製 - 684 4 - 688 4 352 688 688 17 5 - 538 ー － 582 一一一一日一一一一－ 9 一一一一 2,888
q民 21 8 5 11 26 7 26 23 9 20 17 2 26 一 一 % 一一一一 19 一一一一一 13 一一一一 218
査 - 36 - - 36 ー 22 36 36 一一－ 36 ー － 66 一一一一 一一一一一一一 196

品 Lみつ ー－ 330 - 330 6 6 6 330 6 6 - 6 一一 18 一一 1 - 6 一一一一一 12 一 一 一 － 403 
そ の 5 174 408 299 886 34 846 182 885 272 6 141 182 一一 155 一一一ーラ一一 1 一一 7 一一一一 2716 ， 

狂
犬病伯否品え 音野無 犬犬犬 - 25 一一（6125 一 一 一 ｜ 一一一一一一一一 25 2ラ 25 25 - 6 ー 106 届畜 ー 78 (38)78 一一一一 8 一一一一一一一 一 一 一 78 78 81 78 8 35 - 364 

- 104 - 64(26)168 一一一－ 4 一一一一一一一一一一 151 151 141 151 4 83 74 759 
猫 ー 15 - -(1) 15 一一一一一 一一一一一一一一 15 15 15 15 - 1 - 61 

計 127/ 2, 1981仰41州仰9 178/ 3, 256/ l, 7161ψ2/ 1，例オ 787 1，叫 1741吋1,9対叫 3is／叫－I611 61 131 29判例 3オ2691 12／吋 74悶 81

註． ( ) i'J：狂犬病陽性を示す。



業務成績年報くその 2) 目白和27年 1fl～12月

(1) ワクチン生産状況ー

動 物 接 種 目白 採 取

40 頭

(2) ワクチン掛出状況

前年残｜本年生産量

V 化 学 試 験 部

1. 暫襲晶第ー課

400 g 

計
掛

講和僚約の発効に仲い従来全検体の約10%を占めて

いた C.I .D.関係の押牧品，特殊物件等の鑑定並び

に規格検査が全くなくなり，更に細菌部のワクチン製

造業務の中止によりワクチン中の石茨酸定量試験が委

託きれなくなった以外は，前年度同様引続いて薬務部

関係の行政検体を主と L，とれに保健所からの依頼及

び一般からの有料試験等について検査した。木年は有

料試験の面で，試験設備を持たぬ小企業の医薬品メ｛

カ｛や轍入医薬品販売業者の自家試験代行が増加し，

叉軌道にのったPyrogenTest及無菌試験が相当の成

績を挙げているので，これらによって前記行政抗体中

一部の被少は相殺された結果となっている。種々人的

保件の思わLくない中で課全般よく活動し所期以上の

業績を挙げ得たものと思う。

(1）監蹴業務の検体は 264種で昨年の 261種に比し

て殆んど同数である。昨年度柏平均化された送附状況

も永くは続かず本年は一昨年以前と同様に区々とな

り，甚しき月は 1～2樺にすぎず次に示す様なもので

ある。

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

数 2 8 37 9 6 24. 47 20 ' 1 2 33 . 75 

食品獣医部獣医衛生謀

原 河長 ワ ク チ y 

[ 2ラ0,000 c.c・ 170, 000 c.c. 

梯 出 量

出 ｜｜ 抜取見喝本 ｜ 廃
棄 ｜本年残高

500 c.c.1 45. 8凹 c.c.1 0 c.c. 

蹴業務の対象としてラ種の覚醒剤につき鑑定を行づ

7こ。

前年度迄重点的に検体の集中していたサントニンや

静脈注射液等が問解iにならぬ程減少しているのも本年

度のl持徴のようである。 7～8月にかけて市場のアル

ゴ戸ル類58種l三ついてーキ宵検査を行い相当の成粧を挙

げたく別項参照丸叉流感でやかましかった11～12月に

かけて市販のいわゆるかぜ薬の種類74種について一揖

検査を行った。製剤中でも誤験の困難な此の種医薬品

についてー検体中少くとも 3種，甚しきは10種にも及

ぶ各成分を定性定量と短期間中によく処理し得たもの

と思う。

3月中当時無i情に濫造の傾向にあった虫下しチヨコ

レ｛ト 10種についてー宵検査を行い，各メ戸カ｛から

直接J投去したものについて試験して，過日所内研究会

に大要を述べた様な興味ある結果を得たく別項参照〉。

之により大いに之等業者の認識を改めさぜた。この虫

下しチヨコレ｛トとは粗製葡萄糖を原料tしサシトエ

ン，海人草エキス，石摺皮末等を主剤とした模造チヨ

コレ戸トの称であるο 又年間 7積の苦味チシキを訊験

したがその 6種誌が何れも相当量のメチルアルコ戸Jレ

（約10%），／ゼトンを含有L，その比重も局方の所定

よりも霊くブルゴ戸ル含有量が局方の所定に達しない

これら検体の内容はアルコ戸ル類，解熱剤くいわゆ ものであった。叉その中の 3種は甚だしく不溶性の物

るかぜ薬の類〉，虫下しチヨコレ戸ト，苦味チシキ，v. 質を混入していた。又11月中には東京税関支所から薬

B1製剤， その他の公定書医薬品が大部分である。叉 務部を経て重曹，硫苦，含ベプ，ヒマシ泊予リンゲγレ，グ

覚醒剤取締法の制定に伴い従来の刑事々件でなしに監 ンナルピン，デルマト戸ル，グンニン酸，チンク泊，ア

く31) 



ミノピザン，ベプトン等25種の医薬品について其の検

査を依頼されたが，その殆んどが医薬品として使用に

たえないものであった。

(Z） 補給業務に伴う検体は 130種で昨年度 146種に

対して約10%減少している。 9月の30種を最高に， 8

月， 10月，共に19種， 7月13種等で各月平均10種宛位

詮附された。昨年皮同様 D..D.T.液，粉末の47種が

最も多く，アルコりレ類16種，グリセリン 9種，重曹

6種，クレゾ~Jレ石鹸液 5 種等が主なるものである。

この補給関係の検体中 111種についてはその適否を

判定したが，その結果は適91種，否20種で適否の比は

82%: 18%になる。前年度の不適医薬品27%に比すれ

ば一段と向上し，この種の試験の看過し得ないことが

よく知れる。

(3) 其の他，製薬適正からラ，6月中新規に発売許可にな

った結核薬イソニゴチン酸ヒ下ラジ下く I.N.A.H) 

の品質規格試験3種，特品盟から歯科用医薬品8種に

ついて品質検討を依頼された。この歯科用医薬品は

従来全く試験の機会がなく，新しい分野に入るもので，

殆んど泊：パスグ，セメン等の充填剤であるため仲々

試験が困難で多大の労力と試験法の検討を必要とし

た。

以上の行政検体の他に試験を委託されたものには弐

の様なものがある。

(4) 5月中に品川保健所から青酸ソ｛ダ液と称する

ものを法られた。之は五反田の某電解工場が閉鎖する

に当って， J 電解槽中の多量の青酸ソ｛ダ液を如何に

処分したらよいか，指示を求め℃来たもので，当方と

しては毒劇物取締法により工場を検証したが，これは

電解液であるので CN が種々の錆塩の形で存在し現

場で処分し兼ねたので，一応4個の電解糟から夫々資

料を採取して，各々の青酸の濃度を定量し電解液の量

及電解槽の構造，環境等を考慮、して適当な処分法を指

示した。叉6月に同じく品川保健所からガソリン 2種

を法られた。これは管内の都交通局品川自動車営業所

で職員が誤つでガソリンを甲車下し中毒症状を起しX線

検査の結果変化があるといわれたとかで，今後のため

に四エチル鈷の定量をして欲しいとガソリン2種を主丞

って来た。当課としても毒劇物取締法上からも捨てお

けないので試験した結果何れも有機性錯の存在を認め

lL中舘として約 0.5g, 四エチル鈷として約0.46co

を含有することが判った。

(5) 7月に四谷保健所から学校プ戸ル用の高度踊粉

の有効クロ円レの定量も又8月に江戸川保健所から

b.b.T.粉末の定量試験を夫々依頼された3

(6) 9月に他県衛生研究所からワクチン2種につい

て石炭酸定量を依頼された。これは同所で国家検定に

提出したところ，石家酸含量が自家試験の結果と異り

不適になった Lめ当所に検定を依頼して来た。

三えに依頼試験は吾l続いて増加の傾向にあり 284種を

受けた。これは昨年度22ラ種に比して約26%増加にな

り一昨年の約60%：増に当る。この中発熱性物質試験が

65種で全有料検体の約23%を，無菌試験が38種で約13

%を白めている。有料試験の依頼は各月殆んど大差な

く平均24種である。品目は相変らず区々であるが某の

筆頭は依然。駆虫剤で主薬サントニンの定性，定量48種

で17%，ヨえいでリングル18種 6.4%，イソニコチン酸

ヒドラジドの規格試験並に錠剤中の主薬の定性， 定

量16種， D.D.T.製剤中のD.D.T.の定量 16種で

何れも 5.6%，ブドウ糖注射液中のプドウ糖の定量15

種 5.2%，グレゾ ~Jレ石鹸液， B1の定性，定量が夫

々約2%等が主なるものである。又海事検定協会から

職入流動パラフイン 2種の検定を依頼されたがこれは

職入した商品が先に当所で依頼をうけて試験した際

U.S. P.の規格に合はなかった Lめ協会から成績書

を添付して轍出国の商社に抗議を申込むためである。
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従来も聡入医薬品については斯様な例が2,3あったが

注意しないと不良品が職入される危険があることを示

している。

更に発熱性物質試験及び無菌試験のみについて見る

と全検体は 119種でその内訳は弐の様になる。

発熱性物質試験では74種中ブドウ糖注28種，リンゲ、

Jレ24種；，無菌試験では45種中ブドウ糖注21種，，リン

ゲソレ16種等が主なるものである。／

く32) 



業務 成績－年報昭和27年 1月～12月
化学試験部 医薬品第一ー課

I~目＼件ト空＼
！取扱件数 試験検査件数

、

吋官主 化学的試験繭 酬 他 ［
試験 .P.H. 確認 i定量 i純度｜｜重金属試験試験 その

計

I方局 －基有無丸機機ト薬薬 品

21 3m~ ー 24 15 51 1,994 
7 30 ー 13 24 37 418 33 58 6 133 120 337 495 一一 1, 600/i 

ラ1 23 20 52 16 94 878 511 684 209 290 1, 060 495 836 ー 110 1 久I93r'
1 4 - 2 3 5 54 182 25 - 221 29 一一一」 ー 312 

11 2 一一－ 4 一一一 rn 
薬医 務液エ キ ス 剤剤他商剤剤剤品,J 10 103 - 69 47 113 1,202 182 183 12ラ 95 335 1,466 1,232 一一一 4,8203 

2 1 ー－ 3 3 33 3 11 - 17 23 一一一 87 
チンキ 1 9 一一 10 10 l田 10 14 - 12 曲曲一一 257fi 
そ の l .・4 - 2 3 5 54 7 1 12 8 11 一一一 1081 

ハuu）

粉錠液注そ 末射 ←剤剤剤由剤也

4 8 - 3 9 12 libi 72 63 29 102 132 67 143 一 一 210 94ラj

ラ 2 - 4 3 7 70 110 - 41 127 一一一 418 
一一一一一 一一一一一一一一一一一 一

11 l一一一 2 4 一一一 18! 
2 14 - 12 4 115 46 52 21 47 64 211 116 -1 一一 804 

4 14 1 1 12 咽3 412 383 2781" l品川 132 - ~ 3,385 
13 27 2 19 6 476 87 934 54 269 371 110 44 一一 2,34ラ
21 56 - 56 7 820 34 94 34 98 669 11 一 一 一 1, 760' 

153 137 87 14 ・94 87 一一一 一 ラ72/.
157 119 83 14 80!. 283 18 22 一一 776 

~I m 師イ一一 －／ -
2,688 

P卦サ駆si~~虫: Te•t 
70 11 103 17 一一一 一一一一一13,320 ー 13,320 

の Test 50 10 77 5 一一一 一一一一乙550 一一 2,5ラo.

他そ のY定続量他

8,087 一一－ 8, 一一一 一一一一一一一 -・ 
330 - 600 - 1,560 一一一 2,490 
392 ・7 ラOラ 116 1, 458 6 一一 180 ー 2,758 

/' 

/ 

計 369 4,757 
開 312,07617，十7卜…＋3.副 ラ∞｜

49,217 



一一下＼！行政｜依頼｜ 計ー

無菌試験 l7 38 45 

発熱性物質試験 9 6う 74 

計 16 103 119 

一般からの依頼試験は非常に増加しつ Lあるが，行

政試験の多い時はお断りする場合がま Lあわ特に本

年 1～3月には申込の大部分を断らざるを得なかった

ことは甚だ残念である。行政試験の平均化，人員の充

実等は今後に残る問題である。

ff 
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2. 盤童話品第ニ課

生薬を原料とする医薬品並に家庭薬の生産高に於て

東京都は全国の首位を占める実情に件い，当課の業務

も急；激に増加している。即ち一般都民の依頼試験h薬

務課の監視業務に件う牧去検体の試験，梢給業務に関

する品質試験並tこ薬事審議会公定書委員会に関連する

生薬：の試験検査法及び試験規格の設定，製薬原料の研

究等は総数 4,218件に及んでいる。

(I) 田般儲頼試験

生薬中主なるものはロ戸ト根，マクり，芥子末，ツ

パキ泊，ハッカ泊，へノポジ油その他生薬又は生薬有

効j成分を含有す・る製剤中？その有効成分の定量等であ

って，製剤原料ではカフェインの製造原料に供する輸

入居茶が多く 38件，又生薬製剤では除虫菊石油乳剤の

16件等がある。また生薬又はその製剤について各種の

鑑定又は相談に応じた。

err〕 監視業務：！こ伴う牧去生善患の試験

薬務課に於て都内生薬卸売業者又は小売店63軒より

15品目 645件を牧去した生薬について試験検査を行っ

た結果弐の成績を得た。

良 580件（90%），可 37件く5.7%),

不良 28件く4.3%)

c 34) 

その詳細は別に報告する。

(Jil）生重量並に製薬原料の獣験検査に関する調査研
r子百

::ti’a 

本項については別に詳報するが主なる誤験項目並

にその要旨は弐の通りである。

l）ドクダミの成分研究

ドクダミ〈十薬〉の公定書による訊験法を確立す

るに当り採取時期並に成分の異同を知るため花，果

実及び葉に含有する有効成分を研究した結果，花及

び果実にはイソクエルチトリン mp.235～236。，

葉にはクエルチトリYmp.182。を含有L，何れも綬

下，利尿並に所謂Jレチン作用のあることを明かにし

た。従ってドクダミは花期に地上部を採取しこれら

の成分の相剰作用を期待することを適当と認める。

その他友分11.44%，酸不溶性友分 2.71%を含みと

れら友分中に含まれる無機成分も亦利尿有効成分と

Lて注、目される。（薬学雑誌73巻， 196頁，昭和28年〉

2）ニガキの成分研究

約25年生以、上のニガキの ｝~＼材には黄色‘に着色した

部分がありこの部分は苦味に乏しい。

吾々はこの黄色部分の成分研究を行い，新たにニ

ガキノ：ン C15H1205く淡黄色針朕品mp.223°），メチ

Jレニガキノン CrnH1105（黄色針状品mp.144。〉及

びニガキノ戸ル CrnH:J.60く無色針状晶mp.129。〉，

の3種の結晶性成分を好離しその化学的構j遣を研究

中である。日本薬局方のニガキにこの黄色部分を認、

めるか否かについては目下その性状を検討中である。

く昭和28年4月， 日木築学大会・講演発表〕

3〕草豆葱の成分研究

草豆珪は小豆~，縮砂、，盈智，草果と共に芳香性健

胃薬として用いられるが，何れもジヨウガ科植物の

近紘種に麗L屡々混同し又は偽和される。今回市販

の草豆謹並に海南島産草豆謹を比較研究し，それぞ

れ精油約0.8%の他，新たにブルゼネチンC16H110壬

く無色針状品mp.225。〉，及びカルダモミンC11Hrn04

0登黄色針状品mp.20ラワを抽出しその化学的構造

並に確認、試験法を明かにLた。 く昭和28年4月，日

本薬学大会講演発表〕

4）蔓荊子の成分研究

ハマゴウの果実即ち藁剤子より精油，脂肪油及び

一新フラポノ戸ルを分離し謹にその概要を報告し

た。 く1本年報 IL118，昭和25年〉

今回そのフラポノ｛ルが一新物質であることを認

めピテキシカルピン C1sHrn07く黄色股子状品mp.



1876）と命名しその化学的構造並に確認試験i告を明

かにした。 く近く奨学雑誌に発表の予定〉

5) サフランの栽培傍件と α・クロチンの含量研究

サフラシの需要増加に件いその栽培方法特に肥料

の3要素とrクロチンの含量関係について研究した。

今年度に於ては標準肥料区と無窒素，無、燐酸，無

力日旦，無肥料区についてポット試験’を行い弐の成績

を得た。

げ） サフランの開花数及び牧量は概ね球根の重量に

E比例し，サフラン i個の重量は開花/I院に低下す

る傾向がある。

同サフランの平均牧量は無窒素区，無燐酸区に於

て減少す！る。

門 α”クロチンの含量iJ：標準肥料区に於て開花順位

に低下し，標準肥料区，無加盟区に於てはほぼサ

フラン（雌蕊〉の重量にE比例する。

なお球根の大きなものから得られたサフラン（雌

疏〉程 r クロチンの含量は大なる結果そ得た。 球

根；の増量関係は且下調査中である。

6〕 紅花の栽培保件とカルグミンの含量研究（予報〕

ベニバナの栽培上肥料の 3要素が紅花の牧量並に

カルグミンの含量に及ぼす影響につき研究中であ

る。栽培上肥料区分はサフランの肥料試験と同様に

区分L発芽，生育状況，牧量並にカルグミンの含量を

研究中で未だ花期に至らず結論を得るに至らない。

7) 附属薬草園の管理

生薬並に製薬原料の試験，検査の必要上約 300坪

の薬草園を設置し内容の充実を期している。

今年度に於ては医薬原料植物 56種，民間業用植物

38種，染料及び香料植物25種，有毒植物18種を増加し

総計三百数十種に達した。一般都民に開放して参観に

便じると共に生薬及び製薬原料の試験検査並に鑑定に

寄与している。

化学試験部 医薬品第二課

3.医薬品第呈謀

本課は昭和27年 11月1日麻薬化粧品課及び衛生用

品課を合体して医薬品第三課と改称し新発足した。本

課の業務は従来前記二課で担当していたものをそのま

ま受継いでいるので従って肺薬，化粧品，歯科材料，

医療器械器具，衛生用品，医薬品容器，繊維衛生材

料，玩具の試験，検査p 鑑定及びその他他部課に麗し

ない化学的試験を行っている。

く り 麻 薬

治付検体は1月から 3月まで総件数 137件を数え

た。その中鑑定結果判明した主な不正麻薬はヘロイン

及びこれを含有するもの88件，毛ノレヒネ及びこれを含

：有するもの19件等である。 4月以降は特殊事J情のため

麻薬の受付を中止したが昭和28年頃から復活する見込

みである。研究面は従来同様に継続しその成果の中二

題を昭和28年春の薬学会に発表する予定である。

(2） 化 粧 品

化粧品は11月までは毎月選付及び依頼検体何れも概

ね平均して受付，処理して来たが， 12月に至って者『薬

務部は都内メ戸カ戸製造の各種化粧品約：oo種を法付

して来たため課員一同これを処理するのに非常な努力

全掛った。今回の検体の試験項目は有害性物質，特殊

美容成分，特殊物質等に大別されるが，このような多

数の化粧品のー積、検査は始めてであるのでその結果に

ついては興味を以て眺められる所である。

く3）衛生材料及用具

三えに当課で取扱う品目ιの内主なものは衛生材料では

ガ｛ぜ，脆脂綿であり衛生用具では注射筒，注射針p

縫合針，羊腸線，涯姫用ゴム製品，歯科材料等でこの

外に玩Jえがある。
これらのものの大部分のものは国家検査品でありそ

の品質は漸次良好となって来たが都薬務部の牧去品中

の注射筒，注射針，羊腸線やコンド戸ム類には不良品

が見られるので一段と製造上の改善を要する事を示し

ている。

本年中に都薬務部よりの；墨付検体及び依頼試験又は

調査したもの L成績を、述べると弐の、通りである。

脱脂綿

原綿として米綿，パキスグン綿，印度綿等を混合し

て使用されていたが，最近の製品は殆んとやパキスグン

綿の様である。

精蹴漂白の度・合や店長71'ブ；1,~.車性等もよく相当改善さ

れているものと思はれる。従って局方試験不適のもの

は栂めて少数である。

く35) 



総試験数 159件の内で本年7月下旬から 8月中旬ま のや調査したもの 154種について試験した結某約30%

でに薬務官防ミら設付されてきたものは 121件でその内 の不良品があり，不良個所は主にピンホ｛ルで重量の

不良品は約10%である。 、 不足のも相当あった。

市販品で注意することは，重量表示のないものがこ 医療腸線

の内22件もあり，残り99件は重量の表示があっても宇 品質は漸弐向上じているが中には稿少数ではあるが

数位は重量不足である。この点製造業者は注意を要す 細菌の発生を認めるものがある。

ると共に，一般需要者も注意する必要がある。 歯科円材洋守

ガ ー ゼ ＼ ワックス，石菅等について少数で‘はあるが薬務部よ

検体1は少数であったがいづRれも紡織よく漂白も良好 川室付になったものについて試験したがいずれも良好

で14種中不適品は 1種も認められなかった。 な成績であった。

注射筒 玩具

本年試験した 197種についてみるに不適品は約30対 玩具の検査の対象となるものは食品衛生法に規定さ

で，不適になった理由の大部分はl耐熱耐寒試験と目盛 れたもので試験は食品衛生訊験法によって行ってい

誤差である。 る。

注射 針 おもちゃのうちには塩基性色素を溶出するものや，

国家検査基準が出来てから 3年を経で漸次改良され 有害性金属を溶出するものが僅かではあるが発見され

てぎた。 90件の調査したもののうち，不良品は5%程 る。

度で材質の選択や加工技術も進歩したものと考へれら 以上は当課に於いて取扱う業務とその試験結果であ

る。 るが上述の試験品目中には向改善を要する点が多々あ

衛生用ゴム製品 るのである。

主なものはコンド戸ムで薬務部より迭付になったも
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業 務成績年報昭和27年 1月～12月 化学試験部 医薬品第こ課

杵ー
取 扱 ｛牛 数 試 験 検 査 件 数

種 政 調 指 そ 理 学 試 験 イじ 学 試 験 栽 培 試 験

数 去 査 導
計

感 J性 i 鏡 l恒 京電

原素分析

抽 蒸 二巳 炉疋L円ミ台 k疋品ー・‘ 友 誘 播 ＃民立 採 調 標 計；の
試 研 相 キ 導

日目 験 止Y升し『信 ヨロ火火 イ也 尻且ζL 状 検 数 度 出 溜 ス 性 量 分 体 種 理 取 製 本

生生

量成国民方医薬試品集警分
19 47 7 3 一 9 56 一 381 417 211 10 29 一 一 一 一 一 1,6ラ＜）

葵薬裳r 

1,096 2 89 1, 187 1, 7 ' 461 98 67 676 73 48 335 8 16 一 一 一 一 ラ，ラ10
4 188 41 233 3 ,940 286 1,269 176 10 2,A~~ 2, 102 1 5,09-3 397 74 365 一 一 一 一iラ，660-i

及剤
43 43 56 9 26 84 一 一 一 226 

ハ凶吋〉

製震
有隣生無 機機薬器 薬薬製製 剤剤品品

72 一 151 20 243 194 388 一 280 80 634 499 241 31 290 323 - 492 一 一 ， 
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薬

家医 象庭薬問統 計薬薬イ用由

一 一 395 35 一 430 3 3 ー 一 一 一 3 一 一 3 一 一 一 2011,242 33 9g 77 1,482 
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そ

公 草真物本ラロ定チyの撮栽採ン蒐中定集集書培影学他量

一 一 157 一 一 157 41 113 35 39 24 104 11ラ 一 18 23 一 一 607 
サフ

薬重見

一 一 2 ー 一 2 一 一 一 688 240 60 一 一 一2，ラ71

一 一 2 8 ー 10 一 一 一

寸

15 30 6 4 - 5う
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業 務 成 績 年 報 昭和勾年 1月～10月 化学検査部 衛生用品課

＼ 取扱件数 試 験 検 査 件 数
、 件

｜そ h

種
依 ；選 調 感覚試験 物理学的試験 化 学 的 試 験

数
外 臭 表 光試 能試 比 P.I王． j容試 熔試1凝試 基試 l枕試染試｜枇霊 そ無 有 定試 動細

学 試 素金の機 機 物：
の l計｜

別

＼ 頼 観 味 刀之 的験 力験 重｜験 解験 高官験国験 色験 酸験i色験及麗他物 物 量験 及験 イ也
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- 2 2 2 2 - 8 ー 4 8 - 一 4 - 4 - 32 
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第四章調査研究事項

東京都内の鼠より分離ぜる

Salmonella及び Shigellaに就、瓦て

細声合部微生物課遠野喜正夫

松井清治

依田三郎

斎藤雅雄

緒 言

数年来，赤痢患者の発生は都内は勿論全国的に頼し

い数にのぼり，叉昨年は都内各所において食中毒の続

発を見て来た。 之等流行の原因に就いては，各方面か

らの調査研究の協力に待たねば早急に解決されない問

題である。 公衆衛生の発展上，人間と動物との聞の疾

患の連鎖について知る事はif読めて重要な事であり，浜

松のグノレトネル氏腸炎菌による食物中毒を顕著な例と

し，その他にも食中毒原因菌が屡々動物から分離され

ている事から，この点は各方面で充分認識されて来た。

米国に於ては Salth& Krumwiede1）くl924）の警告以

来，食中毒原因菌の介入者として家鼠は注目をあびる

に至った。 K.F. Meyer均等が c1927）サンフラン

シスコ市で捕獲した家鼠775匹について調べた結果，

Salmonellaの検出率は6.2%を示した。比較的新しい

文献から，動物よりの Salmonella,Shigellaの分離状

況を見ると，Varea3＞く1951）等はメキシコ市に於て100

頭の犬の検便から， Salmonella9%, Shigella 2 %を

検出し，叉 Adlerめ等は検疫所に繋留中の 295頭の犬

の検便により， Salmo:i.ella13.3%を検出，叉 Ball0>

等はロサンゼルス・ホノルノレ地方の 300頭の犬の検便

から， Salmonella5. 66%，叉猫から 2%の検出率を

出した。国内では入国博士6)11）く昭和12年〉が都内の

1,075匹の鼠の Salmonella保菌状況を調査， ラ匹

く0.4%）の検出率を出され，叉広木博士 7）等は昭和

24年から2ラ年に豆る6ヶ月間，鹿児島市及び近接地で捕

獲した家鼠1,332匹から Salmonellaを検出したもの

21匹く1.57%）であった。食物中毒の実態を明にするた

めに，都内の鼠に存する Salmonellaの分布状態及び

その菌型の実状の調査研究を行うため当所細菌部では

三河島分室の協力により昭和26年11月から昭和27年10

月に至る約一年間，都内の捕鼠i,028匹について調査し

た結果について報告する＠

材料並びに方法

当所三、河島分室に議付された，東京地区に於て捕獲

した鼠〈捕獲時殺〉について，その各臓器及び尿を直

接 SS寒天， B.T.B.乳糖加害天に塗抹培養すると共

に，一部はカウフマン培地に増菌後，前記各培地に分

離培養した。分離菌は先づ T.S.I.により乳糖，震糖

の分解能， H2Sの産生，葡萄糖よりの瓦斯産生の有無，

及びインド｛ル反応，ウレプ｛ぜ等について検L,

Salmonellaに該当した性状を有するものについては

更に詳細な性状検査を行い，免疫学的に抗原構造を調

べて菌型を決定した。

成 績

I）捕鼠の種別，性別と検出率について

第 1表捕鼠の種別
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第 1表に示す如く 1,028匹の捕鼠の種別は，クマネズ＼

ミ15匹 c1.4%），エヂフoトネズミ 104匹（10.2%），ク

ロドブPネズミ65匹（6.3%), Fプネズミ844~82.1%〕

でドプネズミが式部分を占めた。而して Salmonella

菌麗の検出卒について見ると，第2表に見る如く，ドプ

ネズミ 19(2.3%），ク t'.i，ドブネズミ2℃3:1%）であり・

その他Iの鼠候からは検出されなかった。 1 .. 028匹中分

離された Salmonella菌株は21株く2.04%）であり，他

じ赤痢菌属が 1株分離された。

上記保菌i誌の性別は013，♀ 9であり保菌と性別と

の聞に特別の関係は考えられない様である。

［）培養から見た検出率の差について

第2表巳示す如く分離数から見ると直接培養3株

(13.64%），増菌培養くカウフマン培地→ SS寒天〉

19株く86.3%）であって，後者からの検出l率が圧倒的

に高かった。

第3表 Salmonella及び Shigellaを分離した臓器
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］［）各種臓器の菌検出状泊

第 3表に示す如く，軍独臓器からのみ分離された例

数は，腸6，肝5，牌4＇腎 i，尿 lの／I聞で，腸から

分離されたものが多かった。各臓器に共通して同時に

分離された例は，肝並びに牌から 2例，肝並びに腸か

ら1f§IJ，牌，腸及び尿から2伊I］であり，之等の各.：1＼.器

を車独の・臓器に加えて計算すると腸管9 (40.91%), 

肝す8 (36.36%），牌烹8(36.36%），腎臓 l(4.55 

%），尿.3 (13.64ヲので腸管から梢多く分離された。

IV)月別（季節的〉検出状況

例数が少いのであるが，分離菌数を月別に見ると26

年11月，日／100c分母：剖検培養を行った捕鼠数，分子

は検出数を示すう， 12月 i175,27年1月 2/1001 2月ソ100,

3月 5/i'.JO, 4月日Ig5, 5月。f601 6月 0/so, 7月 1/60, 

8月（休止）， 9月 1/10, 10月 2I100；であり， 2月，

3月は4%から5%の検出率を示した。

V)分離菌の性状に就いて

i）生物学的性状

分fij~菌は何れもグラム陰性であり， No.336.lj、外のも

のは運動あり，乳糖，震糖を分解せず，インド戸Jレこ一〉

ウレブ戸ゼ仁一〉，ガスく十〉であり， H2S産生は

No.255, No.391, No.458, :No.53町、及び No.336に

於ては陰性であったがその他の菌株では総て陽性であ

った。含水炭素分解能の詳細に関しては，第2表を参

照され度い。

ii）免疫学的性状

Salmonella及び ShigellaO血清，及びH血清，因

子血清を用いて，分離菌株の抗原構造について調べた

結果は第2表に示したJ 捕鼠154,202, 204, 396, 407, 

480, 503, 549, 568, 582, 678, 682, 683, 883, 922, 

997の 16株は O凝集反応により， JX>XII抗原に対し

320×～1,280×の援集価を示し，叉H凝集反応の結果

g.m.に6,400×の擬集反応を示し，その抗原構造は]X.

.X[: g.m.…で表はされ， 上記生物学的性状と共に

Salmonella D群の S.enteritidisと一致した。捕鼠

255, 458の2株は0凝集価は I. n:：に対し320～640

×， H焼集価はaに対し，何れも 10,240×以上を示L,

その抗原構造は I. n:, : a，…で SalmonellaA群の

S.para:Aと一致した0,997は0凝集価としてp IV. V 

：に640x,H凝集価としてい 10,240×以上， 1,2, : 

400×でB群の s.typhi-1主rnriumと一致していた。 391

及び530の2株は0凝集価として S.poonaくXIlI . x "X[, 

Z… 1,6…〉の O血清に320～ 1,280×を示したが，

扱牧試験の結果から判断すると，各々のO血清から完

全に抗体を政牧出来ない；点，叉H抗原の異なる点，生物

学的性状を異にする点等よりその菌型は借未詐である。

( 42) 



336は赤痢因子血清との凝集反応の結果II: 7 (8.9）及

び n:'4, 7く8.めなる抗原構造を有L,Sh. flexneri 2b 

と合致する事が判明した。 以上で分離菌の菌型は

S.para.A: 2, S. enteritidis : 16, S. typhi-murium : 1 

及び Sh.flexneri 2b : i', と未詳2であった。

VI)分離菌のクロロマイセチン並びにストレプトマ

イシンに対する抵抗性に就いて

分離22菌株について薬剤抵抗性判定法に準拠して

Chloromycetin( Ch.m. ), StreptomycinくS

を測定した結果i土第4表に示した。 Ch.m.及びS.M.

に対する抵抗性は Salmonella総体が赤痢菌麗より高

く，叉分離Salmonella菌麗のうちでは P.R.Edwards 

等8）の報告と略一致して S. para. A, S .enteritidisで

，ほCh~m：・.， S.M.に対ずる感受性は前者に対し 6.25～12

γ／cc，後者に対iしては S.para.A は 1.563～3.125

γ／cc, S .enteritidis，は 1.563～12.5γ／ccで大部は

6.25γ／ccであった。 S.typW-muriumでは Ch.m.に対

し 12.勾／cc,S.M.に対し 12.5γ／ccで幾分抵抗牲が見

られた。 S~enteritidis 及び未詳の各1 株l主Ch.m.及ひ
、

S. 

で、は Ch.m；に対し 3.125γ／cc,S.M.に対しiてl主0.781

γ／cc （最高発育濃度〉であつたο

第 4表 分離菌株の抵抗性く最高発育濃度I乙て示す〉

菌
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考 案

八田博士等6）の検出卒に対し，苦々の検出率がかなり

高かったのは，SS四寒天の発見にどる培地の一大変革が

’なされたのが主な原因と考えられる。叉広木博士等 7)

の検出翠と吾々の間には大した差はないのに反し，前

者ではS.derbyが21株中15株を占め， S.enteritidisは

僅か2株に過ぎなかったのに，苦々の場合S.enteritidis 

が21株中16株を占めたのは地域差によるものか興味深

い。叉臓器からの Salmonella検出例においても，広

木等は牌臓が大部弐いで腎尿からかなりの例数を出し

ているのに，肝臓からはi例も出していないし， K.F.

Meyer等2）も牌糠からかなり検出しているが，苦々の

場合は腸， 肝臓から大宮＼＼の検出を見ている。 今回

Shigellaが 1株検出された。腸管伝染病の伝播者とし

ての鼠については，既に緒方博士等白）も注目したとこ

文 献

ろであるが，鼠から実際に赤痢菌が検出されたのは栂

めて少く，内地では堀等の報告 12）と我々の今回の報

告位のものであらう。柴田氏等附によれば，実験的

には鼠は月余に豆って腸管内に赤痢商を保有し得るこ

とが実証されている事から考えても，防疫上一応考慮

されねばならね問題であろう。

主士 告主
旬、ιa ロζ.

昭和26年11月～27年10月に東京都内で捕獲された

1,028匹の鼠の各臓器を培養し，21匹から Salmonellaを，

l匹から Shigellaを分離した。鼠の種別及び蹄器別

検出卒の比較を試み，分離菌の性状及び菌型について

も述べた。

本調査研究は文部省科学研究費の援助が与えられた。
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第 2 表 捕鼠より分離Lt.こ Salmonella及び ShigeUaの生物学的並びに免疫学的性状
冨

捕 島ミ 分離菌 Bitter 

; ロ

Simmons 
凝 集 イ西 菌

~ J j j匂－ 3甘H 2τAゴ3古材 ー3担 3芭ω ！‘ ~古t i 己 ~ 百 J 一日 i 同ω j 自 1 ー i~l~~~~ j函2白ヲ吉5 己L同I ！国百－勺8コ！ヨa、2i No 番号 月 目 場所 性別種類捻出部位 培養 。 E王
型

154 1951 11 7 中央区 ブl肝牌 i曽菌 ー ／ ＠ ＋ ＠ 一 一 ＋ ＋ ＋ ー ＋ ＋一一 十十十一一一一一十一十一｜＋＋＋＋ 6,400 S.enteritidis 合 ＋ 十1 +1十1 十i IX. XII 64 g.m. 

2 202 II ！？ 'j? クロ下ブ 町二 II -1ffi+ E8 一一十＋十一十十一一 十十十一一一一一十一十一 十＋十十 十 +1  +1 十1 十i IX. XII 1. 2s g.m. 6,400 II 

3 204 11.28 II 0 ブ 日午 !! 一／＠＋⑦一一十 ＋ 十一 十十一一 十 ＋ 十一一 一一一十一十一 十十＋＋ 十 十1 十1-h +1  rx.xrr 640 g.m. 6,400 !! 

4 2551 12.12 墨田区 平 ／／ 腎 ！？ ー／＠ー＠一一 ＋十十一＋一一一十 十 ＋ 一 一 一 一 一 ＋ - .一一 一 一 士一 ＋ 一一士2 一 I • IT 640 a，… 10,240 S.para. A 

5 391 1952 1.30 港区 0 II 腸 ／／ 一 ／＠－＠一一＋十一一＋＋一 －＋十＋一一一一一＋ 一一 一 十一＋土 十 -h一＋i 十z;<Il. XXII 1, 2so ・・・．．． オミ 詳

6 396 2. 7 中央区 δ fl 肝 II ー／＠十＠一一ート十十 －＋十一一十十十一一一一 一十一十円 ＋＋十十 ＋ 十1 -h －ト1 十1 lX.盟 320 g.m. 6,400 S.enteritidis 

7 407 グ｜墨田区 平 II 日号 直接 ー／④＋＠－ 一十十十 一十十一一千十十一 一一一一＋一＋－ 十 十 十 十 十 十1 十2 十1 +1  lX. XII 320 g.m. 6,400 II 

8 458 2.20 ！？ δ ／／ 腸 増菌 ー／＠－＠一一＋＋＋ 一十一一一＋十十一一一一一十 一十一 一 一 一 一 ート 一一士3 一 I. IT. 320a 10,240 S.paria. A 

9 480 2.27 中央区 0 II 目理 II -1EB十＠一一十一ト＋一十十一一十十 -l 」 ーー 一一 一一＋－＋一 十十十十 ＋ +i 十1 十1 +i  IX. XII 640 g.m. 6,400 S.enteritidis 

10 3. 5 II 平 ！！ H干 II ー／＠＋＠一一＋＋＋ －十十一 －＋十十一 一一一 一十一十一 十＋＋＋ ＋ +i  +i 十1 +1  IX. XII 640 g.m. 6.400 II 

11 530 3.20 II II 鴎 II ー／EB一 ＠ 一 一 十＋一一十十一一＋＋＋ 一一一一十一十一 士一＋土 ＋ 十1 一十1 一 XllI. X XII 320 ・－－－－－ 未 詳

12 549 !! 

" II i肝牌 ／／ ー／＠＋＠一一十＋十 一十十一一十十＋一一一一 －＋一＋一 ＋十十＋ 十 -h十1 +i  +2  JX. ]I 640 g.m. 6,400 S. enteritidis 

13 568 3.26 江東区 δ II ｜肝 ／／ -;EH十＠一一 キ十＋ー十十一 －＋十十一一 一一＋一＋－ 十十＋十 十 十1 + 2  +1 十2 IX. ]I 640 g.m. 6,400 II 

14 582! ]] 中央区 δ ／／ 肝 II ー／＠十＠－ 一 十 ＋ ＋ 一 ＋ 十 一 一十＋十一一一 一一＋一＋ー 十十十＋ ＋ +i  +1  +i 十1 IX・ XII 640 g.m. 6,400 II 

15 6判 4.23 II δ クロドプ 尿 グドト；：・ E9 ー十＋十 ト十 4 十 ＋ 一 一 ＋ー十一 十十十十 ＋ 十1 十1 －ト1 十1 IX. XII 320 g.m. 6,400 II 
嘩

16 6821 II fl δ ド プi尿腸牌 グ ＋＠一一十十十一十十一一＋十十一一一一一十一十一 十十十十 十 十1 +3  -h十1 IX. ]I 320 g.m. 6,400 II 

17 683 fl ／／ 平 II 尿腸牌 " ー／＠十＠一一十＋十一＋十一一 ＋ 十 ＋ 一 一 一一一十一十一 十＋十＋ ＋ -h十1 十1 ：...卜1 IX. XII 320 g.m. 6,400 fl 

18 
部31 7.16 II 0 " 時』 直接 一／＠十＠一一 十＋＋－＋十一一＋十＋ー 一一一 一＋ー十一 十十十十 十 +i 十1 +i 十1 IX.~畳 640 g.m. 6,400 fl 

19 5'22 9.25 江東区 δ !! 目卑 増菌 ー／＠＋＠一 一十＋十 一十十一 一十十十一 一一一 一十一＋一 ＋＋十十 十 +i 十2 十1 十2 IX・ XII 640 1g.m. 6,400 JJ 

20 986 10. 8 墾田区 ♀ JJ 腸肝 " -lEB+ EB 一一＋＋十＋＋十一一十 ＋ 十 一 一 一 一 一 ＋ ー 十 一 十一十十 ＋ 十3 十2 +i 一 IV. V 640i 10,240 s~ typhi-murium 
1. 2・H 400 

21 977 10.221中 平 !! 牌 JJ 一／＠＋＠一一十十十一＋＋一一＋十十一一一 一一十一＋一 十＋＋十 ＋ 十日十1 +1  +i  :ix:. ]I 320 g.m. 6,400 S. enteritidis 

22 336 1.16 I! δ JJ 腸 直接 一／＋一十 一一十一一一 一一一句ー＋一＋一一一 一一十一一 一 一 一 一 一 一 一一一一 L 4/cく~： ~5 Sh.flexneri 2 b 

’ ー



大腸菌の桔抗現象に就し瓦て

細菌部 徴生物課早
,,, 

武

緒 言

第 1 章 対赤痢菌措抗性大腸菌の分布に就て

1. 拍抗性検査の方法

2. 健康人糞便中の掠抗性大腸菌

3. 快復期赤痢患者糞便中の桔抗性大腸菌

4. 牛及び豚糞便中の措抗性大腸菌

5. 標準大腸菌の措抗作用

6. 大腸菌の発揮する措抗作用の範囲

性）腸内病原菌に対する措抗性

（到大腸菌相互間の措抗作用

7. 小括

第 2 章措抗性大腸菌の性状

1. 生物学的性状

2. 血清学的性状

3. j容血性と壊症性並に毒力

4. 指抗性と諸｛際｛牛

第 3章措抗性大腸菌の赤痢菌検索に及ぼす影響

1. 分離寒天平板上に於ける影響

2. 輸送く保存3培地内に於ける態度

第 4 章措抗性大腸菌の動物体内に於ける赤痢菌に対する影響

J. マウス体内に於ける影響

2. 指抗性大腸菌を投与した赤痢患者の排菌状態

第ラ章考 察

第 6章総 括

緒言

近年再び流行の徴を示している赤痢症は，化学療法

剤の進主！？によって一般的にはその治：療効果を上げてい

る如く見えるが，症状を挫折し得ても，赤痢菌の排准は

長期間に及んで感染の危険は失われず，叉予防ワクチ

ンは未完成でその発症を防ぐには至っていない。

赤痢症の感染発症の保件としては二つの事が考えら

れる Q一つは赤痢菌側の｛！条件であり，他の一つは感染を

受ける人体側の保件で‘ある。従来は人体側の隙件は余

り考慮に入れられない傾向にあった。苦々は一つの流

行に於て感染の機会が等しいにか Lわらず或る者は標

題、し，或る者は穣思しない事をしばしば経験してい

る。この人体側の候件のーっとして腸内細菌特に大腸

菌の措抗作用を考えなけオUまならないQ 大腸菌の赤痢

菌に対する桔抗作用に関しては1916年Nissle1）によっ

て注意されたが，その後余りかえりみられなかった。

最近になって Gratia2）く1925), Fr吋 ericq3）く1946),

Heatleyめ く1946）等によって， 或る種の大腸菌が

赤痢菌に対して強い措抗作用を有すること泊等R告さ

れ，その作用物質に Gratia及び Fredericqくl947は

Colic inと命名したa その後 Halbert6>7〕品川）10）は措抗

性大腸菌と赤痢症の感染との関係を論じ，指抗作用を

呈する物質が invitroのみならず、 h vivoによって

も産生されることを証明した。赤痢症の感染発症には

斯くして腸内細菌叢が何等かの影響を与える可能性が

あることは想像される。私は此の措抗性大腸菌の分布，

試験管内に於ける作用性状，並に人体に対する作用に

関L，一連の研究を試み興味ある知見を得たので報告

する弐第であるq

( 45 ) 



第 1章対赤痢薗措抗性大腸菌の分布に就て 査する。

1 . 桔抗性検査の方法 2 ..健康入糞便中の描抗性大腸菌く表1,2.) 

表面をよく乾燥した肉水窓天主F板上に大腸菌を移殖 健康者 128名に就て，その新鮮糞便を遠藤培地に塗

し， 1へ，2日間37。Cに培養する。その後e同平板をデシ 抹し，翌日生じた大腸菌集落を i名に付7～10株宛計

ケ｛グ｛中にクロロホJレム液小量と共に牧め， 40～ 1, 037 株寺？無作為的に釣~して赤痢I若 (Sh. dys. I 

ιOn 

て37。C に2時間放置して，充分クロロホルムガスを 大Y株〕及びチフス菌 Ty2株に対する措抗性を検査

発散させ九後に，プイヨン18時間培養の赤痢菌その他 した。叉健康者11名に就て， 7～14日間，毎排便毎に

の各種菌液を噴霧して 37。Cに培養LP 翌日大腸菌集 指抗性大腸菌の出現を同様の方法で検査しf.::.0

落周囲に生ずる阻止帯巾を計測して拍抗性の有無を検 健康者で4種の病原菌の何れかに措抗性を有するも

表 1. 括抗性大腸菌の出現率

日－ ~II 1 '":" ~ －州問時副一一II；~~；1*"' I frVi夏i一一
色五r_-1~J二三－－~·6% J［~－1ケィ｜ 三i三！？ヲー
赤痢快復期 1 I I II 以 413 I 42 I 10.2% I 16 I 6 I 37. 5% トー一一一一｜ ｜ 
患 者｜ I I 1※従 226 I o 1一一一一一

午 l 150 I 7 I II 150 I 7 I 4. 7労

_w j Mo j ~~ j _ _II_ __ 140 j一一土J_11~5% 
標準大~'1~1 I I II 112 ・1 43 I 38.6% 

※……Escherichia Coli 

※※…Aerobacter aerogenes 

⑥……Kauffmannによる

表 2. 健康者結抗性大腸菌の出現状態

~~~－－－1 I I-2 I 3 TペタトI71 8 I-9 I JO I JI I 12113 1 14 

奥田 13!_,__!__j_:_l~l_/_l_/_J__J_j＿／一一一一一
小泉 38才 Io I o 卜 o I o I o I 10 o I o I o 

一一 チド 10才

谷中田 22才

Ill 田 32才

本多 ill 38才

Ill ー下 52才

田 島 30才

ヂド 主 12才

o Io l"o Io I 1 I 7 Io Io Io Io 

o I I I I I 2 I o I 6 

4 0101011111013  。
nu 

9 8 I 9 

9 I I 9 10 I 10 

。 O I 4 I o 。 o I o I o 

o I o I o I O I O I o I o I o I 2 I o I o I o I・ o I I 

：~1計~hH千円-tei+I工i~1w1~1~ ・1--



の52名。0.6%ヲ237株（22.8ヲめを認めだ。 230株は

赤痢菌 Sh.dys.I, Sh. flex 2.に対して桔抗性を有

L, 7株は更に赤痢菌 ・sh.flex. 6 と腸チフス菌に

指抗性を示した3 阻止帯巾は 2mm以上に及ぶもの136

株（13.1%}2mm以下のもの101株（9.7%〕であった。

各個人から分離された菌株に就て検ベて見ると， 10

株中1～3株に桔抗性を認めたものは18名（34.6%),4～ 
7t朱ト二措抗性を認めたものは10名く19.2%), 8～10株に

拍抗性を認めたものは24名く46.2%）であった。

健康者11名についてお日間に亘って検出したお0株

の内，措抗性を有するものは206株（23.9%〕で何れ

の人にも i回以上措抗性大腸菌の出現を認めた。叉拍

抗性大腸菌を連日：糞便中に証明した者は，その内日名

で他の 6名は7～14日間にl～2回突然に出現し，又突

然に消失した。 く表1,2.)

3 .• ，疲穫期赤痢患者糞便中の描抗性大腸菌く表3.)

昭和24年夏立川病院に入院した赤痢患者16名くSh.

flex. 2. 8名， Sh.fex. 3a. 2名， Sh. flex . 1 b . 2名，

Sh. sonnei. 3名ラ菌陰性者 i名〕のI険復期間中，隔

日に糞便を採取して B.T.B.乳糖力日寒天培地に塗抹し

て赤痢菌の検査を行う一方，同平板上に生子、る大腸菌

属と思はれるもの10株宛を釣菌して，各種赤痢菌及び

自己排出赤痢菌に対する拾抗性を検査し，且とれらの

菌を Triple Sugar Iron agar変法培地17），尿素時地

に移殖し更にIMVICsystemを検査して大腸菌積額

そ判別したο16名の患者に就て検査した菌株数は 949

株で，その内訳は E.Coli 413株， A.A~rogenes 226株，

B. Prot~us 243株，その｛UJ,67株であった。この中自己

排出赤痢菌に措抗性を示すものは4名から分離された

36株で，自己排出赤痢菌以外の赤痢菌に措抗性を示す

ものは， 2名（赤痢菌陰性者 1名そ含むヲから分離され

た6林ーであった。とれらの菌株はすべて E.Coliに

麗し被；波大腸菌の10.2%に相当する。措抗性大腸菌の

出現する形式は健康人の場合と大差なく，糞使中に突

然出現して又突然消失したが，この検査期間中に措抗

性菌の出現を認められないものが10名あった。指抗性

菌は多くの場合赤痢菌が陰性となってから検出された

が， l名は赤痢商と同時に検出された2

4. 牛及び豚糞便中の描抗性大腸菌く表 l〕

(11.5%〕が上記菌種の何れかに措抗することがわか

ったa

5. 標準大腸菌の描抗作用

Kauf1‘mannから広木博士に詮られた大腸菌の標準

菌株及び Tfststrair.s 112株に就て， 赤痢標準菌19株

サルモネラ層菌ラ株及び大腸菌0ー1～0-25の標準

菌株に対する措抗性を検査した。〆

0ーl～0-25株標準大腸菌中には10税くO一1~0-2,

0-3, 0-7, 0-9, 0-12, 0-15, 0ー 16,0-22, 

0-24）が又0-26～0ー112のTeststrain中にはお

株計43株 (38.6%〕が被動菌の何れかに対して拍抗性

な認めたJ 而して 0-1～0-25の標準大腸菌は何れ

も112株中の他の何れかの菌株によって措抗作用を受

けることが認められた。

6. 大腸菌の発揮する描抗作用の範圏

(!) 腸内病原菌に対する指抗性

前記の方法により健康者より分離した措抗性大腸菌

43株に就て標準赤痢菌株9 サJし毛ネラ，コレラ菌，葡萄

球菌に対する措抗性を検査したく表4〕。その成績は

同一人より分離されたものは腸内病原菌の各々に対し

て同ーの作用態度を示すが，各個人別に之を見るとそ

の措抗性に少し差がある。指抗作用は赤痢菌の何れか

の型に作用するものが多い。或る種のサJレモネラに対

して作用するものも認められたがp コレラ菌，葡萄球

菌に対して措抗性を示したものは見られなかった3

赤痢患者及び牛及び豚より分離した指抗性大腸菌も，

健康者より分離したものと略同様の成総を示したa 又

赤痢患者より得た桔抗性大腸菌はその多くが自己排出

赤痢菌に対しても括抗性を発揮した。

指抗性大腸菌No・104株を7株のチフス菌に作用させ

ると， S.typhi Ty 2, S. typhi Vi 1 ~~対しては強く
拍抗作用を示すが， S.typhi H901w, S. typhi 0901w, 

S. typhi Watson, S. typhi 6 S, S. typhi R2 rough 

に対しては痕跡程度か又は｜昏｜生であった3

叉措抗性大腸菌 5株くNo.ラ2,No. 88, No. 10ラ，

No.114，土方No.12〕を保存菌株の Sh.fonnei渡枝株

と，新分離 Sh.sonnei 9株に作用させると， 土方

No.12株はすべての Sh.sonneiに拍抗作用を示した

が他の大腸菌は菌株によって拍抗作用を発揮するもの

動物の大腸菌の措抗性を検査する為に牛 150頭から としないものが見られた。 Sh.flex. 2a及び 2bの保

分離した150株，豚 140頭から分離した 140株に就て， 存標準菌株及び新分離菌を用いても同様の結果が認め

Sh. flex. 2a, Sh. flex. 3a，腸チフス菌 Ty2株及び られた。

保存標準大腸菌株 0-7司O-14，株に対する桔抗性を く2）大腸菌相互間の拍抗作用

検査した。牛由来株は7株（4.7%），豚由来株 16株 拍抗性大腸菌を排世している健康人H名から i名に

く47) 



っき10株宛採尿して得られた大腸菌相互間の拾抗作用 52名く40,696），検査した菌株 1,039株中22:9% (239 

と＇ 20代以上接代している保存大腸菌7株くE. Coli 株〉に措抗性が認められた。

6株， A.aeroge悶 s 1；株〉に対する措抗作用を検査 赤痢快復期患者では16名中 6 名く37~ ラ%）に，牛に

Lた。 於ては 150頭中 7頭（4.6%）に，豚に於ては 140頭中

11名各人10株宛計110株の大腸菌の中，保存大腸菌 16頭く11.ラ%）.に桔抗性大腸菌が認められた。又

E; Coli 6株の何れかに措抗性を有するものはその中 Kauffmannから送付された112株の大腸菌の中にもの

の44株で，同一人から分離された大腸菌相互間に指抗 株く38.6%）の拾抗性大腸菌が認、められた。

性を発揮するものはF名 14株であったQ A. aerogenes 大腸菌には赤痢菌と共に，サルモネラ，大腸菌に対

は措抗性を有するものはなかった。同一人の大腸菌相 して桔抗性を示すものが認められる。斯様な措抗性大

互の聞で：措抗性を発揮するものは，その形成する阻止 腸菌と雄も他の或る大腸菌からは，拍抗作用を受ける

帯は 2mm以下であったが，その措抗性は同一生物学 く被働性〉もので全くの不関株ιいうものは認められ

的性状を示す大腸菌相互間では認、められず，異なる性 ない。

状を示す大腸菌に対してのみ認められた。 叉これらの犬腸菌は比較的短時日の観察中に何人に

7. 小 括 ' も認め得られるが，個人によって保有状態は異ってお

健康者 128名中指抗性大腸菌を排出しているものは れ或る時期には多くの措抗性大腸菌を続けて排世L.,

~ 
赤痢菌及び桔抗性大腸菌検査成績

1 1 2 J 3 I 4 1 5 1 6 1 7 I s I 9 ¥ 10 ¥ 11 f 12 ¥ 13 ¥ 14 f 15 f 

¥ Sh.flex.2b. J 掛（0)十件（0) 一（0) 俳（0)十件（Q) 死亡

Sh.flex.3a. 柑（O; 時（0) 一（0) 一（0)

• Sh.flex.2b. 一（0）一（0)件（0) 一（7) 一（0) 一（0)

• Sh.f1ex.2b. 十件（9) 十H-(0) 相（0) 一（0) 一（0) 一（O;

一
Sh.flex.2b. 十件（0) 十件（0)十件’0)時（0) 十社（0) 十件（0) 」（0) 一（0)

一
Sh.sonnei 十件（O) 一（0)一（0) _:(O) 一（0) 一（0)

一 一 一ー
Sh.flex.2b. 一（0) 時（0) 十十（O; 一（0,

一Sh.flex.2b. 十件（0)一(1) 一（3) 一（0) 一（O;

一
Sh.sonnei 掛（0)一（O;一（2) 一（8) 一（0)

• Sh.sonnei 十件（0)一（0) 一（2) 一（0) 一（2) 一（6)

一 一
菌くー〉 一（2)一（0) 一（0) 一（0)

一 一
Sh.flex. 2b. 制（0) 一（0)一（0)十！＋ρノ一（0) 一（O~

一 一 一一
Sh.flex. lb. 十件（0)一（0)什（0)一（0)-(0) 一（0)

一 一－
Sh.flex.2b. +t十（0)十時（0)十時（0)一（0)一（0)一（0)一（0) 十（0) 一co:

一 一 一
Sh.flex. l.b. 神（0)十時（0)一（0)一（0)一（0)

Sh.flex.2b. 品（0) 十時（0)十件（0)件（0) 十件（0)一（0) 一（0) 一（0) 一（0)

鈴

増

表 3. 赤痢＇I＇涙復期患者の措抗性大腸菌の出現状態

一
一

ゴ」
1一

一（0

一（0)

く註〉 叫，＋ト，＋・・・ s・－赤野ij菌陽性の程度（ ）内数字は大腸菌10株中の措抗性菌株数を示す．

※H ・H ・分離措抗性大腸菌は自己排出赤痢菌陽性に桔抗する．

く48) 



表 s~ r措抗性大腸菌の性肢由般

トu
状＼＼

健 康 赤痢患者者

Glucose 

NO. NO. NO. NO. NO. NO. NO. NO. NO. NO. NO. NO. NO. NO. NO. NO. NO. NO. NO. NO. NQ I和阿土大根横
’｜田川方島本沢

1 4 ラ 9 11 23 35 43 50ラ152ラ963 74 87 88 103 104 10ラ 114119 11 I 1 9 3 4 

Mannitol 

Dulcitol 

Sorbitol 
糖

Inositol 

類 Maltos~

Arabinose 
分

Rhamnose 

fq平Xylose

Dextrin 

能
Adonitol 

Laevulose 

Saccharose 

十＋＋＋十＋＋十十十十十十＋一＋＋十十＋＋十｜十十十十十十

一一一一＋一一一一一一一十一一一一一一一一 1一一一一一一

Lactose ｜＋十十＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋十一一＋十｜＋＋＋＋十十

Lackmusmolke I十＋十十＋十＋＋十＋＋十十十十十’十十一十＋｜十十十十＋＋

Gas. ｜十 十 十 十 十 十 十 十 十 ＋ 十十十十十十十十十十十｜十十十十十十

Gelatin液化

H2S. l 一 一 一 一 一

運動

メチVン者還元

カグラ｝ぜ

ウレア戸ゼ

溶血性

Indal 

五在.R.

一一一一 一一一一一一士一一一

＋十十十十十十＋＋十十十十＋十＋＋十十十＋｜十十十十＋＋

一一一一一一十一一一一一一一一一一一一｜

十＋十＋＋＋十十＋十十一十十＋十十十十十＋｜＋＋＋＋＋十

十 十 十 ＋ 十 十 十 十 十 十 十十十十十十十十十十十｜＋十十十十十

V.P. 1 一 一 一 一 一 一 一 一

Citrate l 一一一一一

血清学的分類
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或る時期には消失ナる。

新分離の亦痢菌株は保存株よりも指抗作用に対する

感性が弱い。然し乍ら措抗性大腸菌の作用は，被（動菌

が同一菌株でも， 菌株が異なれば作用の現iまれない

く不関性〉場合もある。

同一菌株に対する措抗作用は概して一定であり， 2 

～3年の保存中にもその作用は変化なく，例えその大

腹菌がS型からR型になっても指抗性には変化は余り

認められない。

第 2章描抗性大腸菌の性状

1. 生物学的性朕く表ラヲ

健康者より分離したの株の拍抗性大腸菌に就て，そ

の生物学的性状を調べた。その性状は表5に一括して

示しておいた。何れも Escherichia Coliに属するグ

ラム陰性短梓菌であるが， 非措抗性I賓との特月｜！の差

異は認められない。赤痢患者，牛，豚より分離した措

抗性大腸菌も標準大腸菌中の措抗性菌も略同様の成績

であった0

2. 血清学的性肢く表5〕

前述の健康者，患者より分離した27名よりの27株の

措間企大腸菌に就て Kauffmannの表に従い0－抗元

の分績を行った。 0-group1～2ラの標準大腸菌の家

！兎免疫血清に分離菌27株の 120°c2時間半加熱菌液を

用いて説集反応を行い，とれに該当しない場合はその

家兎免疫血清に 0-26r-..1112 のTeststrain 87株の

120°c 2時間半加熱菌液を用いて凝集反応を行った。

27株の分離大腸菌の中 0-'""""groupl～2ラの標準大

腸菌の O抗元と一致するもの 11株ぴ0.7%ヲ， o~

26～112 Test strainのO抗元と一致するもの 9採，こ

れらのO抗元に属さないもの7株であった。而して之

等20株の措抗性大腸菌に抗原くO〕的に一致する標準

菌株の内掠抗性を示ずものは8株で，指抗性を示きぬ

ものが12株あっ子こ。即ち抗原性と捻抗性は必ずしも一

致Lない。指抗性大腸菌と非措抗性大腸菌が同時に認

められた 3名の赤痢患者く大島，土方，和国〕の便を

平板に培養して，各人に付10～15株をとり，その生物

学的性状と血清学的性状を調べると，同一人の措抗性

菌と非拾抗性菌は？その生物学的性状は大差を認めな

いが令血清学的には措抗性大腸菌と非拍抗性大腸菌と

は別の群に属していた。然し掠抗性を有する同一入か

ちの菌株は血清学的に同じ O~group に麗し，同一人

から出た非拍抗性菌株は何れも同じ O-groupに麗す

ることがわかった。

.3 •. ・溶血性と壌痘性並に毒力

大腸菌の病原性t乙付てi土諸種の議論があるが，その

溶血性と壊痕性は一つの資料になると考えられるので，

分離した措抗性大腸菌49株仁人系26株，牛系 7株，豚

来16株〉に就て，新鮮馬血液寒天に移殖して溶血性を，

叉家主Eにブイヨン4時間培養菌0.leeを皮内接種を行

って壌；直性を検査したが，人系 1；株くNo.5oーめが溶

血性及び壊症性を示したのみで他の菌株にはみられな

かった3

桔抗性大腸菌ラ株く0-24,No.日2，大島No.9，豚No・

3，豚No・135γを廿日鼠，海保腹腔内接種しても毒力を

認めず＼叉経口的にはマウスに20～30mg，海保には100

～300mgを投与しても発症又は致死せしめ得なかった。

4. 話抗作用と諸11＇集件

措抗性大腸菌を22°Cに培養する場合と 37。Cに培養

した場合を比較すると， 37°Gの方が措抗作用が強く，

堵養日数から見ると 4日迄は漸時増強ずる。又寒天平

板上に一旦発育した大腸菌をグロロホルムガスで殺菌

後，室温く10。Crvl5℃〉に放置しても 3日目迄は阻

止帯は拡大する。これは大腸菌によって産生された抗

生物質が寒天内で拡散するためと思われる。指抗性大

腸菌7株を使用し，培養環境を茨酸ガスで置換した場

合と，ヰ量を茨酸ガスで置換した場合の赤痢菌に対す

る阻止帯産生を比較すると，半量置換した場合は好気

性！の場合と差異は認められず，嫌気性にした場合は桔

抗性を全く失う大腸菌株くNo.11,No.114，土方No.

12〕と殆ど変化を示さない大腸菌株くNo.52, No. 88, 

No.10ラ，根本No.9）とが見られた。

桔抗性大腸菌4株（No.52, No. 88, No. 104, No. 

105）を周ぃ，普通プイヨン又は緩衝液を加えたブイヨ

ン内に赤痢菌と等量混入して 37。Cに培養し，逐日 B.

T.B.乳糖加寒天平板に塗抹培養して見ると No.ラ2と

No.88は2日目で大腸菌のみで赤痢菌は検出されな

くなったが，他の2株は赤痢菌に桔抗性を発揮しなか

った3 又緩衝液を加えたブイヨンに，之等の桔抗性菌

株を6日間 37。Cで培養したものをトルオ｛ルで殺菌

し，寒天を混和したものに赤痢菌を培養しても発育を

阻止されなかった3

桔抗性発揮に特別な栄養素を必要とするか否かを見

る為めに，種々の合成培地平板く表6参照） J::Jこ於て

拍抗性大腸菌9株くNo.ラ2,No. 88, No. 105，大島No.

9, C-3, Cー7, C-9, Cー1ラ， C-24うの赤痢菌Sh.

fiex.2a,Sh.fiex.3a,Sh.fiex.5叉は標準大腸菌 Cー14,

C-18, C-19, C-20に対する措抗性を検査した。

ニコチン酸アミド，カゼイン水解アミノ酸を加えた・合
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成培地（赤痢菌も発育する〉では桔抗性に変化はない。

又最も簡車む 茨素源とじて NaHC03 を用いた合

成培地に於ても大腸菌に対する桔抗性は失わflない。
S.S.培地に桔抗性大腸菌を発育させると，且その措

抗性は減弱するか消失することがわかった。 そこで

肉汁寒天培地に午胆汁末，酷酸コレイン酸ソーダ，

可能であるが，捨抗性大腸菌と混じた赤痢菌はラ枚中

l～2枚に検出可能であるか陰性となる。

即ち赤痢菌の菌量の少い時には特に桔抗性大腸菌は

赤痢菌の検出を阻害する。

2. 輸主主〈保存〉培地内に於ける態度

忠者糞便中の赤痢菌を温存輸迭する為，患者糞便を

コ戸Jレ酸ソ｛ダを加えて，桔抗性大腸菌5株を移殖し F 混入するに用いる液体即ち30%グリゼリン食塩水．グ

てその措抗性に及ぼす影響を見ると午胆汁末では リゼリン胆、汁， Eliotの培地11），及び普通ブイヨンに

1%で桔抗作用による阻止帯は減弱L，ラ%以土では 措抗性大腸菌6株と非措抗性大腸菌2株と各赤痢菌を

消失する。酷酸コレイン酸ゾ｛ダは0.1%でも阻止帯

は消失する。コール酸ソーダでは0.5%加えても梢被

弱ずる程度で消失しない。従って S.S.寒天培地を使

用すると桔抗性が被弱又は消失するのは，その中の胆

汁酸塩特に酷酸コレイン酸ソ｛ダの作用に起因すると

考えられる。 く表 7)

腸管内で大腸菌が措抗性を発揮し得るか否かの資料

として，後述の大腸菌を投与した赤痢患者5名の固形

糞便合採取して，等量の4%普通寒天培地を加え，よ

く混和してコツホ釜で40分煮沸し，その上澄液青シヤ

｛レに分注し，措抗性大腸菌 No.ヲ2，大島No.9の2

株を接種して赤痢菌 Sh.flex. 2a, Sh. fle:x. 3aに対

する桔抗性を検査した。この結果糞便を寒天で倍量に

薄めたものでは措抗性は殆ど失はれたがp 更に4倍に

杭釈したものでは時減弱する程度であった。

第 3章描抗性大腸菌の赤痢菌検索に及ぼす議響

1. 分離寒天平板上に於ける罷響

3名の赤痢患者く根本，大島，土方〉からとった桔

抗性大腸菌と非措抗性大腸菌株を i株宛用い，生理的

食塩水で夫々 leelmgの菌浮遊液を作り，之に同一患 ι

者から分離した赤痢菌を leelmg以下 10-5mg超逓

減育i釈してかlえた菌液より，白金耳を使って B.T.B.

乳糖加寒天培地， S.S.寒天堵地に好離培養してその

赤痢菌の発育状態及び検出成績を検討した。

B.T.B.乳糖加寒天培地上では赤痢菌数が大腸菌数

の 1/10起の時は確実に赤痢菌の検出は可能であるがj

11100では困難となり，特に桔抗性大腸菌と混入した場

合は検出が困難な場合が多い。 1/1000以下では赤痢菌は

検出不能となる。大腸菌が措抗性を有する場合に赤

痢菌の集落が大腸菌の集落に接近すると，その集落は

椅めて小さいので見落し易いが，非措抗性の大腸菌と

混在ずる場合は赤痢菌は正常の発育を示す。

赤痢一菌が大腸菌の1/100量の菌液を B.T.B.乳糖加皇室

天苧板ラ枚に塗抹して赤痢菌の検出J成績を検討する

と，非措抗性大腸菌と混じた場合は5枚中4～ラ枚に検出

0.ラmg宛投入して 37°0と27°0に放置両菌の消長を

B.T.B.乳糖加寒天培地上に塗抹して検査した。

その成績は表9に示したように，プイヨン中では非

措抗性大腸菌と混じた赤痢菌は8日目に至るも相当数

に検出され得るが指抗性大腸菌と混じた場合は何れ

の温度でも24～72時間内に赤痢菌は検出されなくなっ

た。但しその内 l株くNo.105）のみは8日目に至るも

赤痢菌の生存を許した。

グリセリン食塩水では， 37。Cになると両菌共激滅

して 3日目には無菌止なるが，27°0では赤痢菌は5～7

日間生存し，大腸菌は措抗性の有無iニ拘らず速かにそ

の数を減ずるので，赤痢菌の検出は容易であり長期間

の保存に耐え得る。グリゼリン胆汁及び Eliotの培地

は大腸菌の発育が旺盛で赤痢菌の検出は B.T.B.乳糖

加寒天培地を用いては困難であった。

第4章括抗性大腸菌の動物体内に於ける赤痢薗に

対する影響

1. マウス体内に於ける影響

実験方法及び成精 ストレプトマイシン 1万車位

を与えて大腸菌が殆ど認められなくなったマウスに，

拍抗性大腸菌 5株くNo.52, No. 74, No. 88, No. 105, 

大島No.9），非措抗性大腸菌 1株くこと方No.2）を 1

日1回 lOmg宛を日日間飲用させたものと，ストレプ

トマイシンを与えたま Lのマウスとに， Sh. flex. 

3a, Sh. flex. 5，を飲用さぜ2時間， 8時間， 12時間

の3回その糞便 11同を採取して生理的塩水 !Occを加

え，細挫振謹混和して 10倍硫釈を行い， • 10-1, 10-2 

稀釈液を i滴 S.S.寒天培地に， 10一九 10-4 和；釈液を

1滴 B.T.B. 乳糖加寒天培地にゴンラ戸ヂ棒で塗抹

して投与赤痢菌の出現を検査した。菌者プマウスに与え

るには弐の方、訟に従った。即ち針先の長い 1/2.注射針

を「く」字に曲げ先端を切離し，ハシダを用いて粟粒

大の球を附着させ， ヤスリで滑かにしたものを 12～

16gマウスの口から入れ損傷を起さないよう注意し乍

ら胃に到達し，所定濃度の菌を 0.5ccに含ませて徐々

く51) 



表 6, 合成培地による大腸菌の詰抗性

培地 1. 培地 2.

Na2HP04 2.ラg

K2HP01 0.35g 

NaCl 5.0g 

MgS04. 7H20 0. lg 

Glucose 1.0g 

Tryptrophan 5mg 

カゼ、イン水解アミノ酸2.0g

エコチン酸 5mg 

V.B1 lOmg 

粉末寒天 1ラ.Og

水 1, OOOcc 

NH1H2PO呈 1.0g

NaHC03 0.ラg

NaCl 5.0g 

MgS04・7H20 0.2g 

K2HPO壬 1.0g

粉末寒天 lラ.Og

水 I,000. cc 

C-14 

培地 1 I 培地 2 I 培地 3

No. 52 3.0 7.0 9.0 

No. 88 5.0 3.0 9.0 

No. 105 6.0 3.0 10.0 

大島 No.9 6•0 8.0 10.0 

C-15 5.0 8.0 8.0 

数字は阻止帯巾を m.m.で示す．

表 7. ＇，胆汁酸 I乙よる大腸菌描抗性の蛮化

培 地 3. （対照1

馬肉汁 1, 000 cc 

ベプトン 10.0g 

NaCl 5.0g 

粉末寒天 15.0g 

Sh. flex. 2a 

培地 1 ｜ 培地 2 ｜ 培地 3

8.0 8.0 

4.0 6.0 

5.0 6.0 

5.0 6.0 

ラ.0 4.0 

、能子＼働＼～株j培手＼～、働～＼却～株～、l Sh. flex. 2a 
肉汁寒天十

牛10胆M末 ｜｜ 牛ラ胆%末 ｜｜ 牛1胆%末 ｜｜ 酷0.コラ9レ6I 酷0.ゴi~ I ゴ~ルラ%酸 D.S.S. 肉汁寒天

No.ラ2 一 ， 一
No. 74 一 一
No. 88 一 一
No. 105 一
大島 No.9 一 一

数字は阻止帯の巾 m.1n.で示す．

阻止帯を生じない．

午胆未……牛胆汁粉末．

酷コレ……酷酸コレイン酸ソ｛ダ

ゴ戸Jレ酸…...コ戸Jレ酸ソ｛ダ

D.S.S.……Difco. S.S.寒天培地

2.0 一 一 3.0 一 6.0 

一 一 1.0 一 3.0 

一 一 一 一 一 3.0 

2.0 一 一 3.0 一 4.0 

1.0 一 一 2.0 一 4.0 

く52') 



に注入した。信使用十るマウスは実験前に屡々検便し

て飲用すべき大腸菌と血清学的にホモロ｛グの菌を排

司止しているものは用いないことにした。

指抗性大腸菌大島 No.9で前処置をして Sh.flex. 

3a仁Z株〕を投与したマウスは8時間後の糞便で16匹

中4匹に赤痢菌陽性のものを認め，同じく No.88株

で前処置をしたマウスば10匹中4匹む赤痢菌が陽性と

なった。然し乍ら非措抗性大腸菌土方No.ス株で前処

置をLたマウスは15匹中11匹に赤痢菌陽性で，無処置

マウスでけ10匹中 10匹に赤痢菌陽性を認、めた。

指抗性大腸菌No.74, No. 52で前処置をしても略同

様の結果を得たがNo.10ラ株で前処置をLたマウスは

10匹中9匹に赤痢菌が陽性となった。平板上では赤痢

菌に措抗性を発揮するが，ブイヨン中で措抗性を示さ

なかったNo.105株はマウス腸管内でも桔抗性を示さ

なかった。

2. 括抗性大腸菌を投与した赤痢患者の排菌肢鵠

実験方法並びにJ成績 指抗性大腸菌大島No.9株，

及び非拍抗性大腸菌土方No.2株を， Eえの各群の赤痢

患者に投与し赤痢菌排出に及ぼす影響を調べた。即ち

抗生物質を投与していない者3 ストレプトマイシジを

筋注した者，ストレプトマイシンを経伺投与した者，

クロロマイセチンを経口投与した者に分け，その各々

に大腸菌をラOOmg宛3日間投与した後， S.S.寒天培

地により赤痢菌の消長を検査す一ると共に， B.T.B.乳

糖加寒天平板上に出現十る大腸菌集落を，毎日 10株に

就て援集反応及び措抗性を検査して，投与大腸菌の排

菌状態を調査した。

之等の成績’は表11に示した如く抗生物質を投与ぜず

に措抗性大腸菌を技与した5例の中， 1例は27日目迄

投与大腸菌を多量に認めたが2例は投与中止後の6日

目で殆ど消失し， 2例は投与菌は殆ど糞便中に出現し

なかった。

ストレプトマイシンを 3日間筋注の後措抗性大腸菌

を投与した7例では， 2例が投与中止後8日日記投与

菌を多量に認めたが＇ 3例は投与中止後は少数菌が時

々出現する程使で， 2例は殆ど糞便中に認め得なかっ

た。叉ストレプトマイシンを経口投与した4例中 2例

は 18日目迄投与菌を多量に認めたがI 2例は殆ど糞便

中に認、め得なかった。

グロロマ千セチンを30～50mg/kg3日間投与した後

に大腸菌を投与した7例では， ラ例が9～26目白迄多

量に排菌L,.1例は9目白迄時々出現する程度で， 1 

例は全く認め得なかった。

非措抗性大腸菌を投与したものに就ても略同様の授

与菌排菌状態を示した。

これらの患者の赤痢菌の排商状態を見ると，指抗性

大腸菌が糞便中に多量に認められる時でも， S.S.寒天

平板上には赤痢菌が多量に出現し， B.T.B.乳糖加寒

天平板土では両者が同時に存在するのが認められた。

叉 l例の保菌者は当初より投与大腸菌大島No.9株と

表 8. 糞便内に於ける大腸菌の措抗性の菱化

K一 一｜｜け~~一一一一働一＼一一＼株一＼ 糞一被~盟便ベ株 依

Sh. flex. 2a 

肉汁寒天十糞便等量
寒肉 汁天

田｜松 波｜中村∞｜中村ω ｜井 ff~ 

No.ラ2 一 一 一 6.0 

大島 No.9 一 一 一 6.0 

一一＼館i一～＼働＼～＼株一＼＼一糞回＼開使軒 目h flex. 3a 
肉汁寒天十糞便等量

依 田｜松 波｜中村ω ！中村（治〉｜井熊寒肉 f天t 

｜－｜－｜一 I - I - I 

大島 No9 I - I - I - I - I - I 

氏名……糞便採取患者名
数字……阻止帯の巾 m.m~
土・....d •• ~阻止帯痕跡程度

c 53 ) 



抗原宥等しくする B.Ooli 0-1に相当十る大腸菌を

排出し3それは該患者よりの分離赤痢菌くSh.flex. 2b.) 

に桔抗するが） 54病日迄赤痢菌と大腸菌が共に存在

した。

之等の成績から考えると，人系の大腸菌でも他の人

の腸管内に定着するということは，大腸菌が桔抗性十

有すると否とに拘らず、困難であり，赤痢症というよう

なT 大腸菌が一見激減するが如く見える僚件の下に於

ても，叉更に抗生物質使用によって腸内細菌を減らし

た株件の下に於ても，多少は投与大腸菌の排出期聞を

延長することが出来るに過ぎないし，大腸菌が排出赤

痢菌に対して措抗性を有していても，腸管内の諸i保件

の下でiむその拾抗性宅？充分発揮し得ないと考える。

第 5章考 察

大腸菌の赤痢菌に対する措抗現象に関しては古くか

ら多数の学者により研究され，之が赤痢の感染色発症防

止に何等かの意義が存する可能性について希望がもた

れている。

大腸菌のある株は3 試験管内で赤痢菌その他の病

原菌に対して措抗性を発揮することは，各研究者によ

って論ぜ：られ，叉本論文の実験でも之幸子明らかにした。

此種大腸菌は健康人でも40%に存ずるし，患者又は快

復期患者等にも認、められ，その分布は棺めて広い範囲

に存ずる。拾抗性を発揮する大腸菌は E.Coiiに属す

るものであったがJ 持抗性のないそれとは生物学的に

も免疫学的にも特別の差異仕認められないし，又膏｜生

も認められない。強抗性大腸菌は試験管内で件明らか

に拍抗作用を示し，赤痢菌の分離培養の際にも悪い影

響を与えている。然し試験管内に於てもその作用を減

弱又は消失させることの出来る場合がある。或種B.. 

brevis の共存下でlむ その抗生物質の為に大腸菌の

桔抗作用が失はれる20）し，胆汁或は胆汁酸塩考加えた

培地では，大腸菌の措抗作用は消失して行くととが認

められた。叉滅菌した人糞便を混入した寒天培地上で

も措抗作用は殆ど消失してしまう。之等の事は腸管内

の諸傍件とも結びつく問題であろうと考えられる。

桔抗性大腸菌が赤痢の発症防止に何等かの好影響を

与えるとすれば，その菌が浸入赤痢菌と遭遇して，そ

の発育を阻止又は殺すことが必要であろう。こ Lでin

vivoに於ける実験を考えてみたい。

マウス腸管内の細菌を排除した憐件の下lこp 措抗性

を有する大腸菌を比較的大量に与えた後に，赤痢菌を

与えて糞便内に排祉される赤痢菌の消長を見ると，対

照に比較して拾抗性菌を与えたものは検出される頻度

が梢被って来る。然しその差は著明ではなく，試験管

内で見られるような，赤痢菌に対する著明な障碍は認

め4られない。

又赤痢患者に種々の抗生剤を与えて前処置をしたも

の界は与えなかった者等保件を変えて，排世赤痢菌に

拍事性を発揮する大腸菌を大量に投与して見たが，投

与事者？患者に定着させることも困難であるし又大腸菌

投与によって赤痢菌を精減又は減少せしめることも出

来なかった3 之等のinvivo の実験の結果は， ~i\験管

内のような明らかな措抗作用を発揮しない点から，人

体内に於ける赤痢菌と拾抗性大腸菌ナ含めて腸内細菌

叢の関係は，栂めて複雑な環境下にあるものと考えら

れ予ので，大腸菌の拾抗性を発揮する抗菌物質は種々

の因子によってその作用を破壊又は抑えられるものと

考えられる。胆汁，胆汁酸塩等も桔抗作用を抑える諸

因子のーっとして働いているものであろう。

従って話験管内の明らかなる大腸菌の拍抗作用より

推して此種の菌に，人体に於ける赤痢症に対する感染

発症阻止を期待することは現段階に於ては閤灘な事で

あろう。

第6章総 指

1) 赤痢菌，腸チフス菌，大腸菌に拍抗現象を是ず

る大腸菌は健康人で40.2%，菌株数の22.8%，赤痢患

者では37.ラ%，菌株数の6.ラ%，牛では4.7%，豚では

11.ラ%，標準大腸菌中には38.6%存在する。

2）拍抗性大腸菌はすべて E.Coliに属するが，

生物学的にも血清学的にも一般大腸菌との差異は認め

られない。然し乍ら壊直性溶血性等の毒性を有しない。

拾抗性大腸菌の産生ずる抗菌性物質は車ーではないが，

その措抗作用は環境i傑件じよって阻害され易い。

3）指抗性大腸菌は invitroでは普通平板上に於

て， invivoではマウスの腸管内に於て，赤痢菌の検出

に悪い影響を与えるがp グリセリン食塩水等の輸j歪培

地， S.S.寒天培地幸子使用すればその影響から免れる

ことが出来る。

の赤痢患者に措抗性大腸菌を投与しても該菌を腸

内に定着せしめることは困難であるし，叉赤痢菌を消

滅させるととも出来ない。これは糞便内に於て大腸菌

の措抗作用が阻害されることがー原因と考えられるa

安：斎博博士，広木蒼古ifi｝：士，石村隆臓博士，川路利

順博士の御指導と終始御援助を賜った辺野喜博士，斎

藤誠博士に深く感謝する。

c ~4 ) 
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表 9. 輸送保存培地内の童会響

己己主l

措抗性大腸菌

く根本 No.9)

十
Sh. flex. 2b 

（根本株〉

非措抗性大腸菌

く根本 No.2) 

十
Sh. flex. 2b. 

ぐ根本株〉

グリゼリン食塩水

グリセリン胆汁

Eliot 培 土也

フ イ ヨ ン

グリセリン食塩水

グリゼリン胆汁

Eliot 培

プ イ ヨ

分子s・a・－ー大腸菌

分母・・・…赤痢菌

地

ン

37。c 27。C

2 3 4 5 6 8 2 3 4 5 6 8 

十1十／十件十／十件一／十一／一一／一一／一一／ー 十十／＋！＋ 十十／十十 件／千十 件／イ十 件／＋十 件／十十 十／什

十社／＋十十 件／ート ii+/+ -tf十／＋ 特／－ ii+ I一 時／一 時／-tf十冊／ート時／十刊／十刊／一時／一世／ー

十什／十件特／ー＃／一 ii+Iー＋／一一／一一／ー ii+／十時十廿／一十件／ー持／一件／一一／ー

-tt十／性十件／＋持／一世／一件／ー十件I- -tH-1一 叫／-tt十時／＋柑／ー十件／＋特／－ ii+／一時／一

十什／-tt十 件／廿 ＋／＋ ー／一 -tH-／冊廿／世十十／什 十／イ十 十／十十ー十／十十 ＋／ー朴

十十ト／-tH- 十件／十 ＃／－ 4十／ー 十十／ー 十／一 一／ー 品／帯十i十／十世／十世／十世／一世－／一世／一

-tt十／時十1十／十世／一十件／一相／一一／一一／ー 十廿／廿十世／一世／一世／一件／一一／一一／ー
．戸

十社／-ft十 件／十 ι 十十／骨 骨／＋十 -tt十／十十 十件／什 -ft十／＋ 甘十／世十廿／十＋廿／十世／十十叶／＋朴／十叶／＋

十……集落 100個以下 分離培地はB.T.B.乳糖加寒天培地

什…一集落 LOl～300個

柑 H ・H ・集落 301個以上



表 4. 大腸曹の措抗作用

標準大腸菌（Kau宜mann)
被＼＼、＼働合目＼恒白K働＼ 株 l 

2 3 4 ラ 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

0-1 2.0 

2 1.0 

3 

4 

ラ

標
6 

7 

8 く6.0)(1.0)(1.0) 2.0 

準 9 

10 

大
11 士

12 

13 3.0 

腸 14 8.0 6.0 6.0 9.0 4.0 

1ラ

菌
16 土

17 

18 3.0 2.0 1.0 2.0 2.0 

19 士 士士 士

20 9.0 8.0 3.0 4.0 5.0 

21 

22 

23 士

24 4.0 

25 土士士

Sh.dys.I. σ.0) 土

Sh.ambigua. 

Sh.flex. 1 a. 5.0 5.0 5.0 

Sh.flex. lb. 5.0 4.0 4.0 

Sh.flex. 2a. 3.0 :± 3.0 

Sh.flex. 2b. 
くR)

Sh.flex. 3a. 2.0 4.0 

Sh.flex. 4. 4.0 3.0 日.0

Sh.flex. 5. 土 6.0 8.0 

Sh.flex. 6. 土

Sh.flex. variantX. ラ.05.0 4.0 5.0 

Sh. flex. variant Y. 土 5.0 

Sh.sonnei. 土土 土

S.paratyphi A. 5.0 

S.paratyphi B. 

S.paratyphi C. 

S.enteritidis 

S.typhi Ty2 土

S.typhi H 9Jl. 

コレラ菌稲葉

コレラ菌菅島

コレラ菌小川

葡萄球菌寺島

（註〉 数字は阻止帯の巾をm.m.で示す

くR）は阻止帯内耐性菌出現

7.0 

7.0 8.0 8.0 

士

4.0 土

4.0 

10.0 

2.0 

士

2.0 

3.0 

1.0 4.0 3.0 

4.0 2.0 

七

4.0 3.0 

3.0 8.0 3.0 

5.0 

（ 〉は不完全阻止帯形成

土…阻止帯痕跡程度

4.0 

5.0 

7.0 
くR)

土 7.0 

1.ラ

4.0 

5.0 

7.0 

ラ.0

4.0 

ラ.0

6.0 

土 6.0 

9.0 

8.0 

7.0 

土 7.0 

10.0 

8.0 

士

2.0 

10.0 

2.0 

2.0 

7.0 

10.0 

健 康 者 赤痢患者 平 豚

No. I'fo. No. No. No. 大島 本根 No. No.No. 
23 52 63 88 105 

7 3 
33 3 13ラ

1.0 1.0 3.0 

土 2.0 1.5 
くR)

土

く2.0) (2.0) (2.0)2.0 

3.0 

｜く2.0)3.0く2.0)(2.0)2.0(2. 0)(2. 0)1(2. 0) く2.0)1.5

3.0 

1.0 士

3.0 2.0 3.0 士

3.0 3.0 (2.0) 

4.0 土 5.0 2.0 

6.0 5.0 6.0 7.0 6.0 7.0 8.0 6.0 6.0 7.0 

1.0 1.0 

5.0 5.0 士 土 3.0 5.0 
(R) (R6 

5 .0 1.0 ラ.0 6.0 3.0 

5.0 2.0 6.0 く1~~ 2.0 2.0 12.0 4.0 

土

く1.0)

g6 (R、

土士土士ゴ土士土土士

6.0 6.0 6.0 6.0 6.0 6.0 6.0 6.0 4.0 6.0 

4.0 1.0 1.0 3.0 7.0 5.0 3.0 3.0 4.0 

6.0 7.0 6.0 3 .o 6.0 

2.0 4.0 2.0 5.0 1.0 

く~~r：ラ （~~ くラ5~Jcf:〕
8.0 4.0 6.0 4.0 5.0 

（~6C:.6 5.0 5.0 5.0 
（~~ 9.0 <f.d 8.0 8.0 8.0 7.0 8.0 4.0 8.0 
(Rコ（R）くR) (R)(R) くR)(R)(R) くR）くR)

1. 0 l. 0 土

8.0ラ.08.0 4.0 

3.0 4.0 6.0 5.0ラ.04.0 6.0 8.0 4.0 

ラ.07.0 13.05.0 
(R) 

5.0 ラ.05.0 
くR) (R) (R) 

6.0 6.0 6.0 



表 11 穴腸菌を投与した赤痢患者の排菌z状態

ミミこ二了一一一一一一一一一一 大腸菌投与後
＼＼～～～～一 一一～＼＼の経過

J患者氏名 ＼＼  ～＼ー＼ 斗羽田正＼、恒刊百 ＼＼  ～－－－－－－－－－－－－－－－大腸菌＼＼
年令菌型＼＼ 前処置＼＼一一投与）＼

電車
水島 25. 2b. 

依田 2.Sonnei 

中村 37. 2b. 

宮下 30. 2b. 

松本 42. 2a. 

飯塚久 lb.

笠原 11. 2a. 

中村〈治）34. 2a. 

ー瓶 4. 2b. 

対 照

大島

2 3 4 5 6 7 

〈十社〉ー十世イ十

一く廿）（＋トX→つ－

8 9 10 11 12 13 14 1ラ 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 

〈十tゆくitりに十iりく十〉く＋十〉〈牡〉〈十tト〉 く十〉〈十iゆくitり十 件 4十くitり十社 十（世〉く十tり

一一（ー〉ーくー〉一一一一く－）（－）（－） 一一くー〉ー

十一一くー〉一一 一一一
No. 9 

3 日間｜く＋）（的〈的〈＋〉十（－）（－）（－）（-Ht）（－）（－）（－）十

投 与｜＋くー〉 一一一一一、 仁一〉一一一

く－）（－）（－）（ー〉 ーくーく－）（ー〉一 一くー〉一

大 長J 世叶世件世十＋十一＃

10日間｜件十一＋＋
投与｜

くitりに叶〉く世）（itりく十社X廿）（itりくitり ー

く－）（一〉一一一 〈ー〉一一

一十一＋一一一一

ーくー〉一一スト νプトマイシン

筋 注｜大島｜ω 一一 ωく的ωω 十

No.91 十十一 一一件一一井熊 4 Sonnei 

若王子 2. 2b. 

松波 3Sonnei 

中山 4. 2b. 

大井 2. 2b. 

川畑 23. 2b. I経

ストレプトマイシン

口 投与

原因 22. 2b. 

吉井 53. 2b. 

工藤 21. 2b. 

佐久間 24. 2b. 

志水 3, 2b, I -bV 

I 1在五

広瀬 27.

クロロマイセチン

口 投与

くー〉

結披 3.Sonnei 

橋本 24. 2b. 

管野

柿田

b

b

 

q
4

つ』

．
 

4

7

4

 
1
 

対 照
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表 10. 措抗’陸大腸菌マウス体内Iニ於ける影響

仁拝中 8時間 仁官

8時間

赤痢菌大腸菌※ 赤痢菌大腸菌※

くS.S.）くB.T.B.) くS.S.）くB.T.B.)

（十tり +5 廿く＋十〕

2' +10 十社 2 十10 .-1十

3 ストレプト投マ与イ後シン l万単位 十tト 3 ストレプトマイシン l万車位
+10 十十

4 ↓ t 
ー」』 十社

4 ↓ ｜投与後
十10 十十

ち 十ト C-t十〉 日非掠抗性大腸菌 一 十 （十十〉

6 措抗性大腸菌 + (+} 6 土方 No2. lOmg宛 く-ltl-)

7 大［5島 No.9. lOmg宛 十十 く＋ト〉 7 ↓ 十6 -ti十
日間投与

8 一 く十社〉 8 一 ＋十〈十〉

9 一 十く＃十〉 9 十日 十件

10 +s 十t十 10 十s' 十砕 く十〉
Sh. flex. 3a. 

11 Sh. flex. 3a. 十日 十i十 11 十5 十件 く十〉
0.05rng 投与

12 0.05mg投与 ＃十 12 く時〉

13 十3 ' 廿 く十十〉 13 十30 十時

14 一 社十 14 十4 十件

1ラ （竹十〉 1う 十lO 刊十

16 一 十tト

+5 十i十 十5

ストレプトマイジン 1万車位 ストレプトマイシン l万車位

2 l投与後
十t十 2 

｜投与後
+2  

3 十社 3 十10

措抗 性大腸菌
5日間放置

4 十t十 4 +10 

No.88.株 lOmg宛
世ラ ｜ラ日間投与

う 十E

6 ttト 6 十20

7 十10 世 7 +o 

8 Sh. flex.3a. 十品 制司 8 Sh. flex. 3a. 十10

9 0.05mg投与 +2 十く＋〉 9/ 0.05mg投与 +10 

10 十 10 十10

※rnりく十りく＋）・－.・・・自己f固有大腸菌消長 S.S.・・・・H ・・・S.S.寒天培地

-It十 ＋ト ＋・＂＇・ H ・＂＂投与大腸菌消長 B.T.B.…・・B.T.B.乳糖加寒天培地
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Fie×ner群赤痢菌の変異に関する研究

細菌部微生物課 中 村 伸 臓

抗血清を加えた培地に培養すると，特異抗原を失い
1)2)3) 

R型の出現を促進する事は古くより知られている。

私は Flexner群赤痢菌につき同型又は之と類似の

血清を用いて，変異菌を得ょうと企図した。

菌型決定に当つては，弐の方法により作った殴牧血

清を用いてスライド凝集反応を行った。

型 I血清 Sh.fl

工ierivar.Y-Ew. 13及びvar.X-Ew. 12で吸牧した。

型E血清 Sh.flexneri 2a-Ew. 10抗血清を Sh.

flexneri var. Y-Ew. 13及び Sh.flexneri la-Ew. 8 

で吸牧した。

型E血清 Sh.flexneri 3a-Ew .. 14 抗血清を lb-

Ew. 9,4b-Ew. 18.及び var.X-Ew.12で岐牧した。

型IV血清 Sh.flexneri4b-Ew. 18抗血清を la-Ew.

8, 3a-Ew. 14, var.X-Ew. 12及び var.Y-Ew. 13で殴

牧した。

型V血清 Sh.flexneri5-Ew.21抗血清青 Sh.flexneri

var.X-Ew. 12及び var.Y-Bw.13で吸牧した。

群3,(4）血清当所分離滝田株くSh.flexneri2aヲ抗血

清を Sh.flexneri 2b”Ew. 40 PR及び var.X-Ew.12 

で駿牧した。この血清はSh.flexneri 1 a, 1 bに弱く

凝集し， 2a,4aに著明に凝集する。

群4血清 Sh.flexneri 2a”Ew.10抗血清を 2b-Ew.

40PR及び var.X-Ew. 12 ・で政牧した。 この血清は

Sh. flexneri la, lb, 2a, ・ fこ著明に凝集し， 4aには凝

集しない。

群6血清 Sh.flexnerilb-Ew. 9抗血清を la-Ew・

8で駿牧した。

群7血清 ・Sh.flexncri 2b-Ew. 40 P~ 抗血清を

お－Ew.10及び var.Y但 w.13で阪牧した。

変異株の検出方法？ ， この培地に供試菌を接種し，

l日， 37°Cに培養し，その 1白金耳を平板に分離培

養し，生じた集落につきスライド凝集反応を行った。

2日目よりは30°01乃至25℃に放置し，日を；直って平

板に分離培養し，変異株の検出に努めた。その際， 1 

～2日に 1回試験管を振聾して管底の頭集菌を平等な

菌液とする。

1. sl1. qexneri iの変異について：

滝固めは， V(Lentz）の保存株；こっき詳細に観察し，

SalmonellaのH抗原の変異のみならず，赤痢菌の如く

' H抗原のないO抗原の変異を明かにした。

昭和27年以来， t Sh. flexneri 1 b の保菌者に Sh.

flexneri 3bを検出し，更に詳細に検索を行うと，同一

平板に lbと3bの混在を認めるのみならず， lbとla

の混在，又は lbの保菌者にlaを検出する諸例を経

験したので弐にその中の二例を述べるQ

第 1例 36歳，男，赤痢患者の関係者とLて昭和27

年2月，検便の結果， Sh.flexneri 1 b を検出， 昭和

28年 1月一応何慈の15回の陽性例中， 6回迄はlbを証明

したがJ 第7回く7月下旬〉には Sh.flexneri laを

検出，第9閏くu月中旬〉は8個の lb と l個の 3b

を検出，第10回， 第11回は15個を検したがすべて lb

であった。第12固く12月中旬〕は9佃の lbと1個の

3bを検出，以後昭和28年1月迄の3回の陽性例はすべ

lbであった。

第2例 46歳，女，健康保菌者，昭和27年3月一七何

より昭和28年3月下旬迄の23回の陽性伊｜！の中》第4回

く3月下旬〕に Sh.flexneri4eくIV:to, 11・・つを検出

した他は 12月上旬迄の iラ回の陽性例はすべて Sh.

S血清 Sh.flexneri lb-Ew. 9抗血清を la-Ew.8, 

flexneri lbで、あったが， 12月下街Jc第16回〕及び昭

和28年1月中旬〈第17回〉の陽性例に於では，それぞ

れ被検集落3個につきスライド援集反応を行い，共に

型I血清及び群4血清に説集せず，型E血清及び群6

3a-Ew. 14及び 4b-Ew.18で阪牧した。 、

実験方法並に成績 血清に援集した。即ち，所謂 Sh.flexneri 3cく111:6 

培地の作製： 抗血清を肉水ブイヨンでそれぞれ …〉を得た。衣で2月上旬く第18回〉の陽性例に於て

100倍， 200倍＇ 500倍， 1,000倍に稀釈し，小誤験管に は，集落28個すべて lbであった。 J;l、後3月下旬く第

分注し，ラ2°02時間，恒温糟中で滅菌する。之を 1 23回〉迄の陽性例は lbのみで 3bは証明出来なかっ

日l回＇ 3日行い，無菌なる事を確め使用に供する。 た。之等の例は直接人体より分離した例であるが， Sh・
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flexneri lbを 3a抗血清加ブイヨンに培養して la

を得，更にこのlaをla抗血清加プイヨンに培養して

var.Yを得た。又 lbをla抗血清加ブイヨンに培養し

て3bを得た。その際型I及び型E血清に凝集する集落

も得た。更にこの 3bを3b抗血清加プイヨンに培養し

てvar.Yを得たのみならず，逝に lbへの変異をみた。

即ち，invitroに於ても之等諸例と同様の変化を認めた。

2. Sh.flexneri 2の変異について：

従来YくHissand Russel）株と Y くLentz）株とは同

じものと考えられていたが， Boyd5）は前者はW型菌よ

り，後者は103型菌より変異したものであり，共に型

特異抗原を失い，群抗原のみを有するものとした。弐

で Wheeler6）は W-1268型につき．従来のW と群抗原

の異る事を認め， Wは群抗原3,4を有するが， W-1268

型は群抗原7,8,9を有するとし，之の型特異抗原を失っ

た屯のがAndrewesand InmanのX型菌であるとした。

以上の変異株は，保存中に生じたものであるが，

Elrod7）は直接赤痢患者よりもγ型菌の検出に続き，そ

の型抗原を失ったWB型商を検出し，人体内での変異

の可能性を報告した。

昭和 26 年~，同一人より同時に Sh. flexneri 2aと

var.Y.及び2bとvar.Xを検出し，その後の菌検索に於

ても可及的多くの集落につき検査すると，かLる例の

みならず， 2aと2bの混在している例を経験したので

弐にその中の4例を述べる。

第1例 23歳，女，赤痢患者の関係者として菌検索

を行い，昭和27年 1月初旬より 3月初旬迄の8回の陽

性例の中，第2間活は Sh.flexneri 2aを検出したが，

第3回から第ラ回慈の7日間に於ては.2aと var.Y 

が混在していた。 而てこの var.Yは群4血清には凝

集せず＼群3.(4）血清によく凝集する。即ちくー：3・・つ

の抗原構造を；有すると考えられるQ その後5週間に13

回の検査で3回陽性であったが，すべて 2aのみで

var. Y は検出きれなかったa

第2例 39歳，女，昭和27年 7月！日発病，同月23

日退院した。同年11月下旬より 12月上旬迄， 8回陽性

例中，第2回迄は Sh.flex町 ri2bを検出， 第 3回

はvar.X，第4回は 3個の var.Xとlf聞の 2bを検出，

第ラ回以後は 10個乃至 15個の集落を検査したがすべ

て var.Xのみを検出した。

第4例 45歳，男，昭和27年4月上句粘血便あれ

同月中旬迄に 3回検便し， Sh. flexneri 2bを検出し

たが，下旬の検便に於ては，集落列国の中， 2bを2個，

2aを3個検出した。更に 5月中旬より下旬詰の 4回

の陽性例に於ては，すべて 2aのみで 2bは検出し得

なかった。

第 3例 4歳，女，昭和27年5月初旬発病，同月下

伺退院した。 6月中旬に Sh.flexneri 2bを検出， 6

月下伺に 2b と共に var.Xを検出した。

第 1例より分離した Sh.flexneri 2aを2b抗血清

加肉水ブイヨンに培養）して var.Yくー：3.4…〉を

得た。

第 3例より分離した Sh.flexneri -2bを2a抗血清

加肉水プイヨジに培養して7日後に群7血清に猿集せ

ず，群3，くり血清及び群4血清にJ凝集する集蕗を得た。

即ち2bより 2aに変異した例である。 11日及び 16日

堵養のものは，群4血清に凝集せず，群えく4）血清及

び型E血清に撰集する集落になったa 叉他の2b菌株を

用い同様な実験者三行い，群7血清のみならず群4血清，

群3，（の血清にも凝集する株く［ :3,4,7…〉を得た。

而て， 当所に於て鼠の腸内容より Sh.flexneri 2を

分離したが，その際 c[: 3,4・・っと（［： 3,4,7…〉を

同時に分離した。又 2bを2b抗血清方日肉水ブpイヨン

に培養して 3日後に var.Xを得た。

3. Sh. flexneri 3の変異について：

35歳の健康保菌者でJ 昭和26年11月より昭和27年4

月迄，十数回検便奇行い， 3月中句迄 3回共に Sh.

flexneri 3aを検出したが， 3月下旬， どの型血清に

も凝集せず，群 7血清のみに凝集する菌即ち var.X

に相等する菌を検出し，更に4月20日には， SS窓天

平板より分離した3株の中， 1株は var.X白を，他の

2株は型E及び群6血清に遅れて凝集し， 群 7血清に

著明に擬集した。所が之を更に継代培養すると型E及

び群6血清に凝集しなくなった。即Tう，スライ下探集

反応ではvax.Xと区別出来ない株に変異した。との

var.X は最初分離した3aと生物学的性状は同じで，

ソルピットを分解し，インド戸ル反応強陽性であり，

従来のvar.X と異っている。 この変異株var.Xは，

標準菌株 vax,X-Ew.12と安叉吸牧試験を行ったが，

互に完全には吸牧されず，微小抗原に於て梓｝異ってい

ると思はれる。

上記の分離菌くSh.flexneri 3a）を 3b抗血清加内

水プイヨンに培養して 1日後に var.Xに相等する変

異株を得， 又 3a抗血清力日｜均水ブ、イヨンに培養して12

日後に var.Xに相等する変異株を得た。之等の変異

株vax.Xの生物学的性状は母型菌と同様で，ソルぜツ

トを分解し，インド戸Jレ反応強陽性である。

当所で分離した Sh.flexneri 3b ( 1[: 4, 6…〉を 3b

抗血清加ブイヨンに培養して， 1日後 var.Yくー： 3,

4・・つを得た。41日後に於ては群4血清にも銀集せずp
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群3,(4）血清のみに凝集する変異株〈ー： L・・1を得た。

4. Sh. flexneri 4の変異について：

Sh. flexneri 4は免疫学的並びに生物学的性状に於

て多様性を示し，且容易に相変異常来し.• Veazie8）に

よれば，型抗原の脱落のみならず，群抗原の脱落及び獲

得を起す。抗原構浩の変化をili1究ナる為に既速の型及

び群血清の他に Sh.flexneri 4に特異な群 10血清〈西

貢・ 18号抗血清を4a-Ew.17, 4b-Ew. 18及び Ew”16で

吸牧〕，及び群 11血清く西貢・荒井抗血清を西貢・ 18

号， Ew-.17.Ew. 18で吸牧〉の 2版牧血清を用いた。

当所で分離された， Sh.flexτieri 4は， i二記殴牧

血病によりくIV:lO,11, (3）.・つ， (IV: IO, (3）…〉，

(Iv: 11, 3…〉及び僅少のく百：3・〉とに分類される

が，之等保存株の中， くIV:10, 11,(3｝囲うより (IV: 

10,(3｝・う及びく耳： 11,3・・つ への解離， (IV: 10, 

(3）・・うよりくー： 3,4…〉への解離を認めているが，

（耳： 10,il, (3｝・つを（IV:10,(3｝・つ抗血清加肉水

ブイヨンに培養して多くのにIV:11,3，・つを得，く百： i1, 

3・つ抗血清加プイヨンに培養して容易に（IT:10, 

(3）・・つを得た。又くw:10，く3）…〉抗血清加肉水プイ

ヨンに（IV:10，。〉…〉を培養して var,Y （ー：3,4

…〉を得た。 var.Y をvar.Y抗血清加向水プイヨン

に培養して群4血清に凝集せず，群えく4）血清によく凝

集する var.Y1 (-:3・・う を得たa 又一部逆に var.

Yより（IV:10，。〉ぺへの復帰を認めたa 叉直接人体

よりくrv:10, 11, (3）ー〉ーくrv:11, 3 ..つ及び（IV:10, 

σ、…〉の同時検出例も経験した。

ラ． Sh. f1exneri Fの変異について：

Boydは p.119型菌を約5年間継代培養した結果，

初めはIi;m笥とE相菌を生じたが，一年足らずでu；目

菌は消失し， E相菌のみとなった。このE：相菌は＇ !03

型菌のE相菌及び Y(Hiss and Russeりと近似のもの

であるが，微小抗原に於て互に異っていると述べてい

る。昭和127年夏， Sh.flexneri 5 (V：…〉を分離し得

たので，之より E相菌を得る目的でSh.flexneri 2b抗

血清加肉水ブρイヨンに培養して 14日後に群3，くの血

清のみに凝集する変異株くー： 3…〉を得た。

結 論

以tの実験的変異の結果を総括図示すると次の如く

示される。

ノ(1:4…〉→くー：3,4…〉

くI.S:4,6・・・〉ごくfil.・s.4.6・・・）→（一：3,4…〉→く一：3…〉
一 、
→く I• fil・s.4,6…〉ごくE・s.4,6…〉

(Il:3,4…〉→く－：3,4.・・〉→く－：3…〉

ノ〈ー： 7・・つ

くII:7…〉→くII:3,4,7…〉

、（II:3,4…〉→くII:3…〉

(1[: 6, 7…〉→（－ 7…〉

crv: 10, 11, (3）…〉→（IV:l0,(3）…うごく－：3,4…7←（－：3…〉

当（rv:11,3…〉

くV：・・ ) 41 〈ー： 3・・・) 

2. Flexner群赤痢商の人体内に於ける推定変異の諸例を

幸R告Lた。

本研究には文部省科学研究費の援助が与えられた。

誌に感謝の意を表する。
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Alkalescens圃 DisparGroupによる菌血症の一例lこ就、 hて

細菌部微生物課

工緒 言

尿路疾患を呈する患者の尿中より Alkalescens心 is-

par群を検出じた報告はあるが，血液中より検出され

た例は寡聞にして未だ聞かない。我々はチフス様症状

を呈ずるー患者の血液及び尿中より Alkalescens-Dis” 

par群Ogroup Iを分離し得たのでままに報告ずる。

E 症例

患者，蓮Oテ Q48歳寡婦

家族陸，父67歳で虫垂炎後腹膜炎により死亡，母．

71歳で脳溢血にて死亡，夫， 45歳戦災で死亡，兄弟6

人 3番目，全部健在。結婚21歳， t任娠4回く内2回流

産〉子 2名， 23歳男子， 17歳女子。

既往歴， 27歳の時不明の熱が39"C～40°C約2週間持

？一言ミ 昆名イホ三鼻表

早 川武

今関義盛

も？高官はない。腹部硝膨満，軟かく圧痛はない。肝牌

は触れない。腔反射精充溢，俳腸筋庄痛なく，浮腫も

認めない。発熱は16日記約 1週間稽留し亡漸弐下降し

一般状態も回復した。

3月lラ日及び3月17日の2回血液及び尿の培養によ

り9 殆んど純粋に軍一菌を認め，以後尿中に23日迄に

3回同一菌を証明する事が出来た。

ill 分離薗の111生状

I）生物学的性状

該菌はグJレコ戸ぜ，マルト戸ゼ，マンエツト，アラ

ピノ戸ゼ，キシロ戸ゼ、を分解しガスの産生を認めな

い。ラグト戸ゼ，サツカロ戸ぜ，アドニット，イノジ

ツト，ラムノ戸ゼ，トレハロ戸ぜ非分解，運動を認

めず， IMVIC反応＋十一ーであった。

2），血清学的性状

該菌の100。CI時間加熱菌はAlkales-

cens -Di spar群Ogroup Iの家蒐免疫血

Z清に3,200倍の終末価迄競集ずる。叉家

扇免疫血清との交叉政牧試験によると

両者は全く相互の頭集素を眼l位するの

で，同一血清学的症状を呈するものと

思われる。発病後8日目く 3月 17日〉

の患者血清は当該菌に 640倍， 18日目

く3月27日） 1,600倍， 47日目。月2ラ

日〉及び 73日目（ラ月21日〉の患者血

清は当該菌に3,200倍迄凝集した。

以上の成績から本分痢菌は本病の原

因菌であって， Alkalescens -Dispar 

0 group Iに麗するものと思われる。

IV むすび

我々はチフス様症状を呈するー愚者の血液及び尿中

より Alkalescens-Dispar群 Ogroup Iに相当する

菌を分離する事が出来た。

終に標準菌株を分与された北研広木博士に感謝の意

を表します。
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続，腸チフスの疑で某大学病院に入院したが，結局不

明で28日間で退院した。それ以外は時々胃痘寧を起す

外健康である。

現病歴， 3月7日頃尿意！底数，排尿後尿道に若干の

疹痛と不快感があったQ 10日に至り突然悪感があり熱

発39。C，全身倦怠，悪心唖吐， 不眠，，腰痛を訴えた。

頭痛，腹痛等はなく，排尿三回であった。

診察するに．体格肥満，栄養良好，体温38。C，呼肢

数30，脈時95，緊張良7胸部右上部前面に小7.k泡菅ある
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第＝表分離菌性状

生物学的性状 血清学的性状

グルコ｛ゼ ー十 血Alk.Disp.清 I 説 100。”U集－抗1時時町一間叫貫原
ラクト｛ゼ 加熱

サツカロ戸ゼ

マルト｛ぜ 十 0-1  3,200仁3,200)

マンニット ＋ 0 - 2  25く12,800) 

キシロ｛ゼ ＋ 。－ 3 25く6,40'0) 

アラビノ戸ぜ ＋ 0-4  2ラく12,800) 

ラムノ｛ゼ 。ーラ 25く3,2p?) 
トレハローゼ 0-6  ーくし600)

アド＝ツト 0-7  2ラく 6;400) 

イノジツト 。－ 8 -( 6,400) 

インド~ ）レ ＋ 

M. R. ＋ 

v. p. 

Citrat 

く〉内血清終末価

市販の野菜類に附着せる寄生虫卵に就、 hて

細菌部寄 生 虫 課 千 野 秀夫

畑虫の感染源に就ては，従来主として野菜と言われ

ているだけに，人糞を肥料として作られた野菜が汚染

きれている事は当然の事である。然も野菜は自然の環

境の上からも，昆虫による寄生虫卵の媒介や風塵等に

よって汚染されることは云う迄もない事である。こ L

に野菜が虫卵の主要感染源として従来挙げられる由縁

がある。野菜に就て虫卵を発見せる報告は多数に達し

ているが，当課に於ても昭和27年 2月より同年5月に

至る問，市販の野菜18種額につき検査したので，その結

果を報告する。検査方法及び其成績は弐の如くであるa

検査 方法

野菜は清津な水 1, OOOccを；入れた一定の容器中に

て，務浮なる刷毛を以て，葉部及び茎部等丁瞳に洗滞し

1, OOOcc入の円錐形ガラスコップに1枚の金網にて穏

過し，一重夜放置し翌日底部の50ccを残して上澄を捨

τ，之常50cc入の沈澱管に移L蒸溜水を加え， 1,500～ 

池 津茂

徳江しげ子

2,000回転で3～与分間遠心沈殿し枕澄に比重1.250前

後の硫酸マグネシウム溶液を注入し境！竿し，再び遠心

沈殿して之を静に取出しピペットを持って沈、鍛管の表

面が少くし隆起する迄硫酸マグネシウム溶液を注加

し，蓋ガラス（18mm×24mm）をのせ20～30分間放置

したのち手早く取上げのせガラス上に移す。標本は何

れも同一材糾より 3枚を作り鏡検した。

検査成績

別表の如く市販の野菜 18種類につき検査を行った

が，英国数は142回に及び，虫卵の検出回数は40回に及

んだ。この虫卵発見回数は全体の28.1%に当っている。

検鏡の結果畑虫卵59個の中，＼不受精卵18個，受精卵は

38個を検出した。尚受精卵の中単細胞31，桑樺期4,g科

料期2，仔虫期1にして，直接感染能力ありと認めたもの

は僅かに3個に過まなかった。之は受精卵の 7.8%に

当っている。筒姻虫卵の受精卵は何れも瓦培養にて生
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存している事を認めた。叉鞭虫卵は91国，鈎虫卵は6

個で中 31岡が卵内で仔虫を形成じ運動しているのを認
これを認められている。唯これを季節的に見る時多少

異ると考えられるが，一般に白菜，小松菜，波覆草等の

棄物に多ぐ，大根，人参，牛第等の根物には少い。又

キウリ，ナス， トマト等の実物に至つては文献に依っ

ても殆ど之を認めない。前検鏡に際して不受精卵が相

当に多く検出されている。弐に受精卵の多くは瓦培養

にて殆ど多くのものが生存している事を認めた。

めた。叉！践虫卵il僅に 1個を検出したのみであった。

特に山東白菜より糞紙虫の母虫そ認め，叉肝臓ヂスト

マ卵を発見した。

試験に用いた野菜は主として都内近郊特に葛飾，千

葉，埼玉等にて栽培せられた物青用いたが，姻虫卵は

一般市販の野菜では其の頻度の差こそあれ，しばしば

市販の野襲類に附着せる寄生虫卵

／／ 

（茎 音［））

松 菜

う3 ラ シ菜

主一一一一昨一

L
i
－－E

一
日
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l

一2

一。一
1

一千

： 

I 142 1 40 i云 1 l 
備考成績姻虫卵ノ内

（受〉ハ受精卵 （不〉ハ不受精卵

く車〉ハ車細胞 く桑〉ハ桑槌期

く略。ハ麟掛期 く仔〉ハ仔虫期
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結語

1. 市販の野菜18種類につき， 142回に亘り検査を行つ

た。其虫卵の検出回数は40回に及び，英の陽性歪容は

28.1%に当っている。

2. 鏡検の結果姻虫卵591自の中直接感染能力ありと認

めたものは7.8%に当っている。

3. 蜘虫卵以外の虫卵としては，鈎虫卵6個，鞭虫卵

9個，蝶虫卵 1個，糞線虫の母虫21同，肝臓ヂストマ

卵1個を検出Lた。

4. 当課で検査した成績は，戦争直後に検査した報告

と比較ずると，野菜の種類に依つては虫卵の比較的

少いものを認めたが，之は市販に出されているもの

が，当時のものに比較して町噂に洗濃されでいる事

b見逃す事は出来ない。

5~ 検査に際・しては葉物に多く根物には少し又他の

報告を見ても実物に極めて少し、。

寄生虫検査に及ぼす保存培地の影響

細菌部寄生虫課千野

池沢

秀夫

茂

糞便材料を腸内病原細菌の検査と同時に寄生虫検査

を行うことが屡々である。最近赤痢菌の検出を高める

目的から保存液が用いられるようになった。

この保存液に投入した糞便を，寄生虫卵検査の目的

に当って，寄生虫検査が可能であるか否かを知ること

は，実際的に重要であるから，保存液によって腸内寄

生虫卵p 腸内原虫が如何なる影響をうけるかとゅう

事を検討した。

私達の研究所で用いている保存液は，第 1表に示し

たグリセリン保存液であるが，この保存液中に腸内寄

生虫卵及びl場内原虫を含んだ糞使材料を投入レて，時

間の経過に従って検査に及ぼ？影響を泊及した。私達

の調べた腸内寄生虫卵 即ち，畑虫卵，鞭虫卵，鈎虫

卵，萎小傍虫卵け，グリセザン保存液に投入後6日に

至つでも，その固有の構造，形態的特徴を維持して特

記すべき変化は認められなかった。こ Lで注意を惹く

点は，夏季，鈎虫卵を含む糞便を常温に放置？ると，

鈎虫卵が発育しτ停虫形成或いは脱穀した仔虫を認め

ることを屡々経験？るが，グリゼリン保存液に投入し

た糞便ではか Lる所見を認、めなかった。との事実け保

存液が鈎虫卵に発育阻止的に作用するためではないか

と思われる。

要？るに，しばしば遭遇する腸内寄生虫卵の検査に

は，グリセリン保存液に投入した糞便を用いてもほと

んど支障がないことが判明した。

引続いて腸内原虫，即ち赤痢ブメ戸ノも大腸ブメ｛

パ，沃度アメ戸パ，萎小ブメ戸ノミ等に及ぼす影響を観

察Lた。

赤痢ブメ｛ノミ栄養型 2株をグリセリン保存液に投入

後， 15分を経て観察した。その結果包臓内容を全く放

出Lて，運動を停止Lている変性移行の像を呈してい

るものも小数認められたが，大部分け完全変性像を呈

していた。更に投入後30分経過後では，総ての栄養型

は形態が全く破壊されてアメ戸パであるとゅう推知も

全く困難であった。

ラ株の赤痢アメ戸ノミチステに就ても同様な検査を行

ったが， 15分～30.分後にチステは殆ど変性傑に移行し

た。 即ち沃度標本では， チステの内容が沃度に濃染

L，無構造頼粒状を呈L，核の存在も明らかでなかっ

た。 30分後にはこれ等の変性チステは崩壊し，チヌテ

と認定することも全く困難な状態にあった。

大腸ブメ F パ，沃度アメ戸パ，萎小アメ｛ノミのチステ

も，赤痢7メ戸パのチステと同様な変性渇程を示して

崩壊した。しかし大腸アメ戸パでは時に24時間後にお

いてもチステが崩壊ぜず残存？る事も認められたが，

変性移行の像を明らかにしていた。即ち，その構誼内

容は全く不明瞭で，沃度標本で，チステ内容が一般に

濃染L，頼粒状で2らった。この変性チステも投入後48

時間～72時間後には全く崩壊消失Lた。

この成績からみると検査の対照とした4種の腸内ブ

メ戸パのうちで，大腸プメ戸ノミはグリゼリン保存液中

でイ也の3種の7メ戸パに比べて，虫体崩壊にや L時間

を要ずる印象をうけた。このように腸内寄生原虫の検

査にはグリセリン保存液に投入した糞便材料は不適当

であることが判明した。そこでグリセリシ保存液中の

どの組成分が影響を及ぼしているかを調べた。

その方法は30%グリセリン液と，保存液よりグリセ

リンを除いた組成のものとに夫々赤痢アメ戸パチステ

を含む糞便を投入して検討した。その結果，後者では
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チスデに何等の変化も認められなかったが，前者では

先に述べたと同様な経過を示してチステが崩壊した。

この所見から推考すると，チステを崩壊する主要な因

子はグリ七リンにあることがほど明らかになった。

以上の結果から判定すると，グリセリン保存液に投

入された糞便材料にもとづく寄生虫検査は，腸内寄生

原虫の検査には不適であるが，腸内寄生虫卵の検査に

は支障がないと思われる。

第 2 表

種 ま買

第 1表 グリセリン保存波

塩化ナトリウム

第一瞬酸カリ

第二燐酸カリ

グリセリンく局方〉

蒸溜水

PH 7.1 

グ官ゼリン保存液投入後の変化

gggcc 2014CC 
円unU

41300 37 

赤痢アメ戸パ イ株 2 15分後に変性 30分後に崩壊

II C株 ラ II II 

大腸アメ 戸パ 巳 II ラ 15分～後3崩0壊分で変性
その

変時性に2像4が時残閉存まで

沃度アメ｛ノミ C II 2 If 

妻小アメ｛ノミ C II 2 ／／ 
かLる所見を認めず

昭和27年度血築課及び新設臨床試験課

の研究業績について

細菌部臨床試験課柳 沢 文正

昭和27年に於て当課の行った業績は下記の通りであ

る。此等の研究は Coleman Spectrophotometer と

Leitz photrometer によるものであり，其の研究

は多方面に亘るが，一言にして言えば，カルシウム及

びマグネシウム新定量法と其の応用並びに，癌の新し

い化学的診断法が主体である。

1.「水質硬度の新定量法と簡易新定量i去について」

第23四日本農芸化学学会（於…東京大学農学部，4月5日コ

柳沢文正1)2)

柳沢法によるCa及びMg新定量法を応用して水質硬

度測定が出来るが，一般に利用する場合比色計が必要

であるので，比色計を用いず簡単に大略数値を得る方

法を考案したので、以下略述する。

試／薬

(1) 0 .Olmolクロ｛ルブエノ戸ルアゾジオキシナフ

グリンジスルブオン酸ナトリウム溶液仁弱酸性溶

液〕

(2) lN苛性曹達溶液

(3) 標準溶液 1 ml 中に Ca33. 04γ を含む溶液

く硬度D.H.ラ度〕

(4）代用標準液 フグシン 0.3g とメチレンプラウ

O.lgをアルコ戸ル 100mlに溶かすく貯蔵溶液下。

この溶液 1mlをアルヨ戸ルで 1ラ0mlに溶か

すく約硬度D.H.ラ度〉。

実施

試薬 1mlを試験管にとり，試薬（却を 1ml加え全

量君子蒸潟水で 10mlと？る。標準溶液 1mlを加える

と赤色となる。一方の訊験管に同様試薬｛1)1 ml，試薬

(2) 1 ml とり，全量を蒸溜水で lOml とする。これに

前の標準溶液を加えたと同じ赤色になる迄被検水を加

える。そ．の時の加えた量を求めれば水の硬度が測定出

来る。

c 65 ) 



る。浪lj定後各溶液に試薬（3）を o.. 5 ml加え再び測定す

る。これは Caのみの値である。 透析性 Mgは血清

O.lmlに 0.2N苛性曹達溶液 0.4ml加え 3分間強く

振輩後試薬（1）を加え， 水 0.4ml と 0.2N苛性曹達

2.lmlを加え同様にして測定する。

計算

予め第一図の如く標準溶液を用い，基準グラブを作

成しこれよめ求められる。

3. 「血清事の透析l陸Caと無機燐との相関についてJ
第 10回東京都衛生局学会く於日本医師会館講堂， 6

月27日〕 柳沢文正 5)

永瀬喜代子

健康な家蒐を用いて，血清中の総Ca，透析性Ca，無

機燐，蛋白及びMgを測定した。其の結果血清中の透

析性 Caと無機弊との聞に図の如く明瞭な拍闘を認め

た3 とのCa及・びMgの測定には柳沢法を用いたが，上

の実験値よりしても，透析性 Caの定量法はEしいも

のと推定される。借家蒐の採血量に依り，血清中の上

記物質に変動

あることを言忍

めた。即ち多

量の採血は実

験上非常に誤

謬を来L~1い

ことを指摘し

た。 く第二図

第三図参照〕

うI’二図 解底直宮司会島合
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計算

標準溶液の水の硬度はラ度であるから，三大の式から

求められる。

う

力日えた被検水のml

硬度が 10.＿以上の場合は試薬（1）全 2倍或いは3倍に

い標準溶液の硬度を 10度にすると同様に求められ

る。

向標準溶液を毎日作製する不イ更を除くためには，試

薬（4）の如くフクシンとメチレンプラウの代用標準液を

作成しておくと便利である。これ等は槌色しないので

永く使用出来る。

2. 「カルシウム新定量法く第3報） ..・血清カルシウ

ム，血清総マグネシウム及び血清透析1生マグネシウム

新定量法J
第 24回目木生化学会総会， t万全神戸医科大学， 5月

4日〕 柳沢文正 1)2）めの

試薬
(1) 2.ラ× 1Q-4mol クロ~；レブエノ戸Jレアゾジオキ

シナフタリンジスルブオγ酸ナ干リウム溶液

(2) 0.2 N苛性曹達溶液

(3) 10 N苛性曹蓮溶液

(4) Ca及び Mgの標準溶液く各iml中に Ca及び

Mg 20yを含む〕。

硬度

実施

新鮮な血清 0.1mlを放牧管に取り，これに蒸溜水

を加えて 0.ラml とする。とれに試薬仕）を 2ml，試薬

(2）を 2.5ml加える。盲検液としては， 血清の代りに

蒸溜水 0.5mlに試薬（1）及び（2）を加えたものを用い

る。これをガルパノメ｛グ｛の30%の目盛く或いは40

‘又はラO〕に合せ 620m/r）， のフヰルグ｛を用い， 3分後

光電比色計で測定する。これはCaとMgとの値であ
24 
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4. 「カルシウム及びマグネシウム代謝〈第1報ラ」

第68回日本生化学関東支部会，於日本大学医学部講

堂， 7月12日〕

5. 「疾病の血清カルシウムイオン量（第2報〉一

結穂並に癌患者白血清カルシウムイオン量について」

く場所，期日，同上〉 永瀬喜代子 8)
柳沢文正 5,6ノ7)

永瀬喜代子

柳沢法により健康人を対照として，結板患者52名，

癌患者38名について血清カルシウムイオン量た測定比

較した。

第一表の如く結棲愚者はカルシウムイヂン量け健康

人に比し稿低い位で， 第二表に示す如く McLean& 

健康な家蒐を用いて， Parotinく耳下腺抽出物質〕

の Ca, Mgに及ぼす作用，叉副腎白府出の場合の影響

を見たが， Parotin に於ては無処置の場合に比し，

総 Caを低下せしめるがy 透析性 Caには大して変

化なく，副腎摘出の場合は著しい総 Caの低下を起す Hastin.gs法く第六図参照〉の理論値とも近似値を示

のを見た。 く第四図，第五図参照3 L，イオン化率も健康人と殆んど同様であった。第三

第四図 第五図 表に示す如く癌患者は健康人に比し血清

rAJパロチッ皮下注射の場合

パロチγ 5 mg 

l回 2ml 採血

15 

2 4 6 e 
関 M

【B】パロチン静脈注射の場合 カルシウムイオン量は約 l.4mg/dl 低

パロチンラmg注入 く，第四表の如く理論値とも 1.lmg/dl位

l 回 2ml 採血 の相違があり，イオン化率も著しく低

く，健康人に比し12%近くの不足を示す

ことを見た。其他の総Ca，無機燐に於て

は健康人が梢高値を示し，総蛋白に於て

は三群共に同程度であった。

同－ti
j
i
 

p

’
 

．
 

情
。ロS

 

A
叫内£

φ
ι
4
1
n
u
 

第1表結稜患者誼びに健康人の血清カルシウムイオン量

( ＇＇－－－－－ぞ千守竺 l包川diI込／dl

結核？者 l 4 I 21 I 14 I ul 2 I 4.山 gldl I 三
健 康人 l2 I 22 I 21 I 16 I 5 I 4必時／dl I 

第 2表結核患者並びに健康人の McLean& Hastings法

による血清カルシウムイオン量

1寸ぞとオ ｜ 3～ 4～ 平均値 合計人数mg/dl mg/dl 

結巌息者 l寸 30 4.00mg/dl I 52 

健 康 56 4.29 mg/dl I 66 

く67) 



第3表癌患者並びにf建麗人の血清カルシウムイオン量

、h士ご~l 弘件dl I包件1I 込~d；弘／d~r5~／dl
癌患者 l 5 I 12 I 8 I ヲ I 2 I 0 I 

健 康人 io I 2 I 22 I 21 I 16 I 5 I 

平均値
mg/dl 合計人数

3.04 mg/dl 32 

4.43 mg/dl 66 

すヤ大図 、ト'1cle11h&H21<;;tings 3圭

円血z高イ汁シ測定義

第 4表癌患者並びに健康人の McLean& 

Hastings法による血清力ルシウムイオン量

対空ワ13~／dl I叫：／d• I 

患者 III I 20 I I I 

健康人 I10 I 56 I 0 I 

数人計合
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6. 「カルシウム新定量法く第 4報〕…

血清無機燐の新定量法J：く場所，期日同上〕

柳沢文正 10)

小笠原 公
柳沢法に依る Ca及び Mg新定量法を聞いて，血

清無機燐の定量を行った。

13£1こCaの定量にはRoe&Kahnの如く Caを無機燐 1

と結合せしめ，間接的に無機燐を測定す・ることにより

Caを測定する方法が発表されているが，！我々はCaを

簡易に測定出来ることからしf，逝に無機燐を間接的

に測定した。

平均値
mg/dl 

4.13 mg/dl 32 

4.29 mg/dl 66 

加えて除蛋白をする。この溶液 lmlに5N苛性曹達溶

液 0.2m1を加え更に Caの標準溶液 0.2mlを加える。

此を%。Cの恒温槽に1ラ分間入れ放置する。取り出し

て直ちに冷水中で冷却する。 此にラN苛性曹達溶液

0.8ml, 2.ラ× I0--4molグロ｛ルブエノ｝ルブゾジオキ

シテフタリンジスルフホン酸テトリウム溶液 4ml，蒸

溜水 3.8mlを加えて全量 lOmlとして， LeitzRouy 

.Photrometerく640mμ〕で Blankをtrancemittance30

%に合せて測定する。

測定値は基準曲線を用いて， Ca畳を求めてこれよ

り血清無機燐を測定出来る。

7. 「食品マグネシウムの新定量法」

第 7回日本公衆俺生学会（於札幌医科大学， 8月15日〉

柳沢文 JE11) 

藤井嘉寿方法は血清 0.ラmlに 10%3塩化酷酸溶液 2mlを

第 5表新定量法の測定値と Schwar Zenbach法巳ょった測定値との比較
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フタリンジスルプホン酸曹達i容液2.Oml，更にo.2N苛

性曹達溶液 2.5mlを加える。 Blankとしては被検液

の代ちに蒸溜水を用い，これをガルパノメ｛グ｛の30

%に合せ 640mμ C又は 620mので光電比色計で測定

するのである。本法は Ca及び Mgにより染料が紫よ

り赤に変化するので，肉眼的にも容易に測定出来る簡

易な定量法も可能である。本法と石鹸法及び E.T.A.

法とを比較したが， この点に関し仔細に検討した結

果，第六表に示す如く正確徴量測定及びCa,Mgの別

個の定量が可能の点で一番優位で‘あると思われる。

の比較

｜石鹸法

｜出来ない

l肉眼

I 50～ lOOml 

度 I0.005～0.002 D.H. I 0.3 D.H. 
I co.01～0.04 P.P.m.) Iσ.3 P.P.m.) 

妨害物質 lFe, Ni, do, Mn, ｜各金属が妨害する
I Al.微量は妨害されぬ ｜ 

所要時間｜ラ～附 I 1 時間

温： 度 ｜影響ない I 30,...__,35。C で行う

個 人 差｜全然ない ｜ 大きい

｜ ｜ 泡長が液面に起生して
終 i 末 点｜紫色ー赤色 I 5穿間消えな民点

算｜聞くグラ3 による〉 い間に複雑
生物の応町一云J~~ －－1示可能

大藤節子

柳沢i去を聞いて食品の Mgを定量した。 従来の方

法と比較して次のようであったα 第五表はその一括し

た結果で、ある。

8. 「水質硬度の新定量法〈柳沢法〉と他法との比較J

く場所同上， 8月17日〉 柳沢文 IE1)2) 

小笠原 公

柳沢法に依るCa及びMg新定量法を応用して水質硬

度の簡易微量定量法を確立した。本法は被検液0.5ml

に 2.53く104molグロ戸ルフエノ戸ルプゾジオキシナ

第 B表 E 法

｜相
Ca:とMg分自住日盃tこ分け山

法｜肉眼
｜光電比色計

法沢

7]¥. 量 I0.2～ 0ラmlの

精

計

9. 「Ca及。：~Mg代謝く第 2報〉」

第69回日本生化学関東部会く於東京大学医学部， 11

月25日〉 柳沢文正勺7）り

永瀬喜代子

小笠原公

今回は CaC12溶液， MgC12溶液， ゼグミン K,

トロンポフ。ラスチン，へパリン，コルテ戸 1、等の物質

を家蒐に静脈注射し，血清Ca,Mg, P，蛋白， pH，血

液灘間時聞を測定し，その消長を調べた。（1）ピグミシ

K3く30～IOmのを注射した場合透析性Caは増加し，

Pは低下ずる。

この場合透析性 Caは24時間後も増加を持続してい

る。そのために血液援国時聞は注入前より早くなる。

く第七図，第八図〉

く69) 

I E. T. A 法

｜困難である

｜肉限

I 5～ ω 

｜影響ない

I 割合に少ない

l育色一赤色

｜計算式による

l不可能

0.05～0.0056 D.R. 
く1～0.1P.P.m.) 

第2麗，第4周期の金属全
部， Ca, Mg, と同様の
発色をす Jる
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(2) 干ロンポプラスチンく0.8mりを注射した場ー合

は透析性 Caの多少の増加が認められるにすぎない。

く第九図コ
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但） Heparin く20........ lOmg）を注射した場・合は，透

キ1T性CaとPとが共に変動し， Mgの増加が認められる。

く第十図〉

(4) CaC12 ~容液 (30mg）を注射した場，合は多少透析

性Caの増加が認められPは逆相関になるし， 透析性

MgもPに平行Lて低下を示すが，多量（ラOOmg）注射

した場合は総 Ca,Ca＋ヘ総Mg, Mg++, P共に一時

的に増加する。然し芙の後は注射前と同じかそれ以下

に低下する。血液鏡匝~時間も一時的低下である。
く第十一図，第十二図〉
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(5) MgC12溶液（ 4mg）の場合はMgの増加は示

さず却って透析性 Caの増加が認、められる。多量く100

mg）の場合は総Mg，透析性Mg共に増加し総 Ca と

透析性Caが低下する。 く第十三図，第十四図〉

以上の薬物注射の場合，血清透析性 Caの変化と共

にPの治相関， 及びPと透析性 Mg との相関が認め

られ，この：場合透析性 Caが増加するときには，血液

援固時聞が注射前より早くなる。即ち逆相関である。

但し CaC12, MgCI2 溶液を多量に注射した場合，

Ca, Mg, P共に一時的に上昇を示すQ pHに就いで

は透析性 CaとPとが逆相関にある場合，透析性Caが

増加するにつれて Alkalosisになる傾向があり，叉透

析性Mgの増加が著明なときにも，同様 Alkalosisに

なると思われるが，これらについては更に研究の余地

ヵ：ある。
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10. 「水質硬度新定量法くE.T.A.法の批判） J 

く場所，期日向上〉 柳沢文正 12)

小笠原公

E.T.A.法はCa及び、Mgのみを含有する検7.kには石

齢、法に比し正確である。しかし E.T.A.法は Ca及び

Mgを分けて測定することは困難且不確実である。叉

妨害物質多きため，このようなものを含む検水には適

当な方法を講ずべきである。第七表に掲げる結果の如

く水質硬度測定， Ca及ひ；
いると信ず、る。

第7表 Ca & Mg標準溶液を用いた測定結果

Ca mg/dl I 10 

Mg mg/dl I 10 

鞭くP度．理P.論M値.）＼ オラ1¥ 67 

E.T.~M法．〉｜｜ 66 
くP.P

石く；P.鹸P、.M法．〕l｜ 40 

Ca mg/dl I 10 

Mg mg/dl I 10 

硬くP.P.M度．〉｜｜ 67 

11. 「スッポンの血液分析」

第23回衛生研究所研究会く11月8日〉

柳沢文正 13)

小笠原公

スッポンの血液を分析した結果は，次の第八表の如

くであるα これは天然及び飼養のものと異る。叉いし

がめの血液分析とも異る。前血清透析性 Caが多量に

あることによりこの血液にはピグミンKが含まれてい

ると考えられその吸牧曲線を測定した。

その結果は第十五図に示す如くで，飼養のすっぽん

血清は 2-Methyl-l,4-Naphthoquinone 重亜硫

酸ナトリウムのアルカリ溶液くVitaminK3）と同じ政

牧曲線を示すことから，同物質が多量に含まれている

ものと思われる。天然すっぽん血清は血清透析性 Ca

が少いのと関連し，政牧曲線でも Vitamink に近い

曲線が見られなかった。
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第8表すっぽん及びいしがめの血渡分析

｜飼養すっぽん｜天然すっぽん｜ぃ し iJ.~ め

ヘモグロ ゼ ン 4. 35 rng/dl 一 一

血清総カルシウム 19.2 II 13. 2 rng/dl 9 .7 n1g(dl 

血清透析性カルシウム 12.8 " 8.5 " 3.9 " 
血清結合カルシウム 6.4 II 4.7 II 5.8 " 
ピ リ Jレ ビ ；γ 0.18 II 一 一

血 糖 51.0 II 一 一

血 清 蛋 白 4.0 g/dl 4.1 g(dl 4 .8 g/dl 

残 余 窒 素 14.0 rng/dl 一 13 .0 rng/dl 

血清総マグネシウム 2 .1 II 3 .1 rng/dl 一

血清透析性マグネシウム 0.85 II 1.5 II 一

血清結合マグネシウム 1.25 II 2.0 II 一

血 清 伍 機 燐 3.0 II 一 1 .1 rng/dl 

P. H. 7.3～7 .4 7.3 酸性

＃，十百回 1”， ；.＂~h議官 Vot•minK巳＇＞ n!i吐曲噌

12. 「ビタミンKの新作用機摩J

第23回衛生研究所研究会く11月8日〉

柳沢文 E日）日〉

永瀬喜代子

小笠原 公

ビタミンKは血液凝固因子の一つ，プロトロンピン

の生成を促進して止血作用を営み，又大量投与によっ

て網状織内被細胞系に作用して，組織の水分代謝に与

ると言われて来た。余等はカルシウム代謝の研究を行

っている際，ゼグミンKを静脈注射した場合，血清透析

性Caの増加を認め，この際illl.清IT総 Caの不変なるこ

とを知った。この場合，無機燐，血清 Mgは逆相関に

あるーしかも血清透析性Caが増加す『ると血液援問が

促進される。このことよりピグミンKには血清透析性

Caを増加せんとずる新しい作用があると考えられる。

13. 「赤血球新生促進物質についてく第3報〉」

く第78回新潟医学会例会，於新潟大学医学部， 11月15

軒
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柳沢文正 14)

永瀬喜代子

既に有山，柳沢に依り赤血球基質中に，赤血球新生

促進物質のあることを報告Lた9 今回はこの抽出法に

日〕
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改良を加えた。而して此の方法による物質も無処置の

場合の約半分の日数で快復した。他の薬剤では葉酸が

最も有効で，次いで混合アミノ酸製斉I］，グリコ戸ゲン，

葉緑素製剤等が有効である。ピグミンB肋乾燥人血紫

共他は無効であった。

14. 「癌の化学的診断法」

第ラ回臨床病理懇談会例会く於東京大学医学部12月

23日〉 柳沢文正日）14)15)16)

癌患者血清の酸性燐酸酵素がコパJレトの添加に依り

賦活性を示すこと，同血清の阪牧曲線が健康人と異る

ことより，診断が出来ることを報告し，更に癌患者血

清の透析性 Ca量が低値を示すことを、述べた。此等の

？？十両目 イ定康人丘a.i畠町時晴曲組

350 4~シ 4•。 5ρ。ヨ，， ooo 650 700 750 B•o, 
、￥AVE LENG,TH •llLLIM"RONS 

文献

1J柳沢文正：「カルシウムの新定量法第5報，血清

マグネシウムと水質の硬度新定量法」新潟医学

会雑誌， 66年， 12号， 837,1952 

2）標準生化学実験法く車行本〉「無機微量分析」 1953

3）， 柳沢文正：「カルシウムの新定量法第 7報，血清

マグネシウムと血清マグネシウムイオンの新定

量法」新潟医学会雑誌， 67年， 3号， 353, 1953 

4）柳沢文正：「血清CaとMg並に血清透1fr1l＇生 Gaと

Mgの新定量法」日本医事新報第1475号

〔2552〕－32, 1952 

り柳沢文正：東京都衛生局学会誌：第10号，引，1952

6）柳沢，永瀬，小笠原：「ピグミンKの新作用機

序，第 1報J日：本臨床， 4月号， 83, 1953 

7）永瀬喜代子：「疾病の血清カルシウムイオン量

く第 1報〉，疫痢の血清カルシウムイオン量につ

いてj新潟医学会雑誌， 67年， 2号， 176,1953 

8）永瀬喜代子：「疾病の血清カルシウムイオン量く第

2報〉，結核並に癌患者の血清カルシウムイオン

量について」新潟医学会雑誌， 67年，3号， 1953

諸事実は一般臨床検査として直ちに取上げ得．るか否か

は疑開であるが，少くとも完備せる臨床検査室では一

応実行し得る方法であると信ずる。

第十六図，第十七図は健康人ど癌息者血清政牧曲線で

ある。く文部省科学研究助成補助金により行われた。〉

結語

以上の研究報告は概要のみを記載したので，その些

細な研究結果は原著を御高覧下さい。借これらの研境

は殆んど継続されているもので，未だ発表されていな

いものもあるが，その点は御了承願いたい。

く終りに研究に際し御支援を賜った本研究所長新井養

老氏並びに細菌部長川路利／I原氏及び当課各位に深謝

する。〕

o~.！－司－－嗣－－ー四戸田ーーーー一一一一一
山 4・;, ~；；； 500 .,,., 6曲四四 一

W W E  LEtJG冒τHM比J.-<Mi<RONS 

9）柳沢，永瀬，小笠原：「ピグミンKの新作用機

序，く第 2報〉」日本臨床， 5月号72, 1953 

10）柳沢文正，小笠原公： 「カルシウム新定量法

第8報，血清無機燐の新定量、法」新潟医学会雑

誌＇ 67年， 4号， 31久 1953

11〕柳沢，藤井，大藤：「カルシウムの新定量法（第

10報〉，食品マグネシウムの新定量法J新潟医学

会雑誌，近号発表

12）小笠原 公： 「エチレンジアミンテトラ酷酸

くE.T.A.法〉の二， 三の吟味J医学と生物学

5月号， 14ラ， 1953 

13）柳沢文正，小笠原公：未発表

14〕柳沢文E，永瀬喜代子：「赤血球新生促進物質

（第3報〉，新抽出法と他薬剤！の効果に就玄J新潟

医学会雑誌， 67年， 2号， 192, 1953 

Iラ〉柳沢文正：「血液の微量定量法並びに酸性燐酸酵

素による癌診断法について」生化学 22巻，第

4一日号， 183, 1950 

16）柳沢文正：「癌の化学的診断法J臨床病理第3

巻， 284, 1953. 
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浴場水の大腸菌群検出卒ど

一般細菌数及び汚染恕限度に就u、て

生活 衛生 部 環境課斎 F暴 功

こLに云う浴場水とは，浴湯（以下浴水と記す〉の

外浴槽縁，浴槽側面，琉じ場等の水を総称する。

工 入浴が身体の清潔並保健上人間の日常生活にと

って必要であることに就ては，事新しく賛言を費す必

要はない。浴場はたどに保健上必要であるのみでな

く，大乗的な簡易，軽費の一種の慰安乃至レタリエ｛

シヨン施設であ志ことも亦何人も認めるところであろ

う。

ところで入浴に伴う衛生上の問題は，欧米諸国に於

ては入浴は殆ど個人風呂で，浴湯も一人毎に取り換え

得るし，叉我国よりも公衆衛生状態が良く，伝染病も

ー般に少いので，現在では余り問題にならないが，我

国に於ては入浴は公衆浴場の利用が多く，一般に混浴

である為，戦前から屡々問題となり，特に務戦後は各

地で種々の弘意~~ktこ。とれに就ては私は既に度々
触れて居るので，こ主に再読しないが，最近は終戦前

後に較べれば公家浴場も大分きれいになってきたとは

いえ，昭和26年度の我々の調査した浴水の細菌数制）を

戦前昭和10年噴の川路氏等の成績7）と比較すると略10

倍の多勢であるー私は公衆衛生の見地から浴場の空気

や71':の泊、毒をも情況によっては必要と考え，特に浴水

中の剤、菌を対象とするクロラミン消毒法青提唱したが，

浴水をプ｛ル水のように消毒しない迄も，せめて明確

な汚梁恕限度を設けることが，大栄の健康を守る為緊

要であると信ずる者である。文化生活に於ては大家保

健の問題は社会の最重要問題のーっとして取上げらる

べき性質のものであるが，我国の現状は必ずしもそう

でなく，未だ世の汚れを知らない少，幼女が公家浴場

で弥：疾感染を受けた等ということは文明社会の恥辱で

来る。本報に於て私は浴場水の大腸菌群検出率と一般

細菌数との関係を数字を挙げて明示し，更に浴場水の

汚染恕限度に就て論及してみたいと思う。街浴場水の

試験報告には大腸菌群誤験結果が併せ記載されている

ことが多いが，ヌド報の如く一般細菌数と大腸菌群試験

成績との関係を統計的に調査した報告は未だ無いよう

である。

II 資耕及び調査方法

昭和26年度調査制）の1ラ浴場く内 7ケ所に於てはグ

ロラミン合浴水及〆び上か湯に投入して消毒実験を行っ

た〉の現場試験成績によった。

ヌド試1験の試験術式は飲料水検査指針に準じたが，大

腸菌群試験の供試浴水量は lee とした。信昭和2ラ年

度の浴水調査資料により供試浴水量 5cc及び IOccの

場合に就ても少しく検討したが，飲料に供しない水の

試験に於てか Lる供試水量を採ることの適否にも疑問

があるのみでなく， 5-lOccで‘は大腸菌群は浴水汚染

の軽度な時にも既に高率に検出されるようになるの

で，この場合の成績は本報にては削除した。

検7J~採取は滅菌ピペットによったが，可J倹水量僅少
で2cc以ヤの場合は滅菌小ガ戸ゼ片で被検部位を排拭

したものを IOccの滅菌生理的食塩水に技じて可検材

料とし7こ。

以上の如くして得た浴場氷の細菌試験資料を、一般

細菌数く以下車に細菌数と略記す〉の多少に従＼＂＇， 6階

級（細菌数千以下，千～五千，五千～一万，一万～五万，

五万～十万，十万以上〉に分け，浴水，浴槽株，浴槽

側面，洗場等各；決7kの採取部位毎に各階級内の大腸菌

群陰，陽例数を調べた。各資料の統計的処理をなす場

あって，繰返しではならないことである。 ； 合の危険率（α〉は5%以下としたJ

浴場水の衛生検査法としては，大腸菌群誌験は必ず ]Il 成 。績

しも充分なものではない。洲；菌汚染等も浴場に於ては 1）浴場内検水採取各部位の細菌数と大腸菌群検出率

常に考慮を要するものであり，しかも淋菌汚染は大腸 く第1,2, 3表〉

菌群や一般細菌の未だ少数な，入浴閉始後まだ早い イ〉浴水，浴槽紘，洗場の場合（第 1表の成、績に就

時刻に起る慎れの多いものである。然し叉このような て〉

事情があるから却って大腸菌群誌験や一般細菌数試験 第 1表の可読水の採取は総て減菌ピペットによつ

は，浴氷の汚染度判定上有力で‘あると考えることが出 た。資料は上のEに記したように遁常状態の浴場に於

本報告内容抄録は東京都立衛生研究所事業月報，第41号＇ 36頁，昭27,8月に掲載されたq
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けるものと，クロラミン消毒を施行した浴場に於ける

ものとを含んでいるので．表中前者をクロラミンくー〉

とし，後者の例をクロラミンく十〉と記して 2大別した。

更に之等の検査例は大部分入浴時間中のものである

が，少数ながら入浴開始前の例が鐸回入っているの

で，入浴前の例た含んでいる全例の場合と，入浴前の

例を除外した場合とに2大別して観察してみた。

第 ii喪を観ると，部位の如何にか Lわらず，細菌数が

多い程大腸直群検出率の高まることは明瞭に看取され

るが，細菌数が同程度の各階級内の検出卒は部位の如

何にか Lわらず大差ない様である。この点に就き検査

部位の恥何に拘わらず任意の 2つの標本百分卒者？採

り，四分表の検定法に従い Yatesの，修正をして差を調

べてみると，第 1表中］を附した僅か数例以外は，何

れの 2つの百分率の聞にも有意の差が認められなかっ

た。この数個の百分率も殆んどが所属例数30以下の例

数の少い百分率の場合である。即ち第 1表の同一階級

内の各百分率の聞には何れも有意の差は認、められない

と言うことが出来よう。 このことから本報告に於て

は，第 1表の浴場水よりの各階級別大腸菌群検出率に

就て検査場所の如何を問わず」；！、下のことが言い得ると

思号。

くi〕浴場水よりの大腸菌群検出卒は，入浴前の例

く但し例数は少い〉を含む場合と，除外した場合（即

ち入浴中のみの成績〉との聞に差が認められない。

くii）普通浴場水と，グロラミン含有水との間にも検

出牢に差が認められない。

iii）浴水，浴槽縁，洗場等検7k採取部位が遣っても

検出卒には差が認められない。

以上により浴7J<，浴槽検，洗場の成績を一括合計し

て，浴場水の階級別大腸菌群検出率を出すこと Lした

く第 l表参照〉。

ロ〉被検個所より検7,kを滅菌ガ戸ゼ片にて採取せる

場合（第2表のJ成績に就て〉

之は主として浴槽側面の成績であるが，浴槽紘等の

例をも若干含んでいる。木表の作成要領は第 1表に於

けると同様で．あるから読明を省略するが，品目菌数によ

る階級区分は第 1表の場合よりー桁下げて百以下，百

～五百，五百～千，千～五千，五千～一万，一万以上の

六階級とした。菌数の比較的少い官!Jが多かったからで

ある。 ヌド表の内容を観察すると，傾向的には第 1表

tこ於けると全く同様であり，上のイうのくりくii）くiii)

に述べた結論は本表に対しても成立し，叉細菌数一百

以上の場合は一万以下の場合と大腸菌群検出率に有意

の差が認められる。然し第 1,2表の同階級の大腸菌群

検出率を比較すると，一般に第 l表の方が第2表より

も大きいと言ってよいと考えられる。即ち細菌数千以

下及び一万以上では第 1表が大で，この中間では差が

認められない。

ハ〉入浴開始前の浴場7J<の場合（第3表のj成績に就

て〉

木表作成要領は第 1,2表と同様である。一般に例数

が少ないが，合計したものに就て第 1,2表の成績と階

級別に比較すると，予期される如く，大腸菌群検出率

が第 1,2表より可成低い傾向があり，特に細菌数一万

.l;l上の場合にとれが明瞭である。即ち細菌数一万以下

の場合は検出百分率に差が認められないが，一万以上

では第 1,2表の方が夫れ夫れ大である。 第3表では

細菌数も一万以下の場合が多い。

これは第1,2表の成績と相侯って細菌数一万以上の

時は浴場水の汚染が相当注意を要する状態に達するこ

とを示すものと考えられる。

ニエ〉浴場水の階級別標準大腸菌群検出百分率

上述の如く検71'くをピペットで採取した第 1表のJ成績

に於ては，細菌数が同階級なる限り，クロラミン含有の

有無や検水の採取部位（浴7J<，浴槽糠，洗場等〉の如何に

関せず，大腸菌群検出牢に差が認められない。然し同

階級の検出牢を第 1,2表に就て比較すると，有意の差

がある場合が多く，一般に第 1表の方が大きい。第1

表は検水を検査個所からぜベットで採取し，第2表の

誌験でイ主検査個所を滅菌ガ戸ゼ片で排拭して可検材料

としている。即ち検7J<採取法が違えば階蔽別大腸菌群

検出卒に差が生ずる。次にノウから入浴開始前の浴

場水は入浴中の場合よりも大腸菌群検出率が低いこと

が分る。それで先にイ〉に於て第 1表の浴7J<，浴槽繰，

洗場の成績を一括合計して階級別大腸菌群検出率を

考えたが，この内入浴前の成績：を除外した階級別合計

百分率を以て階級別標準大腸菌群検出百分率とするこ

ととした。この標準百分率と第 1表内個々の百分率と

を，同階級のものに就て有意の差の有無を検討してみ

ると，僅か一例を除けば全例イ可れも差が認められない

く第4表参照〉。

この標準百分率によれば，浴場水の階級別大腸菌群

陽性率は細菌数千以下の時37.2%，千～五千57.,0%,

五千～一万55.1%, 一万～五万82.5%, 五万～十万

90.5%，十万以上旬.9%となり，一万以上は特に検出

卒高まり，五万特に十万以上は殆ど 100%に近いとと

が分る。細菌数一万以上の場合は浴場水の汚染が相当

c 7う？



注意を要する状態に達することは，先にハ〉の入浴開

始前の浴場水に就ても示唆されたが，こ Lに見られる

ように大腸菌群検出率の著しく高まって来るととから

も，確実な根拠を与えられると考えてよいであらう

（第 1表参照〉。

2）階級別大腸菌群標準陽性率の信頼限界と当該階級

内各百分率の大きさとの関係く第5表〉

上述の如く各階級別標準大腸菌群検出百分率と，夫

れ失れの当該階級内各百分率とを比較した場・合には，

殆んど有意の差が認められなかったがく第4表＼大腸

荏群陽性率を%で示した場合を第 1表に就て観察する

と，標準陽性率と当該階級内各百分率の陽性率との絶

対値の差は，大体に於て百分率の大きさく例数〉の大

なるものに於て小で，小さい百分卒に於ては差が大な

る傾向があるようである。この点をもっと明瞭？こする

為標準陽性卒の信頼限界〈上，下限〉を算出してみる

と第 1表最下段のようである。各－階級内諾百分率の示

す陽性卒%の絶対値が，当該階級の標控陽性牢の信頼

限界内にあるか否かを調べて，諸百分率の大きさ別に

集計表示したのが第5表である。

これで見ると百分率の例数が少い程標準｜湯性卒の信

頼限界外になる翠が多く， 9例以アーでは殆ど全部が限

界外となり， 30例以下では尚限界外にある場合が多

く＇ 30例以上で漸く大多数が限界内にあるようにな

る。依て浴場水の大腸菌群検出翠をjえする場・合には，

少くも30～40例以上を集める必要があると忠われる。－

IV 浴場水の汚染恕限度

浴場水の試験成績．報告は従来多数にとっているが，

汚染惣限度の考察は多く行われていない。先に筆者等

はこの問題を検討したことがあるが8），当時の資料の

みを！以てしては尚種々の考察に不充分な点もあって，

細菌学的に恕限度を求むることには困難が感ぜられた

ので，取敢ず透視度 lOcmを浴水汚染恕限度としたこ

とがある。然しこの調査は昭和23～24年のものであっ

て，当時は終戦後の極度の窮乏状識の影響が未だ残っ

ていて，浴水も相当不潔であったがp その後四Vr次改善

され昭和26年頃には濁度が減じてきて透視度 lOcmに

主主する浴場は殆ど実際には皆無となり，花つでこの恕

限度は現実的には意味が少くなり， 20cm位に緩和す

ることが関係者の聞で考えられている状態である。濁

度乃至透視度は浴水の化学的試験成績と相関々係を有

することは一般に首肯されるところでp 濁度の高い浴

7kは細菌も先づ多いであろうとの推累も一応許される

だろうとの者で濁度は取札上げられたのであるがs こ

の考は概念的には略妥当なものであっても恕限度の具

体的設定には何等の方法を供するものでない。上越の

透視度 lOcmなる規準は，浴客に現に入浴中の浴水の

澄明度の我1呈し得る最低澄明度として回答された値で、

あり， 20cmは其後の調査で測定者が一般的に言って

比較的不良と認めた値で、あって，何れも恕限値として

の明確な衛住学的根拠に乏しいものであるから，恕限

度判定のー参考に供し得るに過ぎない。

浴水の塩素イオン，過マンガン酸加里消費量，沃度

消費量，アンモニア性窒素p 総窒素， j掲度，蒸発残澄

其イ也の理化学試験J成績は，それぞれ浴水の汚染を示す

に役立つが，然し浴場衛生の本質が伝梁性疾患予防に

ある以上，とれ等の試験は木宋細菌試験に比べて意義

が少いと云わなければならない。その上これ等の理化

学試験成績は多数浴場に就て調べてみると細菌数と必

ずしもよく対応しないととは，｜略一般に認められてい

る現象である。亜硝酸性窒素は入浴時間中途から却っ

て減少するようなこともあるが，其他は一般に漸増す

るのが常であるが，これ等の増加状態は各浴場によっ

て異なり，従ってこれ等’の諸項の値も多数浴場の聞で

は，大小相対応する相関性は大でない。3)8）細菌も入浴

開始後増してくるのが普通であるが，余り増加しない

場合もあり，増加する場合は連続的でなく，増減を繰

返しながら波状に増加して行く。斯く増加状況も化学

物質の場合と異なつ－ている。浴水中の化学物質は何れ

も特別人体に有害な物質でなく，量的に云っても多い

時でも合計して数千分の一位含有せられるに過ぎない

のであるから，浴水の庄生学的汚染恕限値の設定に直

接的関係を宿すべきものではないのである。

次にi谷水の細菌学的試験も，一般細菌数と大腸菌群

試験に止まり直接病原菌の試験青行わない限りは，木

質的には浴水汚染の直接的試験でない点で，理化学試

験の場合に類似するが，然し乍らこ ~'l等の細菌試－験は

水の衛生試験の現段階に於‘ては，水の細菌性汚染の判

定上最有力のものであることは一般に認められている

ことである。浴水の細菌試験と理化学試験とは，その

結果の相関が特に異なる浴場の間では一般に余り大で

ないことも大方の認むるところであるとすれば，浴水

の細菌性汚柴度判定上細菌試験が理化学試験ょのも遥

かに有力であることに就て疑問の余地はあるまいと思

う。

一般細菌や大腸菌群の試験は特に腸管系伝染病く及

化膿菌等〉の危険を推知するに有力であるが，浴場で

問題の淵、疾其他の性病菌や皮膚病菌等の危険を推知す

く76) 



るには不適当である。然しこれも考え方で，浴場水試

験として Iの一般細菌や大腸菌群試験の効果を必ず、しも

減ずるものではない。これ等の試験で汚染水と判定さ

れるような浴場水は，腸管系伝染病感染の危険を伏賦

するのみでなく，入浴開始後聞もない早い時聞から既

に惹起される危険のある性病菌汚染を受けていないと

も限らないのであるから，反対に少くも浴場水は一般

細菌や大腸菌群試験からは，衛生的に許せる限度のも

のでありたいと考えられるのである。それならばどの

程度を許せる限度とするかというと，従来はこの点に

就て適確な決定法が見出されなかった。これは叉細菌

群；験を浴場水の汚染恕限度判定に用いようとする場合

の事実上の障碍でもあったのであるが，私はこの点に

就て本報の資料に基づいて考えてみたい。

浴場水は何と言つでも本来飲食に直接関係あるもの

でけないから，飲料適のものは理想的ではあるが非現

実的なるのみならず，先づ不必要であらう。私は浴場

水汚染恕限度は大腸菌群及び一般細菌試験からみて完

全に或は略完全に汚染され初める状態を以て恕限度と

するのが略ぼ適当と思丸木報の成績．から細菌数 1万

以上は 1 万以下の時より念、に大腸菌群検出率泊~55%か

ら83%迄高まり，更に5万以上では 100%に近づくこ

とが観られた。 I但しこれは何れも検水 leeに於ける成

績である。これから浴場水 leeに於て細菌数日万或は

1万，且つ何れも大腸菌群試験陽性の状態合以て，夫れ

夫れ浴場水の完全或は瞬完全汚染の起り始めた状態と

考え，とれを以て恕限度とするのが適当であろうと忠

弘更に細菌数 1万，ラ万の何れを選ぶかと云えば，

上の成績からみてヰ直に言えば 1万を選び度い。然し

実際にはこの 1万と云う数は入浴中比較的容易に突破

されることが多いので，現実的には相当巌重な規準と

なる倶れが多いようであるから， Ht譲ってタ万とす

る方が現在としてはー唐適当と思う。浴場の衛生状況

が更に改善されたならば改めて 1万を採ること Lした

い。但し夏期凡そ 7～9月の聞は大腸菌群に比べて一

般細菌がある程度一方的に増すようであるから，完全

及び舵完全汚染標示細菌数を夫れ夫Jl.10万及び 5万と

十るのが適当と思う 03 7) 

向絞りに細菌試験の為に一言辞じて置くが，入浴時

間の経過に伴い時間的に何回か浴水試験者f行う場合，

理化学的汚染が連続的に漸増十る時にも細菌数の増減

が繰返されることがある。これを以て試験の信頼性が

理化学試験は大きく，細菌猷験は不定であると考える

のは当らないq か Lる事は浴場水の細菌試験に於ては

起り得ることで，異とするに当らない。

V結 論

1）浴場水よりの各階級別大腸菌群検出卒に就て，

検査個所の如何を関わず以下のことが言い得る。

(i）入浴前iの例少数を含む場合と，これを除外した

入浴中のみIの成績との聞に差を認めない。

くii）普通浴場水とグロラミン含有浴場水との聞に差

が認められない。

くiii）洛ヌk，浴槽縁，洗場等検Jk採取部位が蓮つでも

差が認められない。

くiv）検氷をピペットにて採取した場合の検出卒は，

検水をガ｛ゼにて採取せる場合より一般に大であ

る。

くv）入浴開始前の浴場水は細菌数．も l万以下の場合

が多ぐ，大腸菌群検出卒は細菌数 l万以上の時は入

浴中より小で， l万以下の時は差が認められないQ

(vi）以上により入浴前及び検水をガ戸ゼ、で採取した

諸例を除いた被検各部の成績を，各階級毎」こ集計し

たものを標準とすると，検出卒は細菌数千以下の

時37.2%，千～五千57.0%，五千～一万55.1%,.一
万～五万82.ラ%，玉万～十万90.5%，十万以上95;9%

となり，一万以上は急に検出牢高まり，五万特に十

万以上は殆ど 100%に近い。

くvii）検出率を検するには一般に30～40例以上集め

る必要がある。

2）浴場水の汚染恕限度は細菌学的に定めるのが最も

合理的で且つ可能性が大きいと忠弘理化学誌験に

よる科学的合理性の高い恕限値の設定は困難が多

く，潤度等は参考に供し得るに過ぎないであろう。

恕限度は検水 leeに於て大腸菌群陽性，且つ細菌数

ラ万以上（ 7～9月は10万以上〉とするのが現在に

於ては適当と思われるが，将来は！万く夏はラ万〉

以上と改むべきである。
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浴場水の一般細菌数と大腸菌群検出率〈被検個所より検水をガーゼにて採取せる場合〉

一般細菌数 0 --100 101 -'-500 501ーし000 1, 001-5, 000 5, oo 1 -10, ooo I 10,00 1以上

大 腸 菌 群 ｜例数く十 ー〉 （例数〈十 一〉 ｜例数く＋ 一〉 ｜例数く十 一〉 ｜例数〈＋ -) ｜例数〈＋ 一〉

li 3(3~ 2 %) s(z~ ， 7~.o%) n(2t ＇~ %) 63m.3%*.7%) ‘ ~：~ti:: 16 ＝~ 
例並数

クロラミン（一〉 3f.3%6f.7 25.0%7~. 2~.5%7g.5 %ラ5.2

明0妙42。:・'%) 品誠葉語 2吋：~いF凹O 0%＇妙捌5珂20叫 位吋4~ 0明%100.嶋ω） I口1~ ！ 8.2閉捌21は8靭%＝~ 45 .0%g? ．。%） %ラ41.9 

1 5 8 54 23 3 0 
10b.0%) 。%）

ラミY（十）｛入除浴外 5切；~g.2%) 48 'r糊 4i.1%) 1~嚇J~.o 33(3g. 7%6~.3%引%） ） 
6( 0 .6 匁）

事 情 100.0:l (,4.6妙曲5吻：：；l ：：~II. Wo;8.9 吋!S(i~抑日4.4 。%100.0 －＇%：~·9：~ 29 2 27 70 10 7 3 3 13 23 
計 ｛会 (6.9% 93.1 (14.3妙ラ 17.5釧25明%）） 4.4%の35°6 36.1%~6·9%) .3%jラ4.7 

矧 （ 1 －~ 1 ( 7 4~ ( 4 
22 4.8%＇町 2 ラ2,:::ITT"; 29 13.8%86.2 

63 （~~.4965ラ .6 33 （~~.4%60.6%) 83(,4ラ7.8%42.2%)

｜ ＼ 入除浴外例前 %88.3 

第 2表

入浴開始前の浴場水の＝般細菌数と大腸菌群検出率

一般細菌数 1,000以下 l-1,001一九ooo ¥ 5, 001ー 10,000 ¥ 10, 001 - 50，州 50,0ト 100,000I 100,001以上

大 腸 菌 群 （伊阪十 一〉 一〉 i伊I］数（＋ 一〉 1例数く十 ー〉 i例数く十 一〉 i例数く＋ 一〉

浴ホIクロラミン〈コ ベら 弘） ラ（2b.oぷ1"%) I 3c。。明10~.0%) も；ー切0；明） 4( g% wci.0%) 1（み 10~.0%

f数並JI] 
クロラミンく＋〉 5（ふ%10&.o%) 2（ヰ0%50.0%) 2（品。ぷd o( g% O% ) o( g% g% ) 。（ 0% 0% 

( 1 0 ) (4; 6 %) ( 4 3 %) 3 5 %) 2 3 %) クロラミンくー〉 1 100.0%0% 11 .5%54.ラ 7 57.1%42日.9 8 7 .5%62.5 ラ40.0%6g.o 0% 100 

翠菌大腸群検出 ！ ー（ o o ) ( 3 2 %) 6(/ 3 ＝~ Go 9 %) V 2 %）引：低（~~ 3 %) クロフミンく一〉 0 0% 0% 5 60.0%40.0 0.0%50.0 19 2.6%1~ .4 9 7 .8%2;.2 . 7%3~.3 

喜 クロラミンくり 5(26.0ぷ明） 1（ん%5i.1%) ラ（品切品。 24G~.抑0明） 7(5i.1%42.9 1 ．加6.7%)

1( 1 0 ）〔 9 12 %) 6(4；も§ 9 %) (!i. 17 %) ~：~－ 9叫9%) ~！f: 9 %必） r、合1｛ クロラミン c -) 100.097~% 21 42.9妙17.1 1 .89耳目2 31 29届~4.8 18 o 0%50. 15 0%6~.o 
一~一 クロヲえン 〔＋〉一 1st'〔2i.2%九48%). 2円／〔~b. 7%5~.3%) 1 . 7%6:.3%、） 33（！~.5%5~.5%) 7 i.1%4ヨ2. 18 3%16.7 

一計 ークロ矛ミン ー 19 14 48 0 28 30 12 18 64 35 25 13 12 33 21 12 クロラミン ~＋ 5 」九万7%). （~1L7%58.3%)-I （仰向） I （~~－ 3%54. 

第 3衰の 1
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第3表の2 入潜開始前の浴場水の四般細菌数と大腸菌群検出率（被検個所より検水をガ戸ぜにて採取せる場合〉

一般細菌数 O～ 100 101～ラ00 501～ 1,000 1,001～九000 九001～10,000 10,001以上

．大腸 菌 群 ｜例数く十 一〉 ｜例数く＋ -Y I例数（＋ 一〉 ｜例数く＋ 一〉 一〉 ｜例数く＋ ー〉

例菌数並大腸に検寧、群出ハ~ 
グロラミンく－〉 1 c 0 1 ) 15 ) 2く0 2 ) 1'0( 4 6 ) .j 

グロラミンく＋〉 6くl う〉 14( 1 13 ) 5く1 4 ) 15く2 13 ) lく0 1 ) 1( 0 1 ) 

7 (1~.3% あら） 同；7%83~~%） 11(2~.3% 72.~%） （ラ 28必 3（み 100.6%) 11(3~.4% の；%）
計

33 15.2% 84.8 

小計 36(i~.4% 80~~%） 

（∞。）

第 4表各階級別標準百分率と，当該各階級

内個々の百分率との比較

（第 l表の場合〉

第5表階級別大腸菌群標準陽性率の信頼限界と

当該階級内各百分率の大いさとの関係

伊1 数 l入浴全例前出白場合た I入場浴合前を除いた

｜無差有差｜無差有差

1 - 9 6 。 8 。
10 - 19 ラ 。 6 。
20 - 29 8 7 

30 - 39 2 。 4 。
40 - 49 7 。 3 。
50 - 59 。 。 。
60 - 69 2' 。 2 。
70 - 79 。 。 。
80 - 89 4 。 。 。

計 34 32 

I~ 1 --9 10-29 30-49 50-69 70-89 

差

限
5 

以% 
11 17 2 

界 上
差
う

外 % 以
4 

内

限

界 9 12 3 3 

内



東京都内理，美容所の衛生吠態ど環境監硯成績どの封照

第 1報 冬期に於ける成績

生 活 衛生部環境課斎 藤 功

小林正武

大坪正

本報告の内容は第 7回日本公家衛生学会く1952年 8月〉に於て発表された。

l 緒言

都内の理，美容所は都民の集合場たる環境衛生関係

業態中，その数から云えば第一，二位を占め，合計一

万近い多数を示しており，公象衛生上見逃し難い大き

な対象をなしている。然るに調査に困難な事情めある

為か，我国に於てii，戦前から理，美容所の衛生状態

に就ては殆ど科学的調査資料皆無で，その筒生指導は

専ら保健所の環境監視員の視察に委ねられている現状

である。本調査仏との欠を補い，主Lつ環境監視制度へ

の公Eな科学的批判検討のー資料を供する目的を以

て， 1衛生局及び各保健所の関係者諸氏の協力と援助の

下に昭和27年 2月から 3月にかけて行われたものであ

る。本調査は対象たる各事業所に対する各たど 1回の

みの調査資料であり，；従ってさして精細なものとは称

し難いが，この種の資糾の殆ど皆無の現在，本報告の

有する実際的有用性は決して少くないと考え，こ与に

報告する次第である。

IT 調査方法

検査個所数は理p 美容所各20ケ所宛〈何れも環境監

視評点B, C級店各10ケ所宛を含む〉で合計40ケ所，

調査項目は各種環境保件く温度保件， 塵換， 落下細

菌，炭酸ガス。一酸化茨素，照度〉及び消毒済の筈の未

使用業務用器具及び従業員手指の附着一般細菌数及びh

大腸菌群試験である。環境保件測定は各事業所業務中

の室内につき各2ケ所宛行い，一酸化茨素試験は北JIl 

式検知器によった。業務用器具や手指等の細菌試験は

滅菌生理的食塩水で適度に漏らせた滅菌ガ F ゼ小片を

以て可検材料を充分掛拭し，このガ｛ゼ片を更にlOcc

の滅菌生理的食塩水を容れた大試験管中に投じてよく

振謹混和し＇ ＇この混和液中より lee をとり細菌試験

を行った。但し蒸しグオルの細菌試験は，グオルを絞

って得た水を試験水とした。業務用器具の~：！＼，験に於て

は，対照として把り部を若干検査したことがあった外

は，把り以外の直接人体に接触する部分丈を試験対象

とした。環境保件測定法は常法の通りであるから読明

を省略する。

JTI 試験成績

l〕環境保件

i）店内 2ケ所の試験成績の比較

上協のように各店内2ケ所宛1i1J定したが，その位置

は入口に比較的近い客溜り附近と，更に内部との 2ケ

所である。この 2ケ所の試験成績は同一店内では一般

に大同小異であるが，照度i主流石に室内部よりは入口

に近い方が大きい場合が相当多い。然し照度は当日q
天候に影響される程度が大で，状況により一様でな

い。！重挟数は店内が店外く入口附・近〉より一般にずーっ

と多い（第 1表参照〉。

本報告内容抄録は北海遺公衆衛生学雑誌，第7回日本公衆衛生学会特輯号， 16頁，昭27. 8月及び東京

都立衛生研究所事業月報，第41号， 37頁，昭27. 8月に掲載された。
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第 1 表 某保健所管内理，美容所環境罫験成績 く昭27.3. 5) 天候曇

山~ 乾温。c 球度 温潟。c 球度 水張蒸‘気力 濃度（カグ冷却力I感%＼気疏 表ガcスcf量酸l 

塵挨数
3培手5昼7下分0養G細間48菌露時数出間

照度
茨一酸%化素

一酸化炭霊長

mm  ヲ6 乾！｜？黒。E温.E • m/sec （国｛cc Lux 測定位置

N 理容所（1) 20.1 10.62 4.9 17.ラ 50 60 。／っ戸 2.04 一

cc級店〉 (Z) 23.2 16.5 10. 71 59 4.6 16.0 68 Q.141 一 288 39 68 一

外 気 一 一 一 一 一 一 85 一 一 一

K 美容所（1) "13.7 10.1 7.46 63 6.0 19.6 うう 0.024 1.66 364 41 420 一

くB級店〉 (Z) 15.3 11.9 8.74 67 6.6 17.3 57 0.106 一 258 51 12 一

外 気 一 一 一 一 一 一 一 59 一 一

S美容所（1) 14.5 8.9 5.74 46 7.6 19. l うう 1.36 160 44 280 一

くC級店〉 但） 14.9 9.5 6.19 49 7.2 17.5 56 o. 1 句ー 276 41 24 0.01 j陳4茨5火鉢”と
cm. 、ー

外 気 ｜ 一 一 一 一 一 一 79 一 一 一

U 理容所（1) 16.7 10.9 6.86 48 5.8 18. 3 う9 0.051 1.58 405 60 160 一

くB級店〉 (Z) 18.9 13.2 8.51 52 5.9 16.1 62 -0.122 一 ラ67 39 30 一

外 ヌ丘＝まIi 一 一 一 一 一 一 一 89 一 一 一 ｛ 

（
∞
N

）
 註：試験個所（1）は店入口近い客溜附近， （2）は更に店の内部である。

第 2 表 理容所環境試験成績 くB級店の場合〉

民竺乾温。c 球度 潟温。c 球度 水張血蒸一血ヵ気
濃度 カグ冷却力

。感温F． E覚度.T. 
気流

茨ガcスcl酸l 量
塵挟数

落3培57下分0養C細間48菌露時数出間
照度

茨一酸%化素
一酸化茨素

% m/sec f固／cc Lux 測定位置

0.971 No. 17.8 7.84 ラl 17.7 61 0.098 157 167 42ラ

" 2 16.ラ 13.2 9.75 70 ラ.7 16.9 60 0.040 3.02 no 30 ララO

"・ コ円 15.6 9.6 5.95 45 6.8 19.6 ラ7 0.093 1. 17 158 123 58 

" 4 16.7 12.3 8.50 60 6.3 19.5 59 0.125 0.97 273 32 ラ6
fl う 14.7 10.8 7.73 62 6.8 15.9 56 0,083 1.62 163 178 193 

II 6 16.1 12.3 8.79 64 6.0 17.8 59 0.041 1.83 294 47 175 
ii 7 17.8 13.1 8.97 う9 6.2 18.2 61 0.106 1.05 263 415 80 
!I 8 15.3 12.3 9.25 72 6.ラ 18.3 58 0.070 1.04 156 300 
!I 9 17.8 12.5 7.69 47 5~7 17.2 61 0.087 1.58 486 50 85 

0.0田1ガスストブ上!I 10 18.3 15.9 12.7ラ 79 ラ．ラ 16.3 63 0.0ラ8 3.92 227 20 325 
lラcm

平均値 16.7 12.4 8.72 61 6.1 17.7 60 0.080 1.72 269 122 225 

註：被検各理容所の測定値却は何れも店内 2ケ所の測定値の平均値である。以下の諸環境も同様である。



Hコ理，美容所環境状態の一般

理，美容所の王室境状態は，個々の店の聞に怯夫れ夫

れ相当甚しい良否の差があるが，平均してみると大凡

傾向的には類似しており，両者共一般環境状態良好で

なし恕限度を超過する場合が多h。即ち茨酸ガスは

殆ど大部分の所が恕限量 l°looを超過しており，落下菌

数も恕限数以上の所が少くない。これは調査時期が寒

季のため戸を閉めきるための換気不足と，室を暖める

為スト｛プや火鉢等を用いる為であろう。スト戸プ

や，特に煉茨火鉢附近はー酸化茨素が恕限量を超す場

合が多いのに注意させられた（第2～5表〉。

iii）理，美容所のB級店の環境状態比較

上記の諸表により明らかなように，理，美容所のB

級店とC級店の環境状態は略大同小異である。特に理

容所に於てそうであって，落下菌数等はむしろB級店

がC級店より多い。

これは来客数が一般にB級店がC級店より多いから

であろ：，＿？ 0 美容所に於ても略同傾向妥示すが，美容所

に於てはB級店はC級店よりや L暖く，茨酸ガスや落

下菌数は寧ろC級店の方が少い。然し設備の点では

理，美容所共B級店が一般にC級店より良く，室を暖

めるにも B級店は多く煙突附スト戸プ等を用い， C級

店は煉茨火鉱等を用いることが多い為，一酸化茨素量

はC級店で開題になることが多く， B級店では余り開

題にならない。然し結局理，美容所の環境状況はB,

C級店の聞に大差は無いと考えられる。

iv）理，美容所の環境状態の比較

理，美容所の環境状態を比較すると，丁度，美容所

のB, C級店の場合と似た関係があって，理容所の方

が一般に保温状態は良いが，茨酸ガズ量，細菌数，塵

境数は美容所の方が少い。これは作業状態も関係があ

ろう。

v）個々の環境試験成績に就て

今迄に述べ来つhところは理境試験成議．の全般的観

察であるがp 個々の成績を詳細に観察すれば同級の店

の聞にも可成著しい良否の差があることは上にも触れ

た遁りであって，車に環境試験結果丈から観る時は殆

ど全部をC級とするのが妥当と思われる位であり，特

に理容所B級店’の大部分，美容所B級店の No.8, 7, 

10，等はC級とするのが寧ろ安当であろう。

叉各種試験測定値の関係を観ると，炭酸ガス量，細

菌数，塵挨数等の聞に必ずしも正相関々係が観られな

い。これは異なる場所での試験成精聞には殆ど毎常観

られることで，敢て本例のみを異とするに足らない

が，一応注意を要十ること”である。特に茨酸ガス量と

細菌数との聞ではこのことが著明？である（第 2'3表参

照〉。 これには人の出入に伴う入口の開閉頻度等も関

係があろうが，各事業所の環境状態は作業状態其他種

々の要因の異なると共に異なってきて，決して画一的

に者えることを許さないことを，こ与でも示している。

2) 業務用器具〈使用前〉及び手指の細菌試験

i）試験成績の概略

本試験の対象たる器具及び手指く手指は作業中のが

少数あった〉は，調査方法の項で前述した遁り作業前

のもので，とれから使用せんとするものであるから，

本来消毒済の筈のものであり，理想を云えば附着生菌ポ

数皆無であるべきで，，実際問題とLでは多少の雑菌附

着を許容するとしても．雑菌数は凡そ 100或は多くも

500以下であるべきでないかと思われる。 然し試験結

果は第6,7表に示す通わで，無菌のものは勿論，菌数

500以下のものも全体の15～17%以下しかなかった。

更に理容所では蒸しタオルそ除けばこの%が略卒被

してしまう。

後掲第6表に示されるように，業務用器具及び手指

附着の一般細菌数は，理容所ではムシタオルす除きB

級店で最少60平均4,581，最多108,206, c級店で最少

160平均 12パ25，最多281，斗60，美容所ではB級店で

最少 150，平均6,379，最多 98,640, c級店で最少 50

平均 4,732，最多 46,400であって，一般論として理容

所ではB級店がC級店より著しく細菌数が少いが，

美容所で寸土反対にC級店がB級店よりや L細菌数が少

い傾向があり，理，美容所を比較すると， B級店では

理容所が， G級店では美容所がそれぞれ他より菌数が

少いと言い得るであろう。然し大体に於て理容所B級

店と美容所とは大差なく， C級理容所が最も不良であ

る。勿論個々の器種の附着菌数に就てはB級がC級よ

り多い時も少い時もあって，一概には言い得ない。叉

美容所に於てC級店がB級店より附着菌数が稿々少い

傾向があるのは，必ずしも C級店がB級店より清潔な

と．とを意味するものでなく， C級店がB級店より一般

に来客数が少なく見受けられたことにも関係があるの

でないかと思われる。

こ与で注意すべきこと Lして，美容所業者は従来一

般にその業務用器具は作業中に相当加熱されるものが

多いので，滅菌されると考え，消毒は余り必要がない

と増えていた人が多いが，こ Lに業務用器具11付着生菌

数は理，美容所大差ないことが明瞭となったので，美

容所業者も従来のように作業中の加熱殺菌効果を過信
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十ることを改め，器具の消毒に充分留意することが必

要となったわけである。

次に附着生菌数 500以下の場合に就てみると，理容

所では矢張B級店がC級店より多く，特に 100以下で

はB級店がC級店より例数が多い。美容所ではB, C 

級店大同小異で，寧ろC級がや L多くみえる位である。

以上のように一般論としては業務用器具の汚染度は

理容所では相当環境監視評点と対応して居るが，美容

所ではさき気試験成績の場合と同様余り監視成績と関係

がないとみられる。一般的に言えば上のようである

が，個々の店について観れば同級店の聞にも相当著し

い差があることは環境試験成績の場合と同じで，骨Jjえ

ば理容所B級店の No.3,5,9等や，美容所B級店の

No.3，ラ，6,9等は，細菌汚染度から観ればC級に位す

るのが妥当と思われ，地域的にも或る程度の差がある

ようで，例外もあるが概して都心部や住宅地等の旧都

内が新都内より幾分良いようである。

ii）大腸菌群；検出寧

上に述べたように， 第6,7表の一般細菌数は器具の

附着全菌数で，大腸菌群試験の供試水量 lee中の細菌

数の10倍である（ムシタオルは例外〉。それで一般細

菌数と大腸菌群検出率との関係を見るのにや L不便で

ある上，菌数ラ00以上の場合の大腸菌群検出率は未だ

示す機会が無かったので，と Lにあらためて全体的に

一般細菌数と大腸菌群検出率の関係を一括表示してみ

ると第8表の通りである。

」主）、上のように，一般細菌数が増すと共に大腸菌群検

出率も漸次増大する傾向が認められ，特に一般細菌数

一万以上は大腸菌群検出率も憩；に高まってくるとみて

よいであろう。

耳総揖並に結論

i）本報告は昨年2～3月に行った理，美容所B,

C組店計40ケ所の調査成績である。

i：〕同一店内2ケ所の試験結果は大差がない。

iiり理，美容所の環境状態は個々の店の聞に相当の

差があるが，一般に良好でなく，恕限値を超過する場

合が多い。 B, C級店に大差なく，理容所は美容所よ

りや L保温状況はよいが，その他では寧ろ美容所に劣

り勝ちである。

iv）茨酸ガス量3 落下菌数，塵境数等は，異なる店

の聞では．必ずしも相関的でない。特に茨酸ガス量と

細菌数との聞ではこれが著しい。

v）使用前の業務用器具及び手指では，無菌の例は

皆無で，ラ00以下の例も全体の15～17%以下に過ぎず

大腸菌群検出率は一般細菌数の増加に件い漸増し，一

万以上では急増する傾向がある。業務用器具の細菌汚

染程度は，理容所では一般に B級店がC級店より少．

〈，美容所ではB, C級店共大差がない。理，美容所

を比較すると， B級理容所と美容所とは大差なく， C

級理容所が最も細菌が多い。

との成績から美容作業中の加熱に件う器具殺菌効

果への業者の普遍的な過信は，棄てられねばならな

い。即ち美容所に於ても，理容所同様，器具の消毒に

もっと充分注意する必要がある。

vi）以上を要約すると，理，美容所の環境状熊並に

使用器具の清潔程度は．何オ1も一般に不満足なもので

あり，環境状態は余り環境監開成績の良否と関係が認

められず／使用器具の清潔程度に於てけ理容所では監

蹴成績と或る程度対応しているが，美容所ではこの点

に於ても一定の関係が認め難いと結論される。
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第 3表理容所環境試験成績 (C級店の場合〉

ぷ？？乾温 球度 潟温球度 水張蒸気力 濃度 カグ冷却力

。感温F.E度覚.T.気皿／se流c 
茨ガ 酸量Z 麗主書数 3落間日7下分培oc細間養4菌露8数出時 照度

一炭酸%佑素
一酸化表素

c C m.m % cc/ f国｛cc Lux 測定位置

No. 
.2 

13. l 10.9 8.62 77 7.2 19.5 54 0.070 1. 3ラ 136 39 116 0.0025 煉炭火鉢上15cm
II 21. 7 15.9 10.67 56 4.8 16.8 67 0.102 2.04 309 ~~··· 309 
II 3 14.3 8.8 5.66 47 8.0 24.3 55 0.124 1. 21 151 20 

" 4 17.6 13.0 8.96 う9 5.9 17. 1 60 0.044 2.21 wう 99 231 0.01 
t火東鉢茨火上鉢l上ラffcm II う 19.8 15.2 10.6 62 4.9 19.3 64 0.051 2.42. 551 3¥9 155 0.04 

" 6 16.ラ 11. 4 7.ラ 53 6.4 15.7 59 0.083 1. 48 2Q4 75 99 

" 7 12.Q 9.5 7.3~ 67 8 .. 3 20.7 53 0.122 1.15 277 28 38 0.005 煉茨火録上15cm

" 8 15.4 10.8 7 .1 54 6.0 18.4 57 0.0ラ4 0.55 184 225 ラ3

" 9 15.1 11.8 9.01 72 6.6 18. 1 57 0.076 2.49 239 84 920 
煙突附プき懐上茨15 " 10 19.2 lラ．ラ 11.9 73 5.2 14. 7 64 0.083 2.42 137 81 wら 0.003 スト｛ cm 

平均値 16.5 12.3 8.71 62 6.3 18.5 59 0.081 1. 73 254 74 211 0.0121 

ハ∞
u
J） 第 4'ー表 美容所環境試験成績 くB級店ρ場合〉

ぷ？乾温。c 球度 温潟。c 球度 水張蒸気力 課度 カ グ冷却力

。感温F.E 覚．度T 
気流表ガ酸ヂ塵境教 3努7岡菌山欝8時 照度 一茨酸化素 一酸化茨素

m.m % 乾｜潟 m/sec cスcf 個／cc 間培養 % 測定位置

No. 18.6 12;4 7.63 17.3 62 0.1~~1 0.83 201 69 310 

" 13.9 10.3 7.53 64 6. 18. l 55 0.0 0.87 174 21 160 

" 3 19.ラ 10.8 5.27 32 3. 18.ラ 62 0.022 1. 28 187 42 45 痕跡スト｛プ上旬 cm
fl 4 10.3 7.5 6.39 68 9. 22. l 50 0.125 0.97 273 32 56 
II 5 13.3 9.3 6.81 60 7. 16.う 54 0.077 1.49 168 45 47 0.06 茨火上 15cm

" 14.9 10.6 7.17 55 6. 18. 2 57 0.079 1:.07 305 22 135 
fl 16.0 12.5 9 .• 06 66 7. 18.2 58 0.124 1. 12 197 110 106 

" 14.7 9.8 6.62 ラ3 8. 17.9 55 o. 181 2.31 350 286 20 
If；ヶ 14.5 11.0 8.10 6ラ 6. 18.ラ 56 0.060 1. 66 311 46 216 

" 10 17.6 12.4 8.19 5ラ 6. 16.5 61 0.096 1. 36 176 47 35 

平 均 値 15 .. 3 10.7 7.28 57 6. 18.2 57 0.099 1.30 判 72 113 



第 5 表 美容所環境ー試験成績 くC級店の場合〉
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註：上表の成績は器具被検部分附着の全生菌数を示すが，ムシタオル丈はムシタオル中の含有水 lee中の細菌数を以て示してある。ムシタオル

中の含水量は様々であるが凡そ 5～ lOccj主l上であった。



第 7表其の1 理，美容所業務用器具（使用前〉及び手指の附着ー般細菌数並に大腸菌群試験成績

附着一般細菌数0ー 100個の場合

理容所｜ ｜美容所

監視評点 IB 級店 I・ c 級店 II B 級店 Ic .級店｜監視評点

名｜例数（手腸菌群）初阿李臨時）｜｜伊岡空腸菌を）｜例数（李腸菌手）｜器 具 名

く し 1( 1) し
I土 、rう み l主 さ み
白はさみ（把り

2く 2) 
白はさみ把り

か みりそ把 布の 3く 3) か みわそ把 布り
かみそ り かみそ り

グ オ Jv グ オ Jレ

ム シイ官リグぐブププ,. オ ル

ラく 5) 2く 2) リングコ戸ム
丸 し フ こに Jレ ト
フケト ラツシ プロテクグ｛
毛ハラ ラツシ ク '/ フ。

ヒゲソ ラツシ モそぎばさみ

皮 砥 ヘアプラツシ
ノ＼ ヲ3 ン 1く 1) 手

拭指
ノミリカン把jJ り 手

電手手気ノミ 1). 拭指ン

II 

計 ~7.ゐ｛c1.ゐ｝h.ゐ｛(l.~%J}ll ~2. ~%，｛（2. ~%，｝I 計

註 i) 上表中空欄は例数0なるを示す。第 7表其の 1～3はいずれも同じ書き方である。
ii）木表の一般細菌数は第6表のものと同じであるので，これは器具の附着全菌数である。大

腸菌群訴験の供試水量は 1ccであるから， この供試水中にはとの 1/10の菌数を含有しむ
いた訳で，この場合には0～10個の菌数であった。但しムシグオル丈は例外で初めから供試
水 lcc中の菌数を示してあるから，大腸菌群誌験の供試水中にも同数の一般細菌を含んで
いた。第7表其の l～3は以れも同じ要領で書いてある。

第7表異の2 ・理，美容所義務用器具〈使用前〉及び手指の附着目般細菌数並に大腸菌群試験成績

附着一般細菌数 101-500個の場合

理 k廿"" 所 美
k廿－ 所

監視評点 B 級店 C 級店 B 級店 IC 級店 監覗評，1/X.

器具名 例数（手腸菌キ）骨阿 器具名

し i くく is し
lま き み 1( 1) 2( 2) ：~］ 1) 〕〉

は きもみ

白はさみ把り

f くく B 
は白さみ把布りt

か みりそ把 布り 1( 1) 1( 1) かみりそり
かみそ り かみそ把り

グ オ Jレ ~く（ i) 〕 3く 3) iくく i~ グ グオコ Jレ

ム シイ~グくプ7フqーオル

; くく ;s リン ｛ム
:f L し

~~ 仁c ~~ 
フ エル

フケト ラツシ lく 1) 

：~ 1) コ3プロテクグ戸
モハラ ラツシ ~く（ ~5 

1 グリッフ。
ヒゲソ ラツシ 1 毛そぎばさみ

皮 砥 ~く（ B lく り へアアラツジ
ノ、守、 リ jJ ン iく（ i5 手手 指拭ノミリカン t巴り
電気パリカン

手手 拭指

計 fs.以8弘｝~1d.弘元仏
物ー” ....『F』，‘

( 88 ) 
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第 7表其1.)3 理，美容所業務調器具く使用前〉及び手指の附着ー般細菌数並に大腸菌群試験成績

附着一般細菌数0-500の場合の総括

理 容 所 美 クF才 所

B 級 店 c 級 店 B 級 店 c 級 店

細0～10菌0の場数合 1細01～50菌0の場合数 ! 細0～10菌0の場合数 細101～50菌0の場数合 細0～10菌0の場数合 細101～50菌0の場数合 細0～10菌0の場数合 細101～50菌0の場合数

！例数（空腸菌手）！例数（全腸菌空） 例数｛大十腸菌群1） 例数（全腸菌者） 例数（空腸菌雪） 例数（空腸菌雪） 例数（李腸菌空） 例数（さ腸時）

0 ~）｛ 10 )}: 11 %){ 1 ~｝ く7.8% く1.s% Iく8.5 く8.5% くl.~%）｛く1.6%5｝；くio:i%）｛く10.9ぷ） く16：~%）｛く16. 必） く2.~%）｛刊誌15.ヨケタ
、 ノ Jト

〉 '/  〉

例数（李腸菌空） 例数（全腸菌空） 例数（全腸菌埜） 例数（大＋~~群）

く16.弘元く16.必） く12.；あ（く12.必）
1ラオ 15 } 7 ｛く 1 16 )} 

く16.3% く16.3%) くF・7%) 10%)(16. 7% 
計 計

- 、J

例数（李腸菌雪） 例数（大＋腸菌ト群）

く14.；ん（く14.6ぷ）
2 { 1 31 )} 

く17.0%）く0.5%)(16.5%

註試験例数合計理容所 253くB級店 129,c叡店124）美容所 188くB級店 92,c級店 96)
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第 8表 理，美容器具及手指詩議時の可検水 lee中のー般細菌数と大腸菌群検出率

ト完~I O～ 10 I 11～50 ¥ 51～ 100 j 101～ラ00I 501一j1,00 

検査J宅（側ヂ叫（歩時）j伊d数（空揚時）j例数（許可例数（捗菌雪）j倒

司 ｜ 6くO の1失O 9)1刈 ・25)1《 3 63)1 9( 0 d臼く2 1n¥ 4くO 4 〉I 

C；ニl0(0 ~：！ 10(0 10）~ 18く0 18)1{; 

理容所1］計｜ 6(g% 100必： 19（；労 1oo~~）： 44G% 兜~t
B級美容一 ｜ 叩 d 15(0 1~ ）！ l《O 14)1的 43)! 14く1 1;! 12く2 1~1 4く2 2) OくO 町 :1 

：~ I I ] A/  J {3(0 わ｝I{3く0 3)}1 { 1く0 1)}1 ハ J I J 
C級美容所 ｜ 2く0 2), 14く1 13~1 14(1 13): 46く1 42)1 18く3 1ラ）I11(1 to)! 0く0 0), Oく0 0)! 珂

美容所小計 I 2（ら ·roo~） l 29（み 9必I28(1% 96あ勺0%.:o~） l 32( 1み 87~） j 23(1弘 87~） 1 匂% 50~） 1 Oく0 州 0く0 の

註 上表に示した数字は理，美容器具及び手指の試験結果を一括したものである。

上表中｛く 〉｝に示したものは，この一括した成績から手指丈の試験成績を抜いて附記したものである。



鯨肉および内臓を主材どした調理について

生活衛生部 ～栄養課 新井 養老

酒 井 撤

緒 l 言

食物の美味，不美味付，料理の持つ味わい許りでな

く，その香りと温度，色彩とが密接な関係を有する事

を忘れてはならない。即ち目と鼻と口で食べるのであ

る。

鯨肉に限らず，何れの畜肉も，いかにその肉が新鮮

であっても，特有の臭がある。しかし，との異も，そ

れに馴れた人にとっては食慾を刺戟す、る風味となるの

である。

嘗て過去の統制時代には，食物に対するI害好性を考

慮外においた強制配給であったため，鯨肉の如きも不

手際な処理により鮮度の低下した物が配給された。そ

のため鯨肉に対する不快な印象は？いまだに多くの人

々の脳裡に残仇鯨肉と云えば，嫌いだと云う感じが

強い様である。

然し，新鮮な鯨肉を用いた鯨料理ならば，此の臭い

が従来より蓮かに普遍性を持っている事が客観的な調

査からうなずかれる。

こLに戦後盛んに食膳に供せられる様になった鯨肉陶

について，その香味と料理方法につき，朝日か調査と試

験を行ったので，教に報告し皆様の御批判を1r.nt?.た

＂、。
く1) 学童の晴好調査

都内小学校 18校の学童 15,008名に就て，記入によ

る肉類の曙好調査を行った結果，その嫌いな者の率

は，豚肉に於ては15.2%，牛肉では13.6%，鯨肉は

22.8%であり，鯨肉が最も高く，嫌いと云う数字を示

した。ところが，苦々が調査校におもむい亡自ら鯨肉

の調理の献立指導を行った結果， 〈以下%は何れも美

味だった卒〉サラグ）こした場合， 男子 88.7%，女子

87. 7%，カレ戸汁は男子， 75.9%，女子73.4%，支那

風煮は男子92.0%，女子82.0%の結果を得た。

特に味覚に敏感である学童が，何れも残さずに食

べ，その上美味だったと云う好成績を得た。食物の効

果を充分に発揮せしめる為には，如何に調理の工夫と

親切心が犬切であるかを痛感した。

鯨肉に対する魅力は，各人の要求と，その触感がぜ

ツグリと・合った時に生ず、る9 即ち， t色F 香り，形態，

渡辺 甲子

温度，味が揮然融和して満足されるのである。殊に香

味に関しては，牛豚臭に閉I!化されている関係上鯨肉に

対して好感を持たない人もあるが，その活用方法によ

っては，極めて伏味を覚えるものがある。

(2）成人に対する噌好調査

吾々の鯨肉に対する食慾は，第一に嘆覚，視覚に関

係する為，鯨肉の品位l土臭いや外観によって決定され

る場合がある。

次に味覚であるが，食物の味覚は殆んど単独でな

く，他の味覚と混在してくる。生理的に必要なのは甘

味 9苦味，酸味，辛味，敵味，旨味の 6味である。而

も味覚は，個人によって著しい差異があるので，調査

の際に於ても一応，甘味，鹸味の反応を以て味覚をテ

ス干し，敏感な者に食味させて3 美味，不美味の判定

の資料とした。

以上の外に口腔全体，特に甲車下時の触感，即ち舌触

りも重要で食物の硬さ，温度，茨酸ガス，或は有機酸

の含有量等が要素t’なる。而して敵味の代表は食塩で

あり，食塩の 1%の溶液は他の呈味成分を著しく引立

てる。融味と甘味及び酸味の適当な混合は旨味ともな

る。呈味の活用に就て，苦々が行った実験には，次の

様な点を考慮し，鯨肉及び内職。を主材とした調理を行

った。

鯨肉及び内臓の臭いを治すのに役立つ香り高い添加

香料を用いる。之には果実額を主とした社松実，パニ

ラ，肉ヅグ，ウイキヨウ，セウヅク，止l搬，芥子，七

味唐辛子。樹葉を主としたセ｛ジ， グイム， 月桂樹

環。花を主とする丁香，サクラ。根，根茎，鱗茎，茎

を主とする玉葱，ニラ，ニンニク，大根おろし，うこ

ん等である。

叉植物油，動物性脂肪等の油脂類令併用して，味を

なめらかに食べよくし，調味料には，酢，塩，味噌，

砂糖， 醤油， ウスグ戸ソ戸ス等の一般的な物を用い

た。

く3）献立の説明 〈第 1表参照〉

1) 鯨肉の刺身。鮮度良好な赤肉を凍結したま L刺

身仁作り，生菱叉l士山葵を添え，醤油味で食すと，

旨味を生じ食堂ーをそ与るQ 殊に尾の身は脂肪も分布

C91) 



L，美味である。

2）赤肉鉄板焼き。即ち錫u~焼の起源とも云うもので，
11！島猟の際，捕獲したl院を直ち十こ捌き，鋤板を茨火で

熱L-i鴨の脂を塗って肉をやき，あつい所を食す所

からヒントを得た調理方法で，最も手軽で肉汁の無

駄がなく，味が良い。態々生菱を用いずともよい。

巌窓時の鍋料理として最適である。

3）赤肉龍田焼き。添加香味料として肉ヅクを用い

たのは，調味と矯臭を兼ねる為で，粕々鮮度の落ち

た物又は抹香鯨等に適するであろう。ニンエグの場

合は，味は良いが，特有の異臭を発散するので難色

が多いが，工夫の余地がある。

の赤肉カツレツ。胡搬を用いて特有の辛味をつ

け，脂肪の少ない肉を揚げ物として旨味を倍加させ

た。欠点としては揚げ色が悪い

日〉支那鰻頭。中身に鯨の腸を問、、，生萎と玉恕，

胡骨y：，カレ戸粉で調味した。脱臭は殆んど行われで

いるが，軟らかすぎ歯障りの点で旨味を牛減したQ

之は圧力釜の調節如何によりもっと肉に近い硬さの

物に寸る事が出来る。赤肉を混ぜれば，味覚は概め

て良好である Q

6) シウマイ。ニクヅク，グイムj玉葱を用いた。

グイムは肉類の腿臭を消すのに効果がある故，鯨臭

をきらう者には之を用うるのがよい。

7）須の子肉メンチポール。噛みしめて旨味はある

が，碩いのが欠点である。軟かくする工夫を凝せば

応用の範囲が広い。

8）須の子肉酢味噌和え。雅趣に富み，風味はある

が，肉の硬いのが欠点。軟化の工風が必要である。

の須の子肉フレンチサラド。酢，泊を用いて夏向

きの快適な料理であるが，やはり肉が硬くて不可。

10；ピ戸マンの肉詰。季節料理として家庭惣菜によ

く，又気の利いたお客料理にも向く。豚の生脂を混

ぜる事により，味と歯ざわりを一層良くする Q

11）赤肉甘辛煮。赤肉を大切りのま L空鍋に入れ，

内自体の水分で，蒸し煮とし，芯まで火が沼ったら

小口からうす切りとU，砂糖9 醤油を崇たて L肉に

からませる。

12）肝臓の泊：砂し 生のまL細かく切り， 1由で；目、

め，醤1由，胡搬で味をつけ，汁のなくなるまで妙り

つける。

13）やきとの。一旦肝臓を蒸し，葱、と安互に削，こさ

し，たれを塗り乍ら，炭火でやく。赤肉，腸，肝臓

共に此の方法は適当である。

く4）結び

要するに，生食の刺身が案外好評であったのをみて

第 1表 鯨肉及び内臓を主材とした調理献立

料理名 l料 理方法岡山品製市（批 評

I I I 99% 好評
1赤肉さしみ直撃した土竺プこ作り，生錯ベ

I うす切りにした肉を＇ 1由を塗り熱し｜生菱，醤油
I た厚み7粍程の鉄板でやき，熱い所主プ

2杏肉鉄板や l生要，醤油で食す。
己 I JI 別法として肉を生委，醤油に30・分程｜生萎，醤油

設け込み同方法でやく。 ｜ 

I 鉄板やきEと同じく生委，醤油につ｜生委，醤油
け片栗粉をまぶし，フライパンに少量

？？たった Irrの遺品出:J'ti卸しこみ，赤肉を浸｜肉ヅク，醤油
！ けこんでやく。 I 
E 醤油に，にんにくを卸しこみ浸けこ lにんにし醤

んでやく。 ｜油

4炉カツレ｜想録器缶詰議民；J＼麦粉， ~N白，｜胡恥塩

5支那鰻頭
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腸
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要
味

30名
100% 好評
1人分蛋白質 22.0g

30名｜ 熱量 2!5Cal

30名J 100% 好評
1人分蛋白質 22.4g 

熱量 259Cal 
10名J 80% 好評

10名I80：%好評

鯨料理の中で最も好評
50名｜但し色の悪いのが欠点

1人分蛋白質 16.7g
熱量 282Cal 

腸の臭みは抜けたが，

50名！語訳績と~~：て
l人t分蛋白質 39.0g

熱量ラI5Cal
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、 A

-I 支那み鰻頭まの簡と同片材栗粉料をに肉ヅグ令蒸卸 玉肉葱ヅク， 塩， 10名

主がI1 ，人たあE冷同分る主吋霊。古めじ山リ。る長、1とう一ち種はの臭
しこ， とめて まぶして

6シウマイ す

江をく最入まれらとかため塩片く栗水L粉たに脇一をつ重肉け夜とてつ月蒸桂けす葉，。とIグとイ同ムじ 肉毒ヅイクム，，玉月葱桂， 
10名

量質 ~~i 8C~l ，塩

I小須麦粉の子そ混肉ぜを庖，丁までとためてL油き玉で葱や‘き生上萎げ， 塩生妻， 玉葱， ！日名 味は良いが肉が硬すま

7須の子オミ肉メ
て不可。

る。 力日ンチーJレ IT Iと同材料に丁香と肉ヅクを える。 玉肉葱ヅ， 丁香， 1ラ名

寸一l人香般分の向蛋熱呑きで白M質量なZい拍t。~5；~1 ク，塩

8，須E曾和の子え酢味 須とのし子て生肉委に圧の絞力をり汁かをけ入て蒸れたし酢，味う噌す切で和り 生酢妻味噌， 長葱， 30名 味て17：不1香g可熱りlは量人良分1い3蛋6がb硬~質1 く
える。

9須チの子サフレ 〆圧夜ミ力B月Yを葉かけ薄グ切イめにした水ト須にソの子肉を一言 月桂葉酢胡， グイ 30名 香人草がの20香%わ，が肉気がに硬なくてる桂と ムの塩 つけ刻みキヤ ム，和，；塩，ン ラド
と共にぜネグレツト ｛スで和える。 油， 不可

10ピ｛ザンの ピ｛マンは縦豚二白ツに切り合，中挽身をくり抜 ピ｛マン地，塩（． 
¥00人弱分蛋熱好白評質量 2問68~~1肉詰め 玉め~葱赤，表の肉3に 身1の割ぜ で 肉とL詰， 

玉葱，萌 20名
みじ り混てぜーマンに
国に片ん栗切粉ををつけて蒸し上げる。

赤でか蒸肉ら薄をし者大切切とOL句，にL芯，し替オて？主で主鍋止，砂がに湿糖入れった，らと小ろ火口
醤油，砂糖 30名

9i°9:人6分熱蛋好評白質量 ·~~·ラ0Cg al 11赤肉甘辛煮 と 油 マ：問、りつけ
る。

12肝り臓の油妙 肝で味臓つをけ細かく切り，泊けで妙め胡持：，醤油 胡骨l＇.，醤 Y由 10名
細れくかるく切まれ気，t妙水こ分なりのなけして妙りつ る。

ばな臭みでは つらぬ。

13肝り臓やきと 肝臓，，長たを兼れ犬を切と安つりのまλ部茄でート口茨位火にでや切 長砂薬糖草， 醤油 10名 みて1食人ば分べとら蛋熱宇れれ白質量のる味。によっ
きり け互るに。 にさし，

12iaf 74 

も肯れる様に新鮮なものには，決して香りや，しつこ 料理は，鉄板ゃぎ，龍田やきく生萎を用いたもの〉，カ

い味を添加する必要がなく，持ち味を生かす事が最も ツレツ，ぜ｛マンの肉詰で，次に90%台の物が3 束lj身，

美味である。しかじ，幾分新鮮度の低下じたもの，叉 支那鰻頭で，設は80%以下と云う事になる。多種類の

は臭いの気になるものに対しては，肉ヅク，生萎，葱 物を用い手のこんだ料理より，かえって簡単な，さつ

類，大根等がよく，他の香りの強いものは適当でな ぱりしたもの L方が喜ばれる様である。叉季節にもよ

い。 るが，必ず熱いものは冷めないうちに，！冷めたい料理

味は甘味を控えて塩味がよく，動物性の脂肪を併せ は早目に供する事が，味を保たせるために重要な点で

用いる事によりー暦味が引き立ち好評を博した。 ある。

以上 13種類の料理の中で，試食者100%が賞賛した

南氷洋産鯨類の築養価について （績報）

生 活 衛 生 部栄養課 新井 養老

酒井機

塚越 ヤ只

c 1) 緒 言 められ，着々その成果を牧めつ Lあることは朕幸に槙

鯨肉の鮮度保持の立場から各種の研究が綜合的に準 えないQ
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苦々は鯨類の各部位による栄養成分を究明し，鯨肉

の利用と鯨体の高度利用に関し最も効果的な方法を渇

試して来たが，その結果各部位とも利用偽値のあるこ

とを認、め得るに至った。中でも鯨肉は動物性蛋白源と

して有要であることは周知の如くである。

殊に蛋白質は生活体じとり縮めて重要な作用を発現

するので之等の点にも言及した。

叉鯨肉の栄養価と香味，鯨肉及び内臓を主材とした

調理の瞥好，有費鯨の飼料の栄養成分，血液の栄養成

分，鯨類の腸の医学的応用方面に豆り究明の分野を補

足した。明かなりとも参考になれば幸である。

本研究を行うに当り，試料の採取に御協力を賜っ

た，日本水産及大、洋1魚業両会社並｝こ関係の諸氏に深甚

の謝意を表する。

く2）融肉の栄養価値

蛋白質に就いては熱知の如く，一般に植物性蛋白に

は栄養不可欠なアミノ酸が欠如したり，若しあっても

少レ場合が多L、のに反し動物性蛋白質には栄養に必要

なアミノ酸が多い事は既に知られている。

花って蛋白質ーであれば何んでもよいのではなく，出

来るだけ栄養上必要なアミノ酸を多く含む動物性蛋白

を摂取することは最も合理的である。そ 5して鯨肉た

利用することも摘めて意義深いのであるが，鯨肉に関

する研究は従来積めて少いQ 嘗て奥田，山川両氏によ

る鯨肉のアミノ酸についての研究発表があるが，イワ

ジ鯨く山川淘氏研究〕は種類も明であるが他の一種に

就いては種層が不明である。而も試科の部位の記載は

なく全体としての栄養を論ずる資料には明治、難色があ

る。

然し当時知られ－ていた必要なアミノ酸の種顛と，そ

の含有量を測定せられたことは益することが多い。今

それらの成績から，牛，鯨，鯛，蟹等を比較するに鯨

肉は牛及び鯛．蟹と概ね同じ程度の栄養価をもってい

ることが知られている。而して苦々の実験からも鯨肉

は動物性蛋白質ーとして，イ也の畜肉に匹敵し，カロリ｛

源としても好適であり，価格も低廉であることは特筆

すべきで、あるが， ff怯これだけで栄養価を決‘定すること

は早計に失すると思う。即ちアミノ酸について十分研

究すべきである。而して其の概要については既に述べ

たところであるが，鯨肉のアミノ酸については現在な

お不明の領域が多い。今後興味深く研究さるべきもの

である。

く3) 宅嶺鯨の餌料の栄養成分

南氷洋固有資源である鯨類の餌料沖アミくEuphau・

8ia ・sp）の栄養成分は以下に示す如く， 水分 88.20

%，蛋白質8.19%，脂肪 0.68%，友分 1.56%で，そ

の中 Ca248 mg%, P 1ラ8mg%, Fe 2mg%, NaCl 

304 mg%である。此の数価より換算すると 39Calに

なる。

あのE大な有額鯨は此のカロリーの少い沖アミを摂

取しているのである。此の事実は鯨の消化政牧，再合

成，成分利用等に於て概めて興味あるところである。

要するに鯨の胃け夫々の構造そ異にした幾つかの室

に分れて，而もそれが順番に並んで、次々に消化作用事f

分業的に，且つ流れ作業的にす Lめて行く点は著しい

特長であり，鯨の胃は独特の精華を有している。

鯨の食餌隈取は鯨飲でなく鯨呑し，餌を少しも明日爵

しないで丸呑にして仕舞ふ為め，胃に非常な負担がか

Lる。それに応じて仲展性の大きな食道下部の膨大部

に，一時餌を貯え，或はその強大な筋肉暦の運動によ

って，或る程度の機械舵洞化を行い，それを少しづ L

第2，第 3胃（室〉と順次に送り，分業的且つ流れ作

業的に消化を行う。叉鯨が岨噌作用を行はないであら

うと云うことは費鯨，歯鯨額共に口器の構造を見れば

一見して明かである。

水中生活と云う特殊な環境の中に生存し，その為め

に此の第一義的役目である捕食器としての働作に専念

せざ、るを得ないと見ている。而も水中生活に於ては陸

上生活と異り，先づ‘第ーに捕食を確実にする必要があ

る。

叉餌となる沖アミは積めて小型であり，且つ運動性

が俊敏なので捕食を困難にする。従って一時に集団的

に捕食し，それに件う海水の喋ドを避ける為めに賓と

云う口器により特殊な摂取方法で鯨呑を行う結果，胃

に於て一部口腔の岨暢運動を代償する必要を生じ，食

道下部の膨大があり，且つ可及的建かに臓下された食

餌を一時貯蔵し，強力な筋肉唐によりある程度機械的

に磨裁し，それを第 2，第九F 第4の各聞く室〉に分

業的，流れ作業的に運搬して胃としての機能を成し遂

げている。

今仮に長須鯨の体長7ラ択の体重は 54,014殖とすれ

ば，此の体重の鯨の望ましい栄蓑摂取量は人間と同様

だと仮定して換算すれば凡そ次の如くである。

餌料沖アミの栄養成分より算出し，餌料IOOg中の熱

量39Calである。叉男子56kg（体重〉の軽労者2,200Cal,

中労者2,500Cal とみなし， 54,014÷56=964.5人分。

2,200×964.5=2,121,900くCal) （軽労作の場合〉

2, 121,900÷39=54,407, 54,407 × 100=5,440;700(g） ~p 

c・94) 



t_:i5.4407殖になる。又中労作の場合は6.18269殖になる。

以上の算出より類推すると長須鯨の体長75BR，体重

54.014踏にありては， 1日の望ましい栄養摂取量即ち

軽労作の場合は 2,121,900Calを要するので， 5.4407殖

をく体重の約 1/10〕捕食することになる。 又中労作の

場合には2,4l l ,250Calを要し， 6.1826＜：？殖の餌料を要

するb 上記の算出は鯨の生活が重労作的のものではな

かろうと推算した結果による。若し重労作的なもので

あるとすれば熱量も亦食餌量も累加することは云う泡

もない。

く4）鯨の血液と栄養成分

俵氏によれば、鯨の血液中のヘモグロピγ中には11% 

もヒスチヂンを’含んでいる。叉中毒元原プトマインは

種々の毒素の混合物である事が分よっているが，その中

で最も重要なものの一つは、ヒスグミンと云うー毒素で、

ある。！日：のヒスクミンはヒスチヂンより変化して出来

る。

然しヒスチヂンは栄養上は寧ろ重要なアミノ酸の一

つである。よってヒスチヂγ を多く含有している蛋由

貿は優秀な蛋白質とも云える。奥田？山川氏等の分析

結果によると2.72～3.44%含有されている。

l 叉ヒスチヂンは医学実験及臨床実験で確認された。

即ち胃潰湯と十二指腸潰湯などに驚異的な治療効果を

あげている。 乾燥血粉 lkgからヒスチヂン塩酸化合

物 50gを得ることが可能であると云う。

又長須鯨と抹香鯨の血液の栄養成分は次の如くで，

との少数例をもってずれば長須鯨の血液は抹香鯨の血

液よりも蛋白質，脂肪3 友分， Ca,P量に於て相、々 多

くFe及びNaCl量は少く軍ろ抹香鯨の方が梢々多い。

但し現地に於ける所見を綜合するに鯨は捕獲後，処

理迄の時間は大体3時間40分を要している。而して吾

々の誤験材料は尾部より採血せるもので赤血球は認、め

られず既に溶血現象を墨していた。而も鯨の解剖の場

合は常に死後処理であり，解剖の際には文字遁り奔流

の如く血液様液が、流JL出ると云うが，此の赤黒い液体

が果じて血液なりや否やと云う疑問者7生ず、ると云う。

l止の点に関しては更に検討し，鯨の血液及び其の他

の材料不備の点や未解決の点を迫試致L度い。

く5）鯨の腸の医学的躍用価値

嘗て鯨の腸利用について，吾々は之を腸線に加工

イL，医学上外科材料とすることが果して可能であるか

否かを場膚提唱していた。

従来外科用縫糸としては日本腸線株式会社毛の他に

於て，特に羊や馬の腸壁脅原料とじて加工されていた。

然るに偶々量的に於て年産額の多い点，叉ロ甫乳動物

である点を考慮し，鯨の腸膜壁が腸線として果して可

能であるか否Iかを究明する為め，ナショナル工業株式

会社薩摩義一郎社長が自ら製造に着手して使用し得る

工程に達した。

白木で始めて完成したNationalRibbon Cut Gut 

は横浜医大小沢博士，東京警察病院大麦博士等の指導

により過去数ヶ月を費L，苦心研究の末，窓に完成し

臨床実験に於ける良好な結果を符ち，発売の域に進め

たいと努力している。

抑もRibbonCut Gut手術図附で有名な Didus ch 

氏の発意に基き米国の著名な泌尿器学者、Lowsley氏
が＇ 1933年より使用し始め，従来の捻延腸線に比して

多くの優れた用途のあることを認め，主として泌尿器

手術に多くの応用を発表している。

Ribbon Cut Gut の性状は遁常の外科用腸線の如く

捻伸することなく， リボジ状（幅lOm.m，長1.5m)

としたものである。又その厚さによりNo.1～No.6迄

ある。 （鯨の腸線は明か厚き憾があるので向ほ研究の

余地が残きれている。〉

特性とじて Ribbon状である為め，腎，肝，醇臓の

如き脆弱な組織の縫合にも，亦従来の腸線では組織の

断裂で困難を感じた場合でも， リボン状である為め容

易に総合の目的を達し得ると云うにある。

従来.OMS膜（北大整形外科の奥田，松野教授，

ナショナル腸線会社の薩摩社長の頭文字をとった略

号〉は馬の小腸壁に種々の化学的操作を加え創製され

たもので，膜の大さ位 13cm×26cmで， その用法及

び適応症として関節成形術，骨折治療，肺臓外科及び

！陸，神経癒着防止，欠損部強化膜として栂めて広い応

用範囲を持っている。

而も OMS膜は無刺戟性，後、療法に於ても蕗痛のな

いこと，施術後の脆力感がないこと， OMS膜は随時随

所に必要量が得られ，貯蔵が出来る許りでなく，優秀

性は幾多の臨床実験で立証されているので，関節成形

術，胸部成形術界の注視の的となっている。

そこで馬の OMS腸壁の膜を， 叉鯨の腸壁によっ

て OMS 膜を， ナシヨずJレ化学工業会社では創製

L，その効果と適応に努力している。

c 9ラ〉



／東京都に於ける築養揺取朕況 （第 4報）

小河内貯水池建設作業場に於ける飯場の築養

揺取状況について

新井養老 近藤うも之

生活衛生部 栄養課 酒井 ？歎 l賎 l峨喜一郎

小河内貯水池建設事業は都下西多摩郡小河内村に於

て多摩川本疏を横断してつンクザ戸ト高堰堤を築造し

小河内，丹波山及び小菅の三ケ村に跨る大貯水池を設

け，多摩川洪水量を貯溜レ置き，渇水時に之を放流し

常時取水量に即応する原水を確保するものである。而

も本工事は重労作業或は最重労作であって，栄養を最

も多く要する労作業である。従って栄養摂取状況の如

何は労務者の健康維持並に仕事の能率に多大の関係を

有するものである。

仰ってこれら労務者にとり果して適当な栄養が補給さ

れているか否かを$＞1地について検討の上，試料採取し

試験を行った。以て労務者の健康保持増進の為め朝日か

なりとも改善向上に重点が置かれ，水道建設事業推濯

の資料裏づけに寄与するととが出来る；ならば甚だ幸で

古内正孝 塚越ヤ yζ 

渡透甲子 野崎正夫

ある。この見地から小、河内貯水池建設事務所の協力を

得て，昭和26年 8月27日～29日の三日間に亘れ対象

を株式会社熊谷組水梨寮，東京鉄道工業株式会社鉄工

寮，東京鉄道建設興業株式会社伊藤寮，矢吹寮の四寮

について本調査を行った。

次に作業員の業態及び年令構成をみるに，作業現場

に労務ずる者の業態は土工，坑夫，鍛冶工，電工，鳶

職， トラツaク運転手等によって其の大部分を占め，若

干の事務執務者を加えたものである。年令構成は最高

60才より最低16才であるが， 20才～30才迄の者が大半

を占め平均年令は27才である。叉出稼者の地方別をみ

るに，地元近県の者は比較的少く大部分は東北地方出

身者である。

第 1表 各 寮 に 於 け る 作業員の体格

＼＼～寮＼別＼月種一別一～九 I調査人数 l｜身 長仁ο込平F 年令く平均〉

東鉄京鉄道工工業会社寮 32 人 1. 565 :in 55. 14 kg 24 才

賞馬 梨谷 組寮 8 /! 1. 553 // 52. 79 /! 33 才

会東京社鉄矢道建設吹興業寮 10 /! 1. 497 II ララ.72 グ 29 才

同 30 II 1. 596 II 56.64 /! 29 才
伊藤寮

以上4寮 3日間の試験成額く平均〉と分析表より算 足している。

出した数値との比較に於て， 熱量 1.0%, 脂肪11.6 日本人最重労作の栄養必要量は熱量3,450Gal，蛋白

%試験値の方が大である 0・ 質 105g と見4慨して比較した。

・叉試験により得た成棋と日本人の栄養必要量に就い 更に調理器具類即ち庖ー丁，姐板，箸，井，皿，杓子

て比較するに，熱量，蛋白質，脂肪， カルシウムラ 等の汚染状態は庖丁75;091)，姐板 100%，箸 100%,

鉄，ぜグミンBi, ぜグミン B2, ピグミンC等に於て 井100%，皿75.0%，杓千100%と云う汚染牢を示した。

充分であるが，動物性蛋白質並にぜグミンAに於て不

( 96) 



於て熊谷組く水梨寮J81，鉄工寮う7，東鉄く伊藤寮ヲ

67，同く矢吹寮） 65である。之を感覚温度からみるに

水梨寮77，鉄工寮82，東鉄く伊膝寮） 80，同〈矢吹

寮） 82で快感温度：（60～70）を凌駕している寮は水梨

寮9・伊藤寮，矢吹寮である。

各寮の調理場に於ける落下細菌は概して良好で，恕

限菌数を超える場所は，熊谷組水梨寮の流し場 111,

東鉄伊藤寮の調理台125であった。

f当研究所研究報告4参照〉

乏を各寮別にみるに熊谷組く水梨蜜） 83.3%，東

鉄く伊藤寮） 100%，同 く矢吹寮） 7ラ%， （鉄工寮〉

100%で何れも汚染度は甚しいものがある。

食器具類の洗糠は不充分で醗粉性食品の残留物と脂

肪性の残留物は共に著明に検出した。

飲料及び洗瀧用の水源も亦細菌的に汚染され，飲料

不適，要櫨illl消毒と云う不良の結果を得た。因に調理

作業員の手指の細菌的汚染は， 66.71%～100%の高率

であった。

叉各寮の飯場（炊事場〕に於ける環境状況は潟度に

I ＇事想力｜
I 20.27 I 

I 18. 64 I 

I 20.0 I 
I 20.43 I 

同示ゆ竺i観 測 時 i

l 昭和2Ta~· ~6 j 

I 12. 40 I 

I 1ラ ooI 

I 16. 00 I 

各寮に於ける温度及感覚温度

乾球温度
く。C)

感覚温度
(E.T.) 

第 2表

湿度
(%) 

湿球温度
（。C)

77 81 24.0 26. 1 熊谷組水梨寮

82 57 25.0 30.8 寮工鉄

80 67 25.0 29.0 伊藤寮東 鉄

82 6ラ2ラ.5 29.8 矢吹寮東鉄

（備考〉感覚混度。。～70E.T.) 

各寮の調理室に於ける落下細菌

｜疏 l場［食卓（備

I 111 I 31 ¥ /  

ツア｜
28 I／子／

｜／／／｜ 

11 

理台

／／ 

／’ 

／ 

／／  

125 

3 

23 

2周

第 3表

I // 1 

I 11 I 寮

寮

寮

寮

東

百長

吹

書3

工

伊

矢

熊谷組

鉄

鉄

東

鉄

考ヲ（備

100以上75～100 75 日0～70以下50 数間

禁忌菌数高度菌数恕限菌数意
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第 4表 小河内貯水池建設作業銀場に於Iナる栄養調査 く1日l人分〉

寮 別l採集期間l l30c!;rl~I号替相 1~c~~l t. I ~： 1 ·~~ le~！ 1~~~1~ 1~~；；lfrtJ~£＼ I~！：~ ~1)2 
熊谷組 I26.8.27～291 I I 171.461 I I 2i9.30fべ678.49114.31153.1113,6641 13.ssr 2.73410.0561 I I I 
水梨寮｜ く 3 目的 I~己主1~31~ニQ2l包:221~竺~1-1一一 l -I包竺il_~i_Qd色白也竺）IQ~I色竺t－~~1旦~I
東鉄I26.s. 27～291 I 「I148.42) I I 26.351 689.19i .11.矧 64.43)q明只1 o. sso1 2. 163) o. 055) I I l [ 
E藍室Io 目的巴主主竺71ζ~ニ-5：~1径二空l!__Q日l~I ]_ J白壁）｜生血色ifill！回竺）｜」~1色笠｜三竺i£竺d
妻吹差 126（；·~詰5913 日平均｜山｜ぷ：~slu6.のb28.d ~Js\ 6θlマIr2.~l 46. 7甘ん~＼ co~坦ム；；~＼cg.-g；~＼く37o)b.吋l吋（ 139)
鉄道工業 126.8.2向日平面広三五口訂「－「~1~~69T.-2f10.331珂工房oi「~I：？：両日7「－1~~1 ~I
鉄工寮｜ く3日間〉｜ ｜ lく122.2））く31.J)/C引 .1）／エ竺主〉一一一一！ _J 位三lillくo.n 1 )i(3. 706)j(o. 038)/ cs221く2.67）にo.98)) ( 4り

' 【7百平謁｜τ三二Al寸茄：否7) 「一一1一11てi
合計｜二三2寸｜玉竺Z笠｜包~I包~l_i笠主空）／＿一一一一｜ 一｜一一一（竺~ 

I I 155.141 I I 27.961 689.381 i3.671 51.141 3,6301 1.219/ .2.4891 0.064 
平均 1 ¥ ¥ 2,246＼くr23. de 19. 5)¥( 104.対く31.2)1 I I ・¥i3,665JIく0.601火3.4ssSlco・046)1(719)¥(2. 72"・¥( 1. 3 i)¥ (144ち

く括弧内は分析表より算出した数値〉

ハ
ゆ
∞
）

第 5表 各寮に於ける調理器具類の汚染 〈大腸菌群〉

場 所 半日 定 1庖丁［組板！ 箸 井 血 ！杓子i指 Al指 B 片的［品協ι

26. 8. 29 推定試験 一 一 十 十 ＋ ＋ ＋ 

十＋／／／／ 
／ ／ ~·レ12熊谷組く水梨寮〉 1. 30 一一

確定試験 ＋ ＋ 十 ＋十 ＋ 十＋ ＋ 

一一
推定試験 ＋ ＋ 十 十 ＋ ＋ 十 十 ＋ ＋ 26. 8. 29 

_;_ 
＋ _;_ 十 十 ＋ 

東鉄く伊藤寮〉 10. 50 一 一 一 一 100.0 100.0 j 

確 定試験 十 ＋ 十 十 ＋ 十 十 十 ＋ ＋ ＋ 十 十 十

一 一 一 一 一
26. 8. 29 推定試験 ＋ ＋ 十 ＋ 十 十 十 ＋ 一 一 十 十 十 十 十 ＋ 

東鉄く矢吹寮〉
11. 20 一 一 一 一 一 一 7ラ.0 83.3 

確定試験 十 ＋ 十 十 ＋ イー 十 十 → ＋ 十

鉄道工業く鉄工寮〕 E 26. 8. 29 推定試験 十 ＋ ート 十 十 十 十 ＋ 十 十 十 十 十 十 十 十

11. 50 一 一 一 一 一 一 一 100.0 100.0 i. 

確定試験‘ 十 十 十 ＋ 十 ＋ 十 ＋ 十 十 十 ＋ 十 十 十 ＋ 

平均汚染率% 75.0 100 100 10'.) 75.0 100 100 I出 7 I 



東京都に於ける栄養揺取状況 （第 5報）

学校給食に於ける栄養掃取吠況及び調理室に於ける

落下細菌数並に調理器具類の汚染度に就、瓦て

老

徽

孝

子

養

ー

正

甲

井

井

内

辺

新

酒

古

渡

課養栄・立ロ生筒活生

さきに教育庁学校給食課の協力を得てヲ冬期の野菜

不足時に於ける学校給食の全般を把握す』る目的で，学

校周辺の環境等を考慮に入れ，第 1回調査（昭和26年

2月5日～3月19日までの期間〉に都内14校について，

各 3日間調査した。

その後更に第2回調査に於ては野菜の最盛期の秋季

を撰び，都内21校，都下j校に就いて各3日間継続し

（昭和26年10月30日～12月19日〉試料を採取の上試験

を行った結果を取り纏めままに報告する。

伺って朝日かで、も改善向上に重点が置かれて，学校給

食推濯の資料裏づけに寄与することが出来るならば幸

甚である。

近藤光之

l嵯峨喜一郎

塚越ヤ久

野 i崎正次

J_j、上都内21校について今回行った成績を国民食糧及

び栄養対策審議会答申の 8大都市学校給食実施方式に

比較してみるに，熱量に於て 800Cal以下のもの11

校，蛋白質 25g以下のもの 8校， 脂肪7g以下のも

の8校，カルシウム Q.6g以下のもの19校， 鉄 6mg 

以下のもの 5校，ピグミンA,2, 000 I. U.以下のもの

16校，ピグミン B1O~ 7mg以下のもの20校，ぜグミン

B2 0.8mg 以下のもの21校，ビグミンC20mg以下の

もの 11校で改善の余地が認められる。

向参考の為め前回の調査成績と今回の成績との平均

値の比較は第 1表の如くである。

第 1表 第 1回及第 2回に於ける栄養護摂取量の比較表

:1 : ! : ~.~l~）B＼~群｜時l1~g)!bl号g?I二Jく：Jくこ）IPr.t ~）I c！~） I c！~） Iム
~I品宮〕トーゴ
:!c芸品費〕1 . 591/ 27. 891 

~I晶君〉卜75124.51 12. 11 ・ 12. 41 

~：品副山

7. 7511叶イ
ヲ…531 3151 

6.311叶 3281

8.61叶判

I si l 
I 71 I 

物，I811.7051 

4ィ…71

o.461 o.521 

0.4戸
19 

23 

叉学校給食調理室に於ける食器差出口，調理合，ヵ 之を学校周辺の環境からみるに，都下校，国立校，

マ下の上，食器戸棚，教室等の各箇所についての空中 特殊校，漁業街校，農業街校，住宅街校，商店街校3

落下細菌の各学校別による平均債よりみるに，恕限菌 モデル校，私立校のJI慣に落下細菌数は低い。

数 75を超えるもの17校で，全調査校の77.79{;に当る。 更に調理器具類の大腸菌群による汚染率は姐板の不

く99) 



良のもの21校で平均91.3%，庖丁が10校で47.8%、副 住宅校，私立校，工場街校，商店街校，漁業街校，特

食皿がラ校で21.7%, ミルクカップが4校で17.4%, 殊校，国立校，都下校，農業街地区のJI院に汚染率は低

パン皿が13校で 15.81%に当り姐板が最も汚染きれて い。

いる。要するに学校周辺の環境から見るにモデル校， く当研究所研究報告4参照〉

東京都に於ける築養摂取7状況 （第 6報）

都下農村に於ける農繁期の築養摂取駅況について

生 活 衛 生 部 栄養課

本調査の目的は都下農村の農繁期に於ける栄養摂取

状況を知り，その改善を行うにある。仰って経済局農

業改良普及既の協力により，昭和27年日月より同年10

月までの 3月間，都下日地区について試験を行った。

その結果を要約すると次の如くである。

調査を行った地区別の成績は甚だ類似した結果を示

したが，その中でも隣，鉄，ピグミンB1，ピグミン C

等に於て充分である点と，カルシウム，ピグミン・A,

rグミンB2等に於て不足している点はラ地区全部全く

同一である。

従って 5地区， 56世帯，延4ラ3人に及ぶ調査地区全体

に亘る結果も亦，之等の点に於ては全く同一である。

熱量に於ては江戸川地区のみ不足し，他の 4地区は充

分である。脂肪に於ては都下3地区全部不足し都内

2地区は充分である。

叉動物性蛋白質に於ては，都ド3地区全部不足であ

新井養老 近藤党之

泊 井－ 出数 ！嵯！峨喜一郎

古 内正孝 渡漣 甲 子

塚越 ヤ コえ 野 i崎正夫

JI! 書世 猛

り，都内2地区のうち l地区は充分である。

向ラ地区全体の平均よりみる時は，熱量，憐，鉄，

ピグミンB1，ピグミンC等に於て充分であり，全蛋白

質，動物性蛋白質，脂肪，カルシウム， ピグミγA,

rグミンB2等は不足している。

全蛋白壁に対する動物性蛋白質の割合は17.2%であ

り， Ca:Pの比は 1:5である。

次に調理器具類の汚染状態は平均56.7%で，庖丁50

%茶椀ラ0%，箸ラ0%，組板58.3%，皿75%である。

叉食器具類の澱粉性食品の残潤物と脂肪性の残溜物に

ついては平均 62.ラ%で，脂肪性の皿，井は共に 100%

を示L積めて洗糠不充分であるが，澱粉性は25%の汚

染率である。

台所の落下細菌数はJ慨して良好で平均ラ2.8%で3流

L場50%，かまど上58.3%，食器戸棚50%であった。

く当研究所研究報告 5参照〉
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都下農村に於ける農繁期の栄養摂取献況く北多摩地区〉調査成績表
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以上 15世帯の平均

く算出値〉

成 分 i錯「顎｜暫 i脂肪「？？量＼1~~v1ー鉄例1~：1 u1~： ~？rm：；［＆グミンl(g），くg）くCal) (g) (g）くI.U.)Bく~g) I く2mg）くmg）ー

北南西板多多多橋摩摩摩区郡郡郡徳大西加丸多和佐木摩、村村町：15世帯平均l目1人分

69.5 58.9 505. 1. 6~う2,477 0.451 1, 728 0.92 117 

12世帯平均1日l人分 69.6 10. 59.5 18.7 506. 2,474 0.396 2. Q.047 843 1. 51 0.65 861十

12世帯平均1日1人分 79.8 15. 64.7 20.0 2,501 0.410 Q.037 2,016 1. 71 0.88 103 

12世帯平均1日1人分 94.4 8. 85.6 28.8 696. 3,424 0.475 2.400 0.100 881 1.96 0.83 47 

江戸川区上一色町 5世帯平均！日 1A53'1 73.1 22~ 51.1 25.6 477. 2,433 0.347 2.306 0.053 2, 175 1. 17 。.60 126 

以上5地区の時帯平均l日l人分｜ 。吋 96 

5地区に於ける平均摂取量並にその総平均成績表第 2表



第 8表 詞理器具績の渇染度試騒成績表〈大腸酋群試験〉

~具｜日時｜判定同九板｜茶椀 1 ···~I~ I汚染率

第 4表 台所の落下細菌数及び食器具類の法濃度試験成績表

誌と
目旨 肪 澱 粉

流し場 かまど上 食器棚 汚染率% 汚染率%

』E 井 皿 井

炉凸~・ Jll く＋） 81 くー〉 32 （ナト〉 83 十 十 一 ラ0%、

大野く新〉 く十3 95 く＋） 118 く十〉 89 100.0% 十 ＋ 50% 

大野（元〉 〈ー） 35 く十〉 110 くーコ 37 33.3% 十 ＋ 日0%

石 田 く十〉 84 く＋） 144 c +) 109 100 % ＋ 十 ラ0%

井 上 く十〉 98 く十〉 78 く一〉 41 66. 796' 十 十 十 十 100% 

指 田 く十〉 8.6 くー〉 41 く－） 42 33.3% ＋ ＋ 50% 

中 野 くー〉 63 （ー） 70 く十〉 77 33.3% 十 十 二ト 十 100% 

イ乍 く十〉 184 ( +) 95 く＋） 106 100 % 十 土 一 ＋ 1う%

島 田 くー〉 59 く＋） 103 く－） 50 33.3%. 十 十 一 ラ0%

関 口 く一〉 61 く＋） 105 c +) 138 66.7ヲ4 ＋ 土 斗ー 一 Tら%

初 村 くー〉 22 くー〉 35 くー〉 39 0% 十 十 一 50% 

浜 中 (-) 48 （一〉ラ6 くー〉 64 O＇.沼 + ＋ 一回 50% 

平均汚染率% 50.0% 58.3% 50.0% 52. 77% 100% 100% 25% 2う% 62.ラ%

備考恕限細菌数75以下〈一）， 75以上〈＋〉．

( 102) 



江戸川区小岩町上ー色内井水水質試験成績 27. 9. 5. 

No. 2 3 4 ラ 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 

Id謀8I II ¥ 1, II II 11¥ II Iザ III ,1 II 

II II 

4鈴小の木岩し金町4吉76 
II 

上三島町 II 名41］久の崎井I，ー9町9郎9 採 酌 f国 所 4の 16 792 804 797 748 6の777
山本栄助6 木間四郎 平沢勝吉 中村蹴1,4五76良 4佐の藤l秀，5夫 岡定次郎永島銀二郎秋元謙治 秋元元吉 桜井政長 石田義久 主支fk~ 高橋~~次郎

井戸の種類 突抜 /! II II 撃泉？ 突抜 II II II II II II 整泉 突抜 閉鎖式

井戸の深さく尺〉 20f立 20f立 20位 不明 く動不力揚明水〉 40｛＇立 II II II 30位 不明 15位 280 40｛立 不明

探酌月日 8. 13 II II ！？ 8. 28 II II II II II 8.13 8.28 !! !! !! 

気温 。G 27,5 !! !! II 28 34 II II II II 27.5 28 34 II 29 

水温 。C 16.0 II 15.5 1う.5 15.5 17.0 16.0 17.0 16.5 16.0 15.5 15.ラ 15.0 17.5 16.0 

色度（度〉 12 7 6 4 3.5 9 4 う 4 11 7 3 4 10 8 

濁度 ppm 2 。 。 6 。 。 。 2 。 。 。 6 。
臭味 ；恒微臭 " II II II !! II II II II II !! II II !! 

pH  7.9 8.0 8.1 8.0 7.8 7.9 7.9 7.9 7.9 7.9 8.0 7.9 7.9 7.9 7.9 

アルカ ~J 度（CaC03)ppm 472 486 490 468 496 536 288 275 233 548 460 476 188 386 550 

酸度 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。
遊離茨酸（002) 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。
塩素イオン（Clつppm 70.9 49.6 42.6 28.4 97.7 124.5 49.ラ 88.7 84.6 89.4 35.5 53.7 47.5 99.8 110. l 

硫酸イオンくSO／つ 不検出 II II II 痕跡 不検出 痕跡 少量 II 不検出 II II II II 微量

燐酸イオンくP04111)ppm 6.5 7.5 6.5 6.0 1. 5 7.ラ 8.0 7.5 8.0 8.0 3.5 4 1. 5 9.0 8.0 

弗素くF)ppm 3.1 3.2 2.6 1. 9 2. 1 1. 7 1. 2 0.8 1. 0 1. 8 2; 1 o.s 0.5 2.1 2.2 

硝酸性窒素（N)ppm 痕助： !! II !! II II II II II II II II II II II 

亜石青酸性窒素（N)ppm 不tえ出 II II 痕助： 不検出 痕跡 II 不検出 痕跡 II 不検出 II II 痕跡 !! 

アンモニア性窒素くN)ppm 0.56 0.84 0.7 Q.98 3.22 1. 12 ・2.24 1. 12 1.4 2.66 0.ラ6 1.26 1.82 0.7 1. 12 

ブルプミノイ下室素くN)ppm o.う6 o. 7 0.56 0.7 0.84 0.56 0.98 0.7 0.56 0.56 0.56 0.56 o. 7 0.56 0.7 

総硬度（CaC03)ppm 28 25 34 22 84 56 106 54 88 74 27 60 64 42 110 

独轡虫 1. 6 1. 4 1. 9 1. 2 4.7 3.1 5.9 3.0 4.9 4.1 1.5 3.4 3.6 2.4 6~ 1 

カルシウム（Ca)ppm 6.29 4.57 ラ.86 4.03 17.04 9.68 21.28 8.67 16.33 11.90 2.43 15.53 15.13 6.05 38.52 

蒸発残留物 ppm 737 706 635 673 677 809 468 617 624 779 640 605 313 600 779 

温マンガン酸カリウム消費量 ppm 17.06 18.96 14.54 10.74 11.38 15. 17 7.58 11, 38 12.64 15.17 11.37 7.58 10. 11 22.75 13.90 

備考 天候は試料採酌前目及び当日共晴
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豆腐は我が民族のl嘗好に適合L，夏期に於ては冷奴

として珍重せられる事が多いのであるが，時に之が消

化器系伝染病を媒介したと疑われたことも少くない。

最近赤痢患者漸増の傾向にある折柄，生食食品の夏

期対策の対象として，この冷奴にも深い関心が排われ

てい令。

東京都市販の豆腐の検査成績は栂めて高率な大腸菌

汚染を示している。このことは豆腐の生食は消化器伝

染病予防上まことに危険であると言う事を裏書する。

我々は豆腐のこの大腸菌汚染原迫及の目的で，工程

調査を行った結果は・作業者の手指及使用器具ーより多

数に大腸菌が検出され，この器具の汚染は叉多数に大

腸菌を含有する凝悶水私設株用に使用するに基因す

る場合が多く，従って汚染大腸菌は工程中を反復巡廻

第 1表 市販亘腐及豆腐j責水の大腸菌検査成績
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備考分額は Imvictestによった。

Il 製造工程調査

検体の採取

器具ーの試験の為には，食品衛生検査指針の容器器具

の検査法中の「ふきとりJ訟によって，約 lOcm孟を

拭取った「ふきとりJ棒を lOccの緩衝滅菌生理食盤

7Jdご洗落した液を；決液とした。

手指の試験は，予め滅菌し200ccの滅菌緩衝生理食

盤水を入れた小型洗面器内で、両手指を洗糠せしめた液

を検液とした。

ゴ桶は 100~~の減菌経街生理食盤水を注ぎ数回桶を

廻転して決糠した液を検液とした9

松井多

国代秀雄

しているのではないかと思われる。

伶この工程中は相当高い温度で処理されているので，

分離大腸菌の熱に対する抵抗力を誤験した結果はp 熱

抵抗力の高い菌株が，他の食品関係に於けるよりも高

率に検出されていることが知られた。

之等の事が食品衛生対策上の何等かの資料になり得

れば幸である。

I 市販品の大腸菌検出率

東京都tこ市販されている豆腐及豆腐漬水からの大腸

菌検出状態は，第 1表の如くであって，食品衛生検査

指針に示されている大腸菌群の検査法によれば，昭和

26年度Jこ於ては 170検体中168く98.82%）が， 27年度

に於ては222検体中 208く93.69%）が陽性で，其の検

出率の高いのに驚くのである。

106 

29.28 

148 

40.88 

10 

2.76 

362 

培養試験

各検体各々3段階宛を各段階2本宛のB.G.L.B.醗酵

管に接種する定性的誌験で推定試験を行い，陽性のも

のは更に完全試験を行い，向分離大腸菌の lmvictest 

による分額を試みた。

検査成績

煮沸前

大豆は一夜水漬し，製謹直前石臼で水を加えながら

泥状にすりつぶされる。この漬水液及すり豆液中から

大腸菌が多数に検出されるq

く104)
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この杓子からは大腸菌が毎回検出された。

ゴが凝固して援問水が見られる様になると，比較的

平な竹ザルをゴの上面に戴せ，竹ザル内に入って来た

凝固水を金坊主で取り捨てる。この際に使用する竹ザ

ルや金坊主からも，多くの場合大腸菌が検出された。

凝 固 水

竹ザノレの中に入って来る張回水を捨て去ったら金助

主で掬って，予め煮沸した布を内側に張った型箱内に

移して水切りをする。

ゴ桶内の処理の加わるにつれて，大腸菌汚染の機会

が作られ，ゴが競回して分離．する凝間水からは，毎回

大腸菌が検出された。

型箱の小孔から滴下する援問水は.t留桶に受け止め

て貯えられ，作業が終ってからこの温かい水が使用器

具の性糠用に使われるのが習慣である。

舟水

水道水を使用している所では，豆腐を入れる前の張

水中の細菌は極めて僅少で大腸菌作検出きれなかった

ものが，豆腐を入れて切断すると，急に細菌数が増加

し大腸菌が検出された。

手指

作業する人の手指からの大腸菌検出も高率であったQ

煮沸前の材料中には，多数の大腸菌がいても煮沸す

ることによって，之等は全部死滅したであろうに，手

( 10ラ〉

f鹿過直後

すり豆液は釜の中で煮立てられ，布の袋で桶内に櫨

；品される。この櫨温操作に際レて大腸菌汚染の可能性

が多分にあるのであるが，液は煮沸直後で相当高温で

もあり大腸菌は検出されなかった。

ゴ 桶

約5斗入の木製の桶で，この桶の土に「すの子」を

戴せ其の上で布袋内の煮沸液を掠って停を分離．するの

である。帯内に落ちた漏液を通例ゴと称して居り，こ

の桶の内壁には多くの場合相当厚い唐になってこのゴ

がこげ着いている。このゴ桶の洗撚液及こげついたゴ

垢を削り取って討験するに多数に大腸菌が検出される。

ゴ橘内、碕j夜の温度は匹季と製匙する人によって異る。

四季の差は気温の影響だけでなく，材料豆の鮮度も関

係とのこと。即ち容に使用する材料は多くは秋に牧穫

されたものであり，夏に使用するものは一年近くを牧

穫後経過したものである。其の外，産地によって大豆

の質だ異り，其の大豆の質に適合した様に熱処理をす

ることがー豆腐製造上最も肝要な事柄とのこと。これ

等のことがゴ桶内のゴの温度に差違を生じ，即ちB店

では， 73°0,c店では 68°C,D店では soncであった。

凝固剤としてはすまし粉く硫酸カルシウムラを少量

の水に溶かして使用するか又はエガリを使用するが，

この凝固剤よりの大腸菌検出牢は低い。

援固剤を加えでから長いへら状の杓子で境科する。



から器具から大腸菌汚染の機会が，再び作られること 確める目的で食品関係分離大腸菌並に民便より直接分

ほ甚だ遺憾で、ある． 離大腸菌の60°0.の加熱に対する抵抗力を試験Lた。

実験方法

E 分離大腸菌の熱抵抗力試験 麗狩装置を有する Waterbath中に径 2.ラcm探さ

豆腐の製造工程中で，豆腐の内部まで‘大腸菌に汚染 12cm のガラス蓋を有する滅菌試験管を立て， 之に

されると忠われる主な機会は，ゴ桶内に於ける処理操 1%ブイヨン加滅菌生理食盤水20ccを入れ，bathの温

作と，ゴ桶から型箱に移される際で、あらう。ゴ桶内処 度を試験管内の温度が 60°0になる様に加被L，之に

理時中の温度は， f慮温直後に於ては少く共 70。C以上 供試菌の24時間ブイヨン培養のlee.を拝i詳し， 1f[巻型

である場合が多いと思われ，其よりゴが完全に凝閏し 白金耳で慢持し乍ら，試験管内の温度を 60℃土0.5。

て型箱に移される時の温度は，桶の中心部と壁に近い に保ち，時間的に径約 0.8emの精巷型白金耳の l白

外側部では差還のある場合もあるが，概して 60°0以 金耳宛を遠藤培地に塗布培養して，供試菌の発育を認

上と思はれ，此の聞大略25分以上を経過する。このこ めた時，其の温度に耐えたものとした。

とは豆腐より検出された大腸菌は若干時間 60℃以上 実験成績

の温度の洗請しを受けたものが多いのではないかと云う 第 3表に示す如くであるが 60℃ 30分の加熱に耐え

事が想像される。云い換えれば熱抵抗力の強い菌株が た菌株数は食器額よりのもの21%，一般食品よりのも

seleetされて残っているのではないかと思われる。之を の26.74%，毘使より直接分離のもの 1与%に比し豆

第 3表食品閣係より分離大腸菌の熱く60。C）抵抗力試験成績

とうふ関係株 食器額株
試験時間

一般食品株 民使株

数 % 数 %｜数 % 数 % 

初二 I 11 13. I s i I 
2.5分生 I10 I 2 I 1 I 

5' : I 6: u: I I 
63 

7.51 死 I' 1・ I . I I 
生 I63 I 1 I I 
死 I 1 I 7 I I 

10＇生 I62 I I I 
12. 5 I 死 I 3 z ・ヤ I 7 53 I I 
-・ . {=t I 59 2.s J_7 ｜一一一一一 ｜一一一一－

15' : Iラ7 l l 
17. 5 I :_  I 48 5~~ 6 I ~ 6 

死 I 5 I s I I 
20 生 I43 53: o l I I 

79 

死 I 5 ・I 4 I I 
25 生 I38 46. .I I I 

安巳 I 5 59. I 6 I I 

生 I23 I 1 I 3 I 
401 死 I1 61. 9o I I I 

生 I26 I 3 I 2 I 

301 

ラO＇死 I3 I 2 I I 
生 I23 I 1 I I 
知巳 I 7 I 5 I I 

ω 生 I16 19. 1ラ I6 I 5 I 

1竺工工二一」プー＿＿＿:=c~：＿＿ ____ ~は＼一二一二
備考ー ヌド実験に使用せる菌株は全部 lmvietestに於て Coli~roup に属したものである9

く106)



第 2表 工程調査試験成績

てと対て＝象一検一一弘一司一－王周査場所｜ 

A 店 6月19日 B 店 11月12日 c 店 11月13日 D 店 11月14日

生菌数 大腸菌群試験く瓦又は距〉 生 菌 数 大腸菌群試験く瓦又は距〉 生 菌 数 大腸菌群試験く瓦又は毘〉 生菌数 大腸菌群試験く瓦又は琵〉

l瓦（距）中 1 o ¥ i. o ¥ o. 1 ¥o. o 1 ＼分離菌型 I瓦（距）中 10 ¥i.0¥0.110.011分離菌型 1瓦（距）中 1 o ¥ 1. o I o. 1 ¥o. oい離菌型 1瓦（虹）中 10¥i.o¥o.1＼仏01＼分離菌型

大 旦 漬 7.k 450万 十ト イ十 刊ー c. 10万 ＋ト 十ト ＋ト A. 7.5万 →ト 4十 4ト C.I. 

す り 大 旦 液 260万 4十 廿 十 c. 480万 ＋ト -≫- →← A. 660万 4ト 4ト ＋ト C.I. 590万 4十 4ト サ C.I. 

穏 過く布袋〉直 後 880 一 一 一 380 ヘU「l 一 5, 600 ~ 一 一 一

ゴ桶洗？［農水くlOOcc) C.A. 4ト 4十 4ト C.A.I. 
。。。

4ト サ ＋ c. 1.3万 04ト 十 67万 3.9万己

洗かね坊主糠拭取く液lOcく~~c棒〉 39万 凸
24万 ＋十 什 十ト C. 2.1万 ． － ． 一 4ト 廿 十 C.I. 7. 1万 十 十 十 c. 

．．． 

． ． 

－ ．．．． す ま し 粉 l. 9万 一 一 一
2－：.開万予、山11 

一 一 7, 100 一 一 － ． 

す ま し 粉 液 一 時母 →← C.A. Eトul;i 。

〉う： り － ．． 
1. 3万 一 5.7万 一 一

．． 

杓洗子糠拭取液（lOcmく~~cc棒〉
． ． ‘ ．．． ．． 

4ラ万 4十 十十 什 c. 17万。s4十 →ト 十 c. 26万 ．．． 十 十 一 Ir. 140万 ＋ト ＋ト 十 c. 

31Jj ~ 
I 

洗？易取ざ瀧る拭取液く10（~；~c棒〉 4ト81万

* 什 →十 C.A. 8.1万。島 十 一 Ir. 4ト 4ト ＋ト Ir. 6. 1万吋 →← 4ト 一 c. 
。

2, 100 。L 凝 国 後くゴ桶内〉 7,600 →← ＋ト 4十 c. 7.7万 一 一 一 一 一． 
凝 回 7k （型箱〉 23万 什 十十 什 c. 26万 ＋ト 4ト 4ト c. 30万 4十 4ト ＋ト c. 19万 4ト 十 一 c. 

製 日口ロ ラ，300 十 十 一 c. 1. 9万 4ト 4十 十 C.A.I. 6.7万 4ト ＋ 一 c. l. 1万 イ十 ＋ト 4十 c. 

舟 7.k く製品投入前〉 3 一 一 11 4 一 一 一 3 一 一

II く製品投入後〉 6,600 →ト 』什 ート c. 3,000 4ト イ十 ＋ト A. 1. 1万 ＋ト サト ＋ C.I. 2.7万 4ト サ ＋ c. 

洗店 員i保 A 液く手200cc指〉 34万 ＋ト イ十 4十 c. 14万 ー≫－ サト 4ト A.I. 14万 4ト ＋ト 4十 C.A. 59万 ー≫－ 4十 4ト C.Ir. 

店洗 員耳東 B 液 手く200cc指〉 1.8万 →← 4十 4十 A. 1. 9万 一 一 一 10万 4十 一 一 A. 

備考 大腸菌群試験は各段階2本宛の醗酵管を使用し表中，サは供試醗酵管2本共陽性，＋は供2本中 1：本陽性，ーは2本共陰性を示す。

c.は Coli型， A・は Aerogenes型， I.は中間型， Ir.は型不明確なものである。



と思われる。

3. 使用器具の大腸菌汚染は大腸菌を含有する銀問

水を洗日庭用に使用し，其をそのま L翌日の製造に

使用する習慣が，重要な原因をなしているのでは

ないかと思われる。

4. 豆腐関係よりは他の食品関係よりも熱に対する

抵抗力の強い菌株が高率に検出されていて， 19.75

%のものが60。C60分の加熱に耐えたQ

本調査並に実験は向続行中であるQ

腐関係よりのものは40.74%の高率であり，更に 60分

の加熱に耐えた菌株数は，食器類株6%，一般食品株

ヲ.81%，民便株4%に比して豆腐関係のものに於ては

19.75%のものが60。c'60分の加熱に耐えたQ

結論

1. 東京都市販豆腐及其の漬水よりの大腸菌群検出

は極めて高率で，昭和26年・度98.82%, 27年度93.

69%であった。

2. E腐の大腸菌汚染は工程調査によれば，使用器

具及手指の大腸菌汚染が重要な関係を有するもの

大腸菌群の耐熱性に関する実験的研究

牛乳の低温殺菌に於ける加熱方法ど

大腸菌の耐熱性どの関係

治

夫

治

幸

佐

利
三

田

回

塚

嶋

春

手
獣医衛生課食品獣医部

存在することによるものか，叉は殺菌の不完全又は殺

菌後の汚染によるものであるかを確認、する意味で，今

日迄我々は牛乳その他から分離した大腸菌群の Bouil-

Ion培養したもの76株について 2,3の実験を試みた

結果JAero gen.es型及中間型株には耐熱性は全く認、め

らhなL、治む EscherichiaColi中には Wilson,Long 

等が報告したように明らかに 63°C30分の加熱に耐え

る株が存在する事実及びこれ等の株が Bouillon中で加

熱した場合よりも生理食塩水中で加熱した場合の方が

耐熱性が強く，更に午乳中では耐熱性が最も強い傾向

を示す事実，及び加熱された菌が後培養培地に対して，

発育態度を異にする事実を知り，これ等については既

に報告した九そこで今回は先の実験で 63°C30分の

加熱に耐えた EscherichiaColi の Bouillon培養株

について，二様の加熱方法により牛乳中で耐熱実験を

行い，加熱方法とその耐熱性との関係について検討を

行ったところ，知見を得たので報告する。

JI 実験成績並に考察

l)恒温加熱実験

先に生理食塩水中で 63。c30分の恒温加熱に耐えた

Eschedchia Coli I型1株～くNo.5.1株〉をえらび，こ

れを Bouillon培養したものについτF牛乳中で先

に107)

I 序 詩

牛乳中に於ける大腸菌群の耐熱性については Ayers

& Johnso:0.1）が，本菌群中にほの℃30分の低温殺菌

に耐える株があるとの；最初の報告をJして以来，Tanner

& Windser2), Beaven.s3), Wilsonめ， Henneberg’＆

Wendt5), Long6>, Craige7）等が相次いで本菌群中に

耐熱性株が存在すると報告している。 中でも Wilson

等は本菌群中耐熱性を有する株の大部分が Esche・

richia Coli lこ属するととを報告し，しかもこれ等の株

は牛乳中にある場．合は，特に耐熱性が強く，従ってこの

ような株が牛乳中に存在する場合には，63。C30分の低

温殺菌を行つでも，完全に死滅し得ないで，殺菌乳中に

残存すると述べている。しかし従来一般的には，牛乳の

低温殺菌によって牛乳を死染ずる可能性のある病原菌

く結核，メング等〉は勿論，大腸菌群も完全に死滅すると

云われているので，今日では検出の比較的容易な本菌

群を，牛乳の低温殺菌操作の完全l度に対する指標とし

て採 tり上げている。事実操作が完全に行われリf，我

々が殺菌直後殺菌槽中の牛乳について本菌群の検出を

試みても，これを検出することが出来ない。然るにそ

の後の行程において本菌群が検出される場合がしばし

ばあるのす，その由来が果しτ本菌群中に耐熱性株が



の場合と同ーの保件の下で加熱した際木株が果して何

分迄熱抵抗を示し，又如何なる死滅権過をとるかを詳

細に観察ナる目的で，次のような方法で耐熱実験を行

った。即ち長さ 9cm，径2.2cmの共蓋付試験管く20

cc容〉に午乳 !Occ を入れ，これを 63~C ~こ保温した

撹枠装置を宥ずる Waterbathに牧め， 管内温度が

63。C に達したのち，消毒薬の標準検定法に準拠し，

BouillonくPH6;8）を用いて 3デc24時間宛3代培養

した供試菌株を，牛乳 lcc当り300万～1,000万を含有

するよう添加したのち，30分間63。Cに保持加熱を行い，

加熱開始後10分迄は2分30秒毎に，叉10分後からは5

分毎に， le~ を採取し，後培養培地に接種して熱死点
並に生存菌数の測定を行った。熱死点測定には後培養

培地として B.T. B.乳糖 BouillonくPH6.9）を，

菌数測定tこは遠藤培地くPH7.2）を用いた。 遠藤培

地を用いたのは牛乳用標準培地との聞に何等差異がな

いこと及び菌数測定上便利であるこ’とによるQ 判定は

何れも 35。c48時間芝、行った。 以上の方法により

Escher 

同一実験を行つた結果，第 J:表の通りの成績を得た。

第 1表 Fscherichia ColiくNo.51）の熱死点及び生存菌数く1cc当り〉

~ 間｜ 作用直前 2'30" 51 7130" 10' 12130" 151 201 251 301 351 401 451 
培地＼＼｜

B. L. B. 十 ＋＋  十 十＋十十＋＋十十一

遠藤培地 I3,soo,ooo 1,000,000 110,000 i i,ooo 100 12 。
く最初からの℃で加熱し， 3o分間保持した場合〉

ヌド株は第 1表に示す遁り牛乳中で耐熱実験を行った

結果， 63。C 恒温慌件の下では40分迄加黙に耐えた。

この場合の死滅過程をみると第 1図に示す通り S型曲

線を描いて対数的に減少することを認めた。このこと

｛骨 1図） Esher1ch1a coli (N051梓）＜＞ 7E Z抗、曲線

存菌数
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はChick& Martin9), Madsen & NymanlO＞等が既に

報告したように，細菌の死滅過程が質量作用の定率

くLawof Mass action）から誘導された所謂化学反応

の謹度式である車分子反応式くMonomolecular

reaction equation) （こ従う事実が，この場合にもあ1て

はまることを示している。故に乙の実験から得た生存

菌の対数と時間との関係を図示すると第2図のように

略々直線になる。

なおこの場合死滅曲線が S型曲線を示すのは細菌個

体の抵抗差によるもので，この点は純粋な化学反応が

指数曲線を示すものと梢々その趣を具にするところで

ある。即ち最初の内は比較的少数の個体が死滅し，或

る時間後から念に多数の個体が死滅するような過程，

即ち車分子反応式に従うことを示ナのである。この例

では第2図に見るように，加熱開始後2分30秒迄は減

少が徐々であるが，その後は草分子反応式に従うもの

と考えて差支えないであろう。

要するに牛乳中で最初jからのcc11宣温係件の下で加

熱した場合には EscherichiaColi株中には可成り耐

熱性を示ナものがあることは事，実である。

北村町も同様な加熱方法で各種の食品から分離し

た EscherichiaColiについて耐熱実験を行い， 60℃

で加熱した場合60分でも死滅し得ない株があるζとを

報告して、、る。

( 108); ,,, 



め漸増加熱実験

午乳の低温殺菌が工業的に実施される場合には実験

1)のような形態で行われるのではなく，遁常殺菌槽内

の午乳は平均10～'20分の予熱期間に漸増的に加熱され，

全内容が 63。Cに到達：後3,0分間保持加熱されるのであ

る。即ち実際の場合には所謂予熱過程を常に考慮に入

れねばならぬ訳である。そこで前実験の場合と同様牛

乳を加熱用 mediumとして，之に EscherichiaColi 

No.51株の Bouillon培養を 40。C の時に！cc当り

し000万軽度含有するように添加し，加熱開始後約10分

間の予熱期を経て 63°Cに到達後，同温度に30分間保

定を行った。その結果第2表及び第3図並に第4闘の

湿りの成績を得た。

即ち先の実験で、は40分迄耐熱性を示したにも拘はら

ず，木実験では 63。C保持開始後2ラ分前後で完全に死

滅した。

此の際の細菌の死滅過程は前実験に於けると同様，

草分子反応式に従うことを示した。なお予熱期には菌

の減少は徐々であるが， 63。C保持期に入ると対数的

減少を示 L，明瞭に車分子反応式に従うことが認めら

れた。以上の事実から予熱を受けることが 63°C保持

期に入ってからの本菌の死滅を早める原因となるもの

持し，加熱開始後5分毎に lcc宛を採取し，前実験の と考える。

場合と同様の方法で3回に亘り，熱死点並に菌数の測

第 2表 Escherichia OoliくNo.61)の熱苑点及び生存菌数く1c当り〕

λ~I 作用直前 2ラfラI 101 
(63°C到蓮保持開始〉

51 10' 151 201 

B. L. B. 十 十＋十

遠藤培地

＋ 十十

10, 000, 000 7' 700, 000 3, 700, 000 41, 000 1, 500 21 7 

く40。C から加熱し10分間の予熱持jぜ経て 63℃に到達後30分間保持した場合コ

くIII）むすび

我々は先に生理食塩水中に耐熱実験を行った際，

fう＋ 3-IIDJ Eh~~ic~in coli"' ~t 喰曲線
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63℃ 30分の加熱に耐えた Esc.herichia Coiiの

Bouillon培養株について今回午乳中で再び耐熱実験

を行い次のような知見を待た。

1) 最初からの。C恒温傍件下で保持加熱した場合

は40分の加熱に耐えて生き残った。

2）菌添加後 63。Cに達する迄約 10分間予熱を行

い， 63~C に達してから30分保持加熱 Lた場合は保持

期間内に完全に死滅した。この場合，保持期に濯する

迄の一定期間予熱したことが，保持期に入つでからの

菌の死滅を早めるに到ったものと考える。

3）菌の死滅過程は何れの加熱方法に依る場合でも

草分子反応式（Monomolecular reaction equation) 

に従うと止を認めた。

終りに臨み懇篤なる指導と校閲の労を執られた国立

公要性衛生院松井博士に深甚なる謝意そ表する。
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二重債格のある局方醤薬品の品質解剖

化学試験部

我々が医薬品の品質試験を担当していて近頃痛切に

感ずることは医薬品全般に亘って品質の著しい向上が

認められる反面i概めて粗雑な不良医薬品が跡を紹た

ないと云うことである。しかも甚だ危険なことはこれ

等の不良品は医療上重要な地位を占めているもので，

しかも繁用されるものに多いことである。有効成分を

殆んど含まないクレゾ戸ル石鹸液，メグノ ~Jレ，アセ

トンを含む局方ブノレコ戸ル等は不正業者が故意に不良

品を製悲しているものとしか考えられない。

近頃注目をひいたものに薬業新聞の医薬品相場欄が

ある。 く第 i表参照〉これを見ると或る種の局方品に

限って特に「並品」と称する見出しがあって，その価

格は格段に安く中には製造原価を割っていると思われ

るもの泊：ある。

（第1表〉
品名

アノレコ ，＿｝レ

価格

450円並 370円

イクグモ，＿｝レ
（イヒチオ戸Jレ〉

苦味チンキ

130円並 75円

420円並 330円

雄

郎

久

芳

太健

本

柳

田

湯

青

島

課第薬医

質試験成績から検討してみたので，次に個々の医薬品

について考察してみる。

1. 局方アルコール。総数34種中局方基準じ適する

もの16種，適せぬもの18種く53%）で良品よりも不良品

が梢多い。不良品は第2表の様にアルデヒド，硫酸基

色物，還元性物質，ゴミ等を含む他，有害なメグノ｛

Jレ，アゼトンを含むものが夫々 3種もある。その上含

量不足14.5%，又重量が66g(l3%）も不足するものが

ある。

第2表アルコーIレ総件数34適16(47%）否18(53%)

ロ｜含量｜アJレ｜硫酸｜謹元｜メチル1 I I I 
~~~~I不足｜デヒ｜吋｜生物｜アルコ｜アゼ｜クロ｜浮遊l重量I% Ir ｜物｜質［，＿；レ ｜トンI，＿｝レl物 l不足g

＋ 
2 十
3 十

‘4 十
ら ＋ ＋ 

6 ＋ 十 30 
7 ＋ 十 66 
8 十 十 22 
9 十 十
10 十 十

11 十 十 －＋ 
12 十 十 19 
13 0.8 十 十 十

14 3.6 
15 2.4 十

16 1. 6 十 十
17 14.5 ＋ ＋ 十 ＋ 33 
18 1,6 十

クレゾ戸Jレ石鹸液 160円並 150円

ヨ｛ドチンキ 480円並 380円

稀ヨ戸ドチンキ 4ラ0円並 300円

従来メ戸カ戸の評判によって同種の局方品でも若干

の価格差はあったが，第 1表の相場表の様な大差を示

すととは知らない。換金その他何らかの事情のため－ 2. 純アルコールd 総数26種中，適12種，不適14種

時的に原価を割る取引が行われることがあっても，恒 (54%）で，これ叉不良品の数が良品の数より上廻る。

久的に安相場が成立つとは考えられない。そこには何 第3表の様に純アルコ｛ルと称するものだけにさすが

等かの原因がなくてはなるまい。この見地から俗に言 メグノ戸Jレを含有するものはないが不純物は相当多く，

われる「安かろう悪かろう」と云う言葉が立註出来る その上10%σOg）近く重量の不足するものがある。

かどうか，今回我1々 はこの種局方医薬品について，品 3. 消毒用アルコール。総数51種中，適29種，否22

く110)



第3表純アルコール総件数26 適12 否14く54%) 戸ルと銘うって平然としているメーカ戸のあるととは

不良品｜含量不足｜ァんデ｜還元性｜重金属｜重量不足 全〈驚く外ない。この異臭を有する；；-v::r~時比較
｜ %｜ヒド ｜物質 I I (g), 検討してみると，工業用変性アルコ~；レに若干の手を

十 ｜ ｜ 加えて，製品としたものが相当あるものと推定され

2 ＋ 十 る。又悪臭のあるものは，恐らく合成に用いた廃アル

3 十 ＋ コ戸Jレを蒸留したものであろう。

4 十 十 4. イクタモーIレくイヒチオ戸ルコ。イクグニ忌戸Jレ

う 十 十 24 についてはデ戸グ戸が多くないので確言出来ないが我
6 十 十

47 々の誤験したものは全部局方不適であった。理由は有
7 

8 1.ラ%

9 1. 0 

10 1. 0 

11 ,,0. 7 

12 

13 

14 

十

＋ 

＋ 

十

十

十

十

十

十 14 

1ラ

種く43%）である。第4表で知れる様に，特に目につく

ことは含量の不足で，中には38.8%, 16.8%も不足す

るものがある。これではこのま L着伍すれば，合成ウ

イスキ｛か焼酎となる濃度で，勿論消毒力は期待出来

ない。不純物も極めて多く褐色に着色しているものも

ある。又嘆いだ Lけで fムツ」として気持の悪くなる

悪臭を発するものが3種もあり，之れを消毒用アルコ

第一利N一

表一品・一1234ラ678901234567E90123一台交O一1111111111222

ア一外着一

4一合足一

ル一観色一

翻一不の可什｜
清一量。一乙

6.0 

6.0 

刊一紘一＋十
コ丁トドill－－－

3.0 色淡黄褐
2.1 

十
5.了

十

4. 71淡黄色
2.ラ十

十
十

6.4 

9.0 
6.0 

38.8 

5.5 

2.5 

ノ一物一

夜明河斗｜「
σ件、一チルル一mun一メア戸「

高司54一｜｜｜引」g
日一I一量足一泡5

引一重不一22

糊一量剰寸｜

附←含週一

2ラ

十

40 ・1 

十

斗a

十

40 I 
十

、ノ、ノ←ア干一
セン‘一

＋ 

十

十

＋ 

機性硫黄，即ち結合硫黄の含量が少いこと，水分が非

常に多いことである。結合硫黄を増L局方合格品を主主

るには相当の技術と費用を要するが，硫黄分が少く水

分の多いものを製造すればいくらでも安く出来るわけ

で， 130円仁対して並価7ラ円でも莫大な利益を得るこ

とは容易であろう。

5. クレゾール石鹸液。最近極めて品質不良で問題

の多いのはクレゾ戸ル石鹸液で‘ある。第 i:家の相場で

は160円に対して並品150円で大Lた差はないが，とれ

は最近取締りが巌童になった結果，不良品が少くなっ

たLめで，つい先噴迄木町或け神田辺で，70～80円で

取引されていたと聞いている。我々の試験では総数34

種中適15種，否19種く56%）である。第ラ表に示す様に

第 5表クレゾール石鹸液総件数34 郡~~：~s

t~~＇＂ I外 観1溶讐度｜李賢雪｜福Z持層量不
r IJ' 1 ~1レ i ～2. 5cc) I正也

2 潤濁

3 

4 浮遊物

5 

6 

7 ｜析黒色出油物状｜ 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

1ラ

16 

17 

18 

19 

不透明

黒褐色

黒褐色

× × 

× 

×××× 

× 

× 

0.45cc 

1. 2 

I. 2 

0.2 

0.7 

0.1 

0.1 

0.1 

｛~i＇.~~司
く40.0)

20g 

55 

く111) 



第 6 表

厚生省発表 3月31日 ℃昭和27年〉

グレゾ戸Jレ石鹸液訊験成績

総検体数 78 

否 c68 (87%), 

メ｛カ｛別

総数 26 

適 ラ（19%)

否 21 (81%) 

無登録業者 ラ社

との中，外観で既に不良品と認められるもの 6種，水，

アJレゴ.－；レに対する溶状不良のもの 9種であるー J）レ

ゴ｛ルけ別として水にとけないクレゾ戸ル石鹸液等が

果して消毒力が期待出来るであらうか。 f昌j驚くことは

グレゾ戸ル泊を殆んど含まないクレゾ戸ル石鹸液があ

ることである。蒸留してカシヲ瓶の泊唐を読むとき最

低 2.lee.でなくてはならないが，表の様に稲めて僅か

又は痕跡、程度にしか出て来ないものが多い。つまり石

鹸液にグレゾ戸Jレの臭いをつけたものを，局方品とし

て売っている訳であるのこれでも，我々の所の成績は

まだ良い方で厚生省発表の成績く第6表〉は更に悪い。

6. 苦味チンキ。 11種中良品は僅かに 1種で他は全

部メグノ戸ルと7セトンを含んでいる。恐らく原料に

局方J）レゴ戸Jレを使用せず，安い変性アルゴ戸Jレを使

ったものと思われる。又アJレコ ，＿）レ数も所定の 6.9に

濯しないものが可成りある。第7表の様な結果で，苦

味チンキは外用でなく，内用に供する医薬品であるだ

けに使用する量は少量で‘も困ったことである。

第7表苦味チンキ総件数11 適 1c 9%) 
否10く91%〕

I I 1r妥ゴ.－1:i,浮遊物 i比重｜ I ' t＼～ン
十 6.4 十

2 十 0.917 十 十

3 十 ＋ 十

4 +・ 十 十

う Q.91ヰ 十 十

6 6.5 十 ＋ 

7 6.2 十 十

I 8 ＋ 十

9 6.5 ＋ ＋ 

10 6.2 ＋ 斗

't: ヨードチンキ及び稀ヨードチンキ。総数22種中

適は僅かに 1種，不適2i種く95%）である。第8表に示

す様に，原料となるアルゴ戸ル，ヨ｛ド，ヨ｛ドカリ

等何れも高価であるが，減量したり，変性アノレゴ ，＿）しを

用いれば相当の利益があるから不良品が多いのであろ

う。殊にメグノ戸ルが入っていても本剤を内用するこ

とはあるまL、から遺る方でも安心感があるのであろう。

ヨードの臭気は相当に強いが，その臭気をしのいで異

臭を感ずるものが9種もある。アルコール含量不足3

種，メグノ戸ル含有9種，ブゼトシ合有2種，ヨ戸ド

カリ含量の不足12種，ヨ｛下含量不足11種等である。

又大部分のものがその灰分から鉄の反応を検出する。

第 8表 ヨードチンキ及び稀ヨE ドチンキ

総件数 22 適 1(5%）否 21(95%) 

｜外観｜アペメチルiアセ｜て｛｜ヨ：！Iヨ｛｜重量｜判定
！臭気iゴ戸I；；レゴ｜トンIr--カ｜カソ膏｜ド量｜不足｜適否

｜ル数1.－；レ ｜ ｜リ量｜色 ｜ ｜ ｜ 

I I I :I 
｜ ｜ ｜ ｜ 適

｜｜｜｜否
I I I I否
｜｜｜｜否
｜｜｜｜否
｜｜｜｜否
｜ ｜ ｜ ｜ 杏
｜｜｜｜否
｜｜｜｜否
｜｜｜｜否
｜｜｜｜否
｜×｜｜｜否
｜｜｜｜否
｜｜×I I否
｜｜｜｜否
｜｜｜｜否
｜｜｜｜否
I I I sogl否
｜｜｜｜否

以上の試験成績を仔細に検討してみで，技術者とし

てつくづく情ない気がする。真面目な技術者は微量の

Cl', S0411, Ca・・ 等に注意を掛って局方基準に合う

医薬品を製造する様努力しているのに，！一方け何処吹

く風とばかり，メグノ戸Jレ入り局方アJレゴ ，＿）レや苦味

チンキ，グレゾ戸Jレ分のないクレゾ戸Jレ石鹸液等を作

って，安い価格で売って莫大な利益を得ている。需要

家も又品質にはお構いなし安くさえあれば喜んで買

うのが実情でけなかろうか。とれでは真面目なメ戸カ

｛は成立つべくもない。斯かる不良品を製造するメ｛

カ戸は論外であるが，販売する側でも注意する要はな

(,H2) 



からうか。法外に安い品物は一応その品質を疑ってか

かる必要がある。実際問題として販売する全品目；を全

部試験することは不可能であらうが，少くとも法外に

安いものは警戒して全然取扱わないか，叉取扱う場合

は必ず誤験し℃品質の良否を確かめるだけの責任を負

わねばなるまい。自己の販売したグレゾ戸ル石歯車、液が

消毒：力がなく，産樗熱を起したり，伝染病を蔓延させ

たり Lたら事重大である。国民筒生上から叉正当業者

の保護育成の見地からも不良医薬品の撲滅は薬草関係

者に課せられた重要な使命と考える。

サントニンチヨコレ｛トの品質検討

化学試験部 医薬品第一課 湯 本

爪

芳 雄

良I)

サントニンチヨコレ戸トは小児がチヨコレ~ 1、を愛

好するところから，数多くの製品が出ている。薬学的

製剤とじては一つの准歩であるがh それらのサントニ

ンの含量が区々で怠って，従来表示含量に適合するも

のが甚だ少なかった。今回薬務課の手によって牧集さ

れたもの11種，メーカ戸から依頼~験を受けたもの 2

種，計13種を誤験検査する機会を得たのでま立にその試

験成績を報告する。

ザントニンチヨコレートの製造法

サントエンの粉末をとの，これに粉末にした海人草

エキス，麦稗エキス，ピサチン等を加えて良く混和し

均等に宥＇~·釈する。
別に粗製グルコ戸スを水浴中 50。C位で気長に熔高官

する。約 50℃の温度：を保ちながら1甘味を増すため熔

融したどろどろの震糖を加え更に粉末ミルク，パグ勺

カカオ脂，ココア等を入れて良ぐ撹持する；Jこれじ先

の新i釈したサントニン末を加えて良ぐ関杵混和するの

であるがメ戸カ戸によって撹持混和する時聞が異なの

丁寧なのは一章夜位境科しているメ F カ｛もある。最

後に色素を加えて型に注入し冷却し熔融しない程度に

加熱乾燥して製品とする。

試験法

サントエンの定量法に関しでは

くり有機溶媒と処理してサン：トニンを抽出しこれを

秤量する1）。

(2) ケトン部を利用 L-2. 4-Dinitrophenylhydra-

zoneに誘導して秤量する2)0 

。〉 ラグトン環がアルカリ酸により定量的に開閉す

橋 -1...... 
／＼ 

る性質を利用する容量法3）。

くの精製した試料を15%アルコ戸ルより結晶せしめ

その重量を秤量し更に母液中に溶存ずる量を推定し加

算する第ラ日本薬局方による方法。

く5) サントニンの旋光性を利用する旋光計利用によ

る方法。

（のサントエンからフエノ ，.....）レ性を有する 1・α

Desmotroposanto叫nに誘導する方法ぺ

(7) カリウムメチラ戸トによる主色法九

等が従来試みられた方法であるが

くのに於ては生成するヒドラゾンとヒ下ラチンの分離

に工夫を要し精度を挙げ得ない Q

く3）はラクトン環の開閉の係件が牒密を要し殊にサン

トニンチョコレ｛ト中のサントニン定量に於ては結果

の変化多く検討を要宇る。

。〉は信頼性を有する方法であるが多くの手数と結果

の判定に24時間を要する不利が有る。

く7）は墨色が不安定である。

この他にも 2.十Diriitropheny lhydrazoneの比色法

又は Desmotroposantoninの Phenol性 O H とジ

アゾ化合物とのカップリング等が考えられるが一応暫

定法として旋光性を利用する方法によった3 即ちサン

トニンチョコレ｛干の薄片としたもの一定量をアプデ

ルハルデン氏の乾燥器を用い－て低温で、乾燥したのち乳

鉢で粉末とし，これによ才ロロホノレムを加えて加温抽出

したクロロホルム溶液について旋亮度を測定した。

その際旋光度に係数0.0577く〔α1 =-173.3°CHC18) 
I), 

く113)



を乗じてサントぞシの量とした。夫サントエンチョコ 等に混和されているがどうかを調べたが，結果はサン

レ｛トの切片を｝日光にばくろしてサントニンを黄変 トニンの混和状態が非常にまちまちであった。

させその黄変したものが， 30%＇ナトリウムメチラ~ l、 試験成績

溶液で赤色になるか否かを検鏡して，サントニンが均 次表の通りであって甚だ良くない結果を示している。

サントニンチヨコレート製剤獣験成績 総数 13 適 3 否 10く77%)

検体名 表重1個量の示 平重 量均 適各 1 f聞の 3重量
表示 定量値 適 備

く95%’～105%
サント
ニン量 % 否 考

9.2 9.1 8.9 8.9 8.9 
A 8g 8.6g 8.8 8.8 8 .. 7 8.5 8.5 0.03g 0.022 73.3 否 市販

8.4 8.4 8.2 8.1 7;B 予

9.4 9.0 9.0 9,0 8.8 
B 8 8.5 8.6 8.6 8.6 8.5 8.4 0.03 0.02 66.7 否 II 

8.4 7.9 7.7 7.7 7.6 

、 9.7 9.4 9.4 9.3 9.1 
c 8 8.7 9.0 8.8 8.7 8.6 8.ラ 0.03 0.024 80 II 

8.4 8.3 7.9 7.9 7.8 

9.o 9.o 9.o s.7 8.7 s.6 
D 8. 7 8.3 8.4 8.3 8.ぢ ·~· 2 ~－ 1 

0.03 0.029 96.7 適 II 

8. 1 8.0 8.0 .8 .7 

18,3 18. i2 18.2 18. 1 
17 17. 7 17.8 17.8 17.6 17.5 0.05 0.053 106 否 II 

17.5 l'l.2 15.9 

16 I 16.9 1 rs.6 

9 . .7 
8.8 8.4 8.2 8.0 

8.4 8; 1 7.9 i:'i I 0.0251 0.0181 72 
｜否｜7.9 7.7 7.5 7.ラ

II 

9“ラ 9.4 s.~·48.2 u I。叶 ｜否｜8.8 8.7 II 

9.9 8.9 8.7 8.2 
M 10 8 8. 1 8.0 8.0 8.0 

7.7 7・.3 7. 1 7.0 

結論及考察

(1）表示重量より各平均重量の方が13種の中11種も

大きい値を示す。

くわ製品の種類によって！個 l個の重量の違い方に

相当の聞きがある。

。〉 サントエンゐ含量につい七件j依頼員験の2種

8.2 
7. 7 。
6.8 

否 II 

は表示量に適合しているが，薬務課の手によりJ肢集さ

れたものは， 11種中 l種が適合しているのみで，その

中にはサントエンを全然含まないもの2種，他は表示

量の60～70%程度のサントニンを含む。

くの結論のくのによると個々の重量の遣い方に相当

の聞きが有るが，これは製剤技術の未黙主訣闘の不完

~ 114) 



全さを物語るものと考えられる。事実土われわれの調

査したところによると大部分のメ戸カ戸が純然たる家

内工業の形態で製悲しており機械設備が殆んどない事

が判った9

。〉 以上の様に現在のサントエンチヨコレ戸ト製剤

の品質については，多くの検討を要するものがあると

考える。特に本品が学童の集団駆虫用Jこ用いられる傾

向があるので，品質の良否はその影響するところが甚

だ大である。

主 献

1) Fliichiger, Ehlinger : Arch. Phann., 65, 7 

く！SSの； J.Katz : Arch. Pharm., 237, 24ラ

(1899); K. Thaeter. Arch. Pharm., 23ラ， 401

く1897〕．

2）薬学大全書第4巷. 123頁

3）刈米，木村（雄）：薬誌 40,927 (1920) 

の三橋 ：薬誌 71,764く1951)

め不破，木村：薬剤部長会年報10,43く1951)

生薬の規格設定に関する研究（第 2報）

i ドクダミの成分について（要旨）

化学試験部 医薬品第二課木村雄四郎

西川洋

ドクダミは別名十薬叉は霊薬，漢名識菜といい広く た。また葉にはクエノレチトリンを含有するがイソグエ

山野路傍の湿地に自生するノ、ンゲショウ科 くSauru・ ルチトリンを含まないことを明かにした。同一植物が

r~c;eae ）宿根草ドクlダミ Houttuynia co1・'data 生長の過程に於て異るフラポノ｛ル配糖睦を生成する

Thμnbergの地上部の全草を概ね夏期に採取し乾燥し ことは植物生理化学上興味が深いことである。われわ

たもので乾燥品には最早特異臭はない。わが国では古 れの実験によれば新鮮葉く乾燥歩止16.04%）中のグエ

来民間で綬下利尿薬に繁用されるが，従来利尿作用が Jレチトリシの牧量は 0.1%，新鮮な花穂く乾燥す1711二14.

ある有効成分としてクエルチトリン及び多量の無機瞳

額2〕を含むことが明かにされている。

われわれは r－？＇ダミを公定書く国民医薬品集〉に牧

載するに当仏品質規格を設定する資料としてその採

取期を開花前とするか開花期とするかを決定する資料

として葉，花穂及び果穂を別々に採取して利尿成分特

にフラポノ戸ル配糖臆の含量及び異同を知るために本

研究を行った匂

14%）中イソクエルチトリンの牧量は 0.14%である。

市販の下クダミは概ね花憶を有し（0.9～3.7%〕，

その灰分平均 11.4%，酸不溶性）天分平均 2.7%を含有

し著量の無機堕額からなる。

また市販のドクダミ中 3～lo＇.泌の異物を j昆有し，そ

の主なるものは根茎く2.2....... 3.9%〕で他はワラ及び雑

草（0.8～1.4%）である。

さてクエルチトリンは 1/100,000 mol.の水溶液

研究の結果：ドクダ．ミの花穂及び果穏を別々にメグノ でもなお強力な利尿作用を呈し2)' イソクエルチトリ

~；レで常法により処理し，それぞれイソクエルチトリ γも利尿作用があるが，一般にこれらのフラボノ~；レ

ンを得たがクエルチトリンを含まないことを明かにし 誘導艦は毛細血管の脆弱性を強化ずるいわゆるルチン

ハ，0 __,..OH ~ - ,0トl A ハ Oトl, ＂’ f一一く A .0 r-ーピ 八円 ，ィ「tiOγ’ γ~ －＜ ＞一 Oトl t・to-( y ...... (. -< '>-0トi 卜10.／、／、に〕／－＼＿oH

~¢co) _a-;- lJ J-o ~ ll I o';:: v 、＂，／＂ CO＂」＼〈仁 O〆－ "I 

OH ：τ ’O H y 
OH 

勺;i）／）.トリン ペ1・ イソクxlL~トトリシ JI...－｝ン

R z ラD,.）ーで、、 Gr= T)"Jしコ－ t!＇、

作用があり ~）＇ 且つクエルチトリン及，びイソクエJレチ

トリンを併用することにより，一層薬効の相剰作用が

期待されるからョ ドクダミの採取期は花期に地上部の

全草を採取することを適当と認める。

年2月〉及び当所研究報告 7号を参照されたい。

なお本研究の詳細は薬学雑誌7~巻 196--._,198·く昭和28

に 11~ ）

引用曳献

1）中村，太田，隔地 ：薬学雑誌 56巻 441.(1936) 

2）太田達男：薬学雑誌 62巻 105(1942)

3）小沢光他：築学雑誌 71巻 I173,l 178パ183,

11.88, 1191く1951)



生薬の規格設定に関する研究（第 3報）

ニガキの成分研究（第 1報）（要旨）

化学試験部

日本薬局方のエガキ（苦木〉はニガキ Picrasma

ailanthoides Planch.くSimarubaceae）の幹及び枝の

皮部を除いた木部を乾燥したものであるが，約25年生

以上の材幹の中心部は黄色を差し，この部分は苦味に

乏しい。従来市販のエガキは概ね枝の木部を用いてお

り，局方のエガキの性状にもその記載がない。

著者等はエガキの黄色部分の適否を明確にするため

その成分を研究しその概要を報告する。

ニガキの黄色部分を切践してメグノ，－）レで温浸する

と黄色に溶け青色の盤石彩を放つ成分がある。メグノ

~－；しで3回温浸し，各浸液を合せて滅菌E蒸溜し濃縮して
放置すると黄褐色無品形物質を析出する。これを漏取

しメグノ~；レより再三獣設を用いて再結品すると mp.

129° の無色板状結品が得られる， 本品は Cl5H26 0 

の分子式を有し著明のリーペルマン反応を是L，諸種

の性状に徴し一新セスキテノレペンアルコ戸ルと認め，

これに Nigakinol と命名する。

Nigakinol を除いた母液に33%酢酸鈎メグノ~；レ溶

液を加えて色素の鈷塩を枕澱させ，これを常法により

脱鉛し母液を滅菌室下に濃縮すると燈黄色針状品を析出

する。これをメグノ｛ノレより再三再結晶すると比較的

可溶性の部分より mp.223° の淡黄色針状品を得，こ

れに Nigakinon と命名し， 難溶性の部分より mp.

144。の黄色針状品を得， これに Methyl-n・igakinon

と命名する。

Nigakinonは C15H1205の分子式を有する mp.

223°の淡黄色針状品で，無味，無臭，昇華性を有し，

メグノ戸Jレ，アJレコ戸Jレ， i::リジンに溶け，エ｛テJレ

に難溶，そのぜリジン溶液は旋光性がない。メタノー

ル溶液は FeCls試液で紫褐色を呈し， 苛性アルカリ

及び茨酸アルカリには冷時溶けて鮮黄色を呈L.,NI-Is 

水には熱時溶けて鮮黄色を呈L., Mg-tHCIによる

還元反応及び酢酸マグネシウムにより共に呈色しない。

Nigakinonは1個の OCHs基，及び2個の－OH

基を有し，その 1個は恐らくアルコ戸ル性の OH基で

医薬品第二課木村雄四郎

小泉清太郎

ある。

489話HBr.と煮沸すれば脆メチル化して Nor・niga-

kin onを生成し， mpは高く測れない。これを無水酢

酸及び 1滴の濃H2S04で酢化すると容易に Triacetyl-

凶gakinon(mp. 263～264°）を生成する．

掛Methyl-nigakinonは CrnH1105の分子式を有する

黄色針状結品でmp.144° を有し， OCH3基2個及び

恐らく 7Jレコ｛ル性 mt基 l個を有じ， 48%HBrにに；

て脆メチル化すると Nor-nigakinonを生成じ， jこれ

を常法により酢化ずると Triacetylnigakinon・くmp.

263～264りを生成し嚢に， Nigakinon.を同様の操作

で誘導した Triacetylnigaki1ion と混融して融点降下

を示さない。即ち MethylnigaldnonはN治akinon 

のメチル誘導監に外ならない。

これはそれぞれのー＿！＿＿Mo！.＇無水アルコール溶
10, 000 

許証につきベックマン分光光度計にて紫外部吸牧スペク

トルを測定し阪収曲線を求めよく一致する結果からも

明かである。 〔Fig.l参照〉

次に Nigakinon 及び.Methylnigakinbnは苛性

アルカリ及び酢酸マグネシウムの墨色が陰性でアジト

ラヒノ；ンを予想し得ず。そのメグノ戸Jレ溶液が青色の

蛍石彩を発することから容易にキサントン核を予想し，

既知の l¥1ethylxanthon と Nor-Nigakinon-acetat 及

び N…thylnigakiti.onacetatをそれぞれ討お

mol.アルコ r－）レ溶液についてベックマン分光光度計

による紫外部吸牧スペクトルを測定じ概めて近似の

曲線を得， キサントン核を有することが認、められる

くFig.1参照入即ち以上の諸反応を図示すれば右式の

遁りである。

なお， OH, OCH3等の基の位置決定すIt:！，こNigakinol

の性状については目下研究中である。

文献によれば従来苦味生薬例えばグンチアナ根より

Gentisinlーセンブリより Swertianol等何れもキサ

ントン誘導体が発見されており，今またエiガ争よb

Nigakinon及び.Methyl~nigakinon を発見した、こと

(116) 
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は苦味成分と相互に密接な関連あるものとして植物生

理化学上極めて興味が深い。

Nigakinolの性状につい七は今後の研究に侠ちたや。

本研究に当り貴重な資料を恵興し且つ股牧曲線の測

に便宜を興えらj’した東大教援柴田承二博士並に材料の

蒐集に協力された林業試験場事下正夫技官に謹んで謝

意を表し，叉本研究費の一部は厚生科学研究補助金に

よったことを録し併ぜて感謝する。

生薬の規格設定に関する研究（第 4報）

草豆蓮の成分研究（第 1報）（要旨）

化学試験部医薬品第二課木村雄四郎

豆苦類 Cardamoutn生薬は何れもショウガ科

くZingibera.ceae）に属する A!Pinia, Amomum, 

Elattarla慶植物の果実叉は種子でその形状が類似す

るため屡々混同し偽和される。そこで豆謹類生薬の性

状並に成分を明かにするため，先づ草宣撃の成分の研

究を行ったがここにその概要を報告し，その生薬学的

研究については別途報告す芯。草豆笠 （Ts'aotau k'u) 

はー名草鐙（Ts'ao-k'ou）草仁くTs'aojen）英名 Wild

Cardamonといい，文献によれば中国南部（広東，広西，

繭建省〉及び交li¥Jl：支那に産する Alρinia grobosa 

く117コ



Horanの果皮を除いた種子塊とされているが，著者が

1941年海南島万寧に於て採取した草豆還は Alρ初旬

Katsumadai Haya ta ( = Languas Katsumadai 

くHayata) Merril）によるもlので少くとも海南島産

の草豆笹はその果皮を剥いだ種子塊であって， i毎日を

経て広東市場に多量に移出されることを明かにした。

著者は海南島産草豆珪と中国各地（広東，上海，南

京，漢口，天津，北京，藩陽〉及び東南アジヤく西貢，

盤谷，シンガポ戸ル，パグゼヤ〉各地市場で自ら求め

た草豆葱について生薬学的研究の結果ほとんど差異を

認めない．また海南島産及び東京市場で求めた草豆越

の化学的性状を比較した結果も大差がない。

従って上記市場品に AlPiniαglobosa Horanに由

来する草豆謹があっても海南島産の Alρinia

Katsumadai Hayataによる草豆謹とは生薬学的にぬ

区別できない程度に近似のもので植物分類学的にも概

めて近縁な関係にあって，恐らく両者はシノエムでは

ないかと思考される。

草豆還について一般恒数を測定しfこ結果は次の湿り

であるο

草豆謹のー般恒数

諸 恒数 海南島産 市販品（東京〉

乾燥減量 1 I.33% 16.25% 

灰 ノs- 2.75 2.83 

工戸テルエキス 3.90 6.45 

精 1由 !. 10 !. 00 

また草豆曹を粉砕しこれを水蒸気蒸宿すると精油

く草豆遊泊〉が得られる。木泊は淡黄色透明の軽い液

体で特異の芳香がある。本油については一般恒数を測

定した結果次の通りである。

軍豆軽 油の性状

諸 t冒 数｜海南島産｜

，比 重 0.902く16。〉

酸 ｛面 6.075 

鹸 化 イ面 23.35タ

アのセ鹸チノレ化附加後価 10う.72

ヨウ素（面 98.81 

旋 光度 未測定、

間 折’卒 rt0 1. 4930 

FeCla 試 液 是色せず

リ戸ベルマン
紫草色

反 応

市販品（東京〉
L ー

0.913(20°) 

4.32 

5.67 

38.67 

63.48 

α官－6.4

ng 1. 495 

品色せず

育藍 色

草豆慈より粘11bを分離した残留物を乾燥し，ブセト

シで3回温浸し，アセトン浸液を合L；減Eで溜去し放

置すると無色針状結晶が得られる。これを再結晶する

とmp,225。を示し轟に著者が日本産のブオ Yクマグケ

ラン A.lpiniaChinensis Roscoe cの種子から発見し

命名した Alpinetinであることを確証した．

次にアセトン抽出残留物を更らにエ｛テルで3回温

設し，各エ｛テル浸液を濃縮すると mp.205° の燈黄

色針状晶を得た。これは諸種の性：fj＼に徴し一新物質と

認め Cardamom.in と命名する•J 草豆連中 Alpinetin

のJ仕量は約0.5% Cardamomin .の牧量は約 0.12ラ%

で，その牧量＼J海南島産及び東京で購入した市販品と

も大差がないd

さて Alpinetin は曇に 5・Hydroxy-7-methoxy-

f]avanon と報告したが， 1941年草立連より Alpinetin 

を発見したので精査の結果，義に篠田氏が合成した

5-Hydroxy-7’ methoxyflavanon (mp. 101～102り

と相遣することを明かにし，従って Alpinetinはそ

の異性体チMthoxy-7・hydroxy-flavanon と認めら

れ， これを合成し確証すべく企図中太平洋戦争のた

め研究を中絶し今日に到った。 その間， 1946年

K. V. Rao及び T.R. Seshadri はチHydroxy-7・

me th oxyfla van onを合成して，著者の Alpinetinの性

状と一致しないと報告し， 最近 A. Robertson及

びその協力者は Alpinetin を 合 成 し テMethoxy-

7・hyclroxyflavanon で怠ることを明かにしたので著

者は今回 A.Robertsonの好意によりその合成品を入

手し，著者の Alpinetin－にrli1融討験をわいそのTEしい

ことを確認した。

rn~o{Y～け〈つ J-10 fγ0~1－ト1-cご〉
）、 CO'CH2 い ca-CH2.

OH OCH3 

)7JL Pネ争シ（1自主主、） J711...t:0コL牛〉〔寵斤哉、）

本研究に当り資料の蒐集に協力された当時在海口市

勝間国王勝氏，貴重な標品及び文献を恵興されたリパ

F プノレ大学.A. Robertson教授並にデリ｛大学.T.R. 

Seshadri教授に感謝し，叉恒数の測定に協力された小

泉、清太郎及び高橋国海両氏に謝意を表する。

なお本研究の一部は1941年津村研究所で行ったもの

で，研究の続行じ当り研究費の←部は厚生省科学研究

費を充当したことを銭し感謝する。
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生薬の規格設定に関する研究（第 5報）

草豆諸の成分研究（第 2報）（要旨）

一新成分 Cardamominの構造について

化学試験部 医薬品第二課木村雄四郎

著者は前報に於て草豆荘より一新成分を抽出し（牧

得量約o.12ラ%）これに Cardamomin と命名した。

Cardamomin はmp.206°の燈黄色針状rft1で C11Hrn04

の分子式を有し OCI王3基 if同， ブエノ戸ル性 OH基

2個幸子有しれCl3試液で紫紅色を呈する。 Mg斗HCl

及び Zn十MCl で混元反応幸子墨しない。 苛性ブJレカ，

リ（l : 10）に燈黄色に溶け，濃 H2S0.1に黄色に溶

けるが共に盤石彩を出さない． Van ill in十日Clで熱

時蓄積紅色を呈L，発煙硝酸で血紅色を差L，酢酸鈷

溶液で黄色杭：i搬を生ずる。

Cardamominのメタノ戸ル溶液を朝比奈式接触還

元器に入れパラジウム黒を触媒として水素気流中に

ふりまぜると容易に水素 1分子を政牧して無色の

Di hydro”cardamom1n C17H130.1 (mp. 193. 5ワを生

成する。

また Cardamominをブルコ戸Jレに溶かしp 新11HC1

で水浴上に長時間煮沸するとその溶液は次第に槌色し

て無’色となる。‘これを常法により処理して白p.υ225° 

の無色針状結晶 CrnI-f1104を得て Alpinetiri である

ことを確証した。良日ち、.Cardamominは i種の

Chalk on体であって閉環反応により Alpinetinを生

成したものである。依って・Cardamomin並に既知の

二一 Oxy-4.6-dimethoxy”a:-methoxychalkon の J｝レ

ゴ戸ル溶液とをそれぞれゴ戸Jレマン分光光度計により

吸牧曲線を測定し比較するにほとんど一致するから

Chalkon休であることが判る。 くFig. l参照〉公

10 

一一一L苦00 400 500 600 ・ 700 900 一→＂Wa.-v-e -b.•？.伽.｛.t.f.，；.，怖のon.-;1
一・－C'1'iA.i；，抑制，；，.；＿ －~-2oC均・－4-G·.t..·：即時y~ .，，，（

（註）Cardamominは o.olgを無水アルゴール 25CCに溶かしたもの．

2,0xy.4~6~dimethoxy. a:-methoxy-chalkon除、o.01gt色無
水..，， }J,ヨール 25CCに溶かした屯の．

次にCardamominの苛性アルカリ溶液に飽和KMn

04液又は 5%H202を加えやや加温するに著しくアセ

トプエノン様の香気を発する。依ってアセトブエノン

を証明すべく Cardamominの3%アルカリ溶液を

5 %H202 にて酸化した後，稀 H2S01で中和し水蒸

気蒸溜するに僅かに油滴を溜出しアセトフエノご／具合

有する。これをエ戸テルにとり常法によりオギシムに

誘導し＂（ mp.旬。の無色針状品を得，at知のアセトブエ

ノンオキシムと混融し融点降下を認めない。即ちアセ

トフエノンの生成を確認したι

なお酸化の際同時に生成すべき 2,_4. Dihyrdroわん

6-metlj.oxy”phen y 1-methylketon の証明については l~l

にl.l役立
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下研究中である。

以l：の反応を綜合するに Cardamominは 2‘4・

Dihydroxy-6”methoxy圃 β’m.ethoxychalkonであって

β位のメチル基は閑環反応の際容易に離脱するものと

JJセトフェ jLオキ己ム

認める。

木研究に当り脇脇曲線の測定に協力された小泉清

太郎氏に感謝する。また木研究費の一部は厚生省科

学研究費を充当したことを銭し併せて謝意を表する。

薬用資 源の研究（第 1報）

サフランの栽培11条件ど αークロチンの

合量の研究（第 2報）（要旨）

化 学 試 験 昔j¥

、，
' 

サブラシはその花の柱頭を乾燥したもので反当牧量

は僅かに2～2.8斤であり，花って極めて高債であるか

ら，その栽培保件にょの牧量及び成分含量の増量を計

ること／は重要な意義を有する。

われわれは曇にサフラン中小クロチンの微量定量

訟を発表したが今回サフランの栽培｛保件特に肥料の 3

要素の割合が色素成分小クロチンの含量に及ぼす影

響について研究したのでここにそのJ概要を報告する。

賀験方法 f反当 1/2,000のワグネル氏ポットに無

肥料土J嘉（東京大学農学部回無農場〕 llkgを充し標準

区，無窒素区，無燐酸区，無力日旦区，無肥料区の5区

に分ち 1区4ポットを用いた。

ポットの上｝青約l/3の土擦に肥料をよく混和し，各ポ

ットに 4球ずつ球底が地表より約 iOcniになるように

均等な間隔を置いて植付ける。同一憐ヂl二干‘にi芳l：花数：M;:

に生育状況を調査L,政穫した全サフラン 2141同を硫

医 薬 品 第 二 課 木 村 雄 四 郎

西川洋

酸デシケ，ーグ中に乾燥し各球に於ける開花／I慎に重量全

秤った後， b クロチこノの含量を光電比色計 (Leitz 

Rouy Photrometer）による木村， 西川法（薬学雑誌

73, 2うく1953）〕によって定量した。

試験成績：試験成績を要約して表示すればq 第 l表
の~Kl りである。

研究の成果：サフラン球は貯蔵柴養による影響が

大であるから，肥料の 3要素による影響は第 1年度に

牧穫した球根による第2年度の栽培成績に期待される

が，第 1年度の成績は概ね次の通りである。

1) サフランの開花数及び牧量は概ね球根の重量に

正比例し，サフラン i個の重量は開花順に低下する傾

向がある。

2) サフランの平均重量は無窒素区，知燐酸区に於

て減少する。

3）サフラン11二lα・クロチンの含量は標準区に於て開

《120)
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肥料の三要素とすフランの開花，牧量及び b クロチン含量の関係表

｜同｜向｜雌芯｜同 l
61平均｜区平均｜平均重量i区平均l平均含量か 区平均（%〉% 

26.81 1761. 42 
(mg; 
6.57 つ

J 

26.46 1769.63 6. 79 3.5 

27.31 1818.85 6. 66 2 

F
「，

J

t

i

26.61 2ラ；8ラ1740.38 1584.61 4
．
 

－hJ
 

／む6. 77 2.8 2.5 

花戸
ポット｜開花球｜同肥料区l
No. I平均重量｜平 均l肥料区分

2 標準区

18~ 6 

2 

2ラ.4'11724. 32 6.8う2 

26.73 1804.28 6.75 3 2 2 

24. 18 138ラ．ラ1 I 

1492. 73 I 

1787.98 

5.73 2.7 2 

25.89 27. 19 1601. 71 6. 19 5.49 2.7 3 

26. 14 6.84 

2ラ.6ラ

26.37 

2ラ.9325.54 

27.86 

24.37 

26.08 

26.38 

26.08 

26.38 

27.00 

26.18 

1664.64 

1702. 43 1671. 73 

1741. 08 

1736. 10 

24.99 

26.41 

1524. 19 5. 78 4 

1612.07 1399.59 6.22 ラ.483.0 2.6 

1852.69 6.6ラ3 

1620.61 6.6ラ2.5 

26.01 

6. 77 3 2・ 18.3 

ハ－
N
］

）

f

i

e

－
司
L

1
ム

2 18・9無燐酸区

1736.51 

2 19.3 

1516.89 

18.9 

18.3 

6.40 

6.48 6.41 2.8 I 

6.60 

6.43 

6.07 

I 6.371 

3 

2 

f
z
J
U
E
l
u－－！？

i

一1

1

1

1

 

3.2 2 18.6 

3.5 3 18. i 

2.7 

3.7 

3 

18.1 17.4 4 

無肥料区

2 

1

4

4

a

A

1

i

 

2 

無力日皇区

r、
ι 

1 i 

2 

18.6 18.0 

17.8 

18. 0 

lE.3 

，、
L. 

18.0 3 

18.4 17.8 4 

19.8 ;t/tf,窒素区

18.0 2 

17.9 3 

18.3 17.3 4 

17.8 

17.4 

3 

コ

4 

総平 均



肥料の三要衰と球根の増量関係表
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主4良十側最ご目叫司

花／I慎に低下し，標準区，無加里区に於てはサブラシの

重量に正比例する。

の肥料の三要素と球根増量関係については標準肥

料区が最も良〈無窒素区，無燐酸区i無加旦区のIll員に

その影響が少い。 I 

本研究に当り光電比色計の測定に便宜を戴いた当所

薗部細相ll沢文正博士並に無肥料土壌の入手に際し東大

；農学部辻村助教授に感謝する。また研究に協力された

高林広次，宮沢貞雄両君及び研究費の一部を充てた文

部省科学試験研究費の補助に対し併せて感謝する。
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注射筒の品質について（抄録）

現在製造されている注射筒が3 国家検査基準の試験

で不適品となる場合は，耐熱耐寒試験の不良と目盛の

誤差によるものが大部分である。

その改善策と Lて目盛の誤差は目盛の検査の励行仁

よって発見するも，耐熱耐寒試験不良の原因は，製品の

歪の有無やj容出アルカザの量に密接な関係があるので，

現在製造されている注射筒の品質の向上の参考資料之

Lて，軍や溶出アルカリの試験をした結果を報告する。

昭和2ラ年II月に尉具の中注射筒も国家検査を実施じ

て品質の向上を期したのであるが＇ .L::J.来3箇年を経た

のである。

我々に於いても昭和27年主としで市販品の一部につ

山

成

田

秋

友

西

部

部

部

医

医

験

獣

獣

試

品

品

』

学

食

食

化

治

臣

勝

正

茂

いて調査した結果ヲ向不良品を発見するので製造上一

応参考資料とじて供する弐第である。

読料について

試糾は主として市販品と製造者の寄贈された製品と

で喝検体64種く会社銘柄別26種で l社 1～6積の検体

を含む〕を対象として試験を施行したのである。

試験方法

品質調査の目的で注射筒の国家検査基準に従つτ材

質，目盛試験，気密度試験，｜耐熱耐寒試験f 筒先の形

状等について試験を施行したのである。

ぞの詰験成績は第 I:表の3mわである。

第 1表 注 射 筒 試 験成績

検体番号｜会社名｜標記内容量cc／検査結果（ 不 適 理 由 ｜奈の有無

A 否 目盛誤差多し 有

2 f包 2 否 耐熱耐寒試験で‘破損 有

3 B 3 否 " 右

4 B 20 否 " 
， 有

5 c 2 否 ~I 盛誤差寒試多験し 有

6. c う 否 耐熱耐 で破損 有

7 c う 否 !J 有

8 D ιつ， 否 目盛誤耐差寒多し 有

9 D 3 否 耐熱 試験で破損 有

10 E 2 否 JJ 有

11 E 3 否 !J 有

12 E 「ノ 否 !J、 h有

13 F 2 否 目盛誤差多し 有

14 F 20 否 !J 有

15 F 1直 有

16 G 3 i直 有

17 日 5 否 TTiit熱耐寒試験で破損 有

18 I 2 否 目盛誤差多し 有

19 J 2 否 ／／ 有

.20 J 2 否 !J 有

21 K 2 i直 匁E

22 K 5 否 i司盛誤差多し 有

23 K 5 否 耐熱耐寒試験で破損 有

24 L 2 否 JJ 有

c 121・) 



無

一

。

一

－

a

’1
0

一

一

空

有

有

無

有

無

有

無

無

有

有

有

有

i

有

有

清

い

有

有

有

有

有

有

有

有

有

有

有

有

有

有

有

有

有

有

有

者

有

有

有

有

有

一

歪

一

、

一

｜
i

J

 

EB 

耐熱耐寒試験で破損

目盛誤差多し

気密度悪し 耐熱耐寒試験で破損

耐熱耐寒試験で破損

耐熱耐寒試験で破損

目盛誤差多し

耐熱耐寒試験で破損

目盛誤差多し ，耐熱耐寒試験で破損

目盛誤差多し 耐熱耐寒試験で破損

耐熱耐寒試験で破損

耐熱耐寒試験で破損

耐熱耐寒試験7で証言．損
耐熱耐寒試験で：破損＼

耐熱耐寒試験句、破損
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材質については国家検査基準には試験方法が明示してないため，との表中には掲示！しない。歪の

有無は翠試験器によって試験を施行した。
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試験結果 められるものが多く，これが質の不均衡による破損の

前表に示す様に検体64種中適合品は15種，不適品は 原因と認められる。これは質そのものの組成によるも

49種である。 のと，比較的膨張係数の大なるものの場合との三週り

不適理由 が考えられるのである。叉目盛誤差は検査の測定によ

耐熱耐寒試験で不適のもの，H ・H ・..尽H ・H ・.....…・30' るものであるから出来上りの時に検査を充分に行う

耐熱耐寒試験とM盛誤差で不適のもの...・ H ・－・ 8 べきものと考える。

耐熱耐寒試験と気密度試験で不適のもの…… l 材質について

§I盛誤差で不適のもの……ιH・H ・－－…・・・...・H・・・10 注射筒の大部分は耐熱耐寒~A験の不良に困るもので

で不適の大部分は耐熱耐寒試験で破損による不適で ある。更に議と溶出アルカリについて調査し，その内

ある。叉少数は目盛誤差によるものである。これは昭 の適否を区別すれば弐の~ill りである。

和26年及び昭和27年の厚生省国立衛生試験所の国家検 20cc注射筒30種と 5cc注射筒22種についての成績は

査の試験結果と同様な傾向を持つのである。 第 2去の通りであるつ

要するに耐熱耐寒試験の不適，は，一つは歪の多少認
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許溶出アルカリ試験は局方一般討験法に依る粉末検体5gに対する N/wH2S01帯費量で示Lた。

試 験結果

今回は試験の対象として， 20cc注射筒;t:, 5cc注射

筒とを試験Lたのであるが，その結果は歪が無い場合

は勿論良好な成績を示すのであるが，大部分のものは

多少歪を持っている。又耐熱耐寒試験の成績は溶出ア

ルカリに£密接な関係幸子持つ結果iを示じたのである。こ

れは局方訊験の注射剤用ガラス容器の試験の中の溶出

7Jレカリ量に対する N/00H2S01の消費量の 2cc以

内は適と認める項と稿々一致している。叉5cc注射筒

の場合は外筒も内筒も 2cc .l;l、内の消費量のものが適

である。即ち容量の小さいものは溶出J｝レカリが多少

増加しでも衝撃訊験に耐えるのであるが，これ以上悪

いものを使用すれば衝撃試験に不適となるのである。

但 L稀には 5cc注射筒に於て歪の僅徴のもので NjoO 

H.iS04消費量 2ccで破損したものもあり， 又外筒

2. 7 cc，内情＇i2 .65ccで適のものもある。これは要す

るに N/5oH2SOι消費量 2～3ccのものは適否の限

c 126) 

界と考えられるのである。

現在市販品の注射筒周ガラスの良質のも’のは N/50

H2S04の消費量 0.2ー0.22 cc程度が多く使用され

ている。

総損
害見在製造されている注射筒は国家検査によって， i111!r

弐製品の向上はしているけれども， l 苦々が行Lづた試験

の中，衝撃試験の場合に多数不適品がある。これはガ

ラスの品質に不均衡な歪を認めるのが多いのである。

弐に溶出ブルカリの多量な材料を使用するときは，

微少の歪を持つものも容易に破損するのであるから，

製造にあたり，溶出アルカリの可及的少ない材料を吟

味選択する必要があると思う。

終りに佐々木化学試験部長の御懇篤な御指導を感謝

します。



緩衝液を展開剤どする麻薬のペ｛パ｛

クロマトグラフイ｛に就＂ ＼て

化学試験部 医薬品第三課 田

戸

緒 圭芸－s 

麻薬のペ戸？－~ 戸クロマトグラフイ戸く以下 PC と略

す〉としては従来醗酸プグノ｛ル系等の疎水性溶媒を

展開剤とする若干の報告）わが行われているが，親水

性展慌剤を使用した報告は，筆者等の知る範囲ではほ

とんど無い様であるQ 親水性展開剤とレては，車ーの

水そのものが麻薬の PCに於いても基本的問題の把握

上，理想酌の展開斉I］として考えられる，が事実水のみに

よるときは異常に長い tailingを起す為適当でない。

そこで筆者等は数種の緩衝液と， 叉これとは別に綬

街i液を使用した事実を更に補足検討する為，車ーの種

々の濃度に於ける無機性の酸，アルカリ溶液を展開剤

とし，約14種の麻薬並びに麻薬に混入される恐れのあ

る一般アルカロイドに就き PCした結果 taiilingは非

常に縮少され，又粧街液の pH並びに酸，アルカリの

各濃度の差異によって，特定の物質がtjf:；定の分離能を

示す等の事実を認めたので報告するQ

実験の部

各試料の 20mgを2ccの含水ブ尋グノ戸Jレに溶解し，そ

の 0.005 cc( =501つをミクロピペットに採りFig.1に

示す操に東洋指紙 ・'No・131・fこ塗布し，20。cc士 1oC) 

で約 7時間， Ascending methodにより PCする。

直ちに乾問、後 lNHCl持を噴霧し再び注意して乾燥

後ヨウ素ヨウ化カリウム，塩化白金混浪者散を噴霧すれ

ば Morphineは青色に，他の多くのアルカロイ下は

紫色の Spot として顕色出来る。

緩衝液を展開剤とするPC；拡街液として Clark-Lubs

を使用した結果は Fig2に示しt-:§fil,りであるが， PHI

で1まイ百jれのアルカロイ下もRfが一般に高く且つかなり

接近しているがpHの上昇と共に急激に小となり，大き

な変動を示すものとしてはChinineHCl, Cinchonine 

HCl, Narcotine HCl, Papaverine Hdl等があるが特

にPapaverineHClに於いては著明である。これに反し

村健

谷哲

夫

也

→！ 2c可← p
! : →ピ~ a) 溶媒浸積距離は

！ 一一＿］＿」－ ,1 --r--:- ' i「T.c.r-m lcm 
I f、4 ’： 3』川

門一－－--h 1戸1μ一一「R b〕 原点は最下端よ

り7cm 

c) 展開距離 30cm 

のdつ 上下の穴に

ガラス俸を通し容

器の大きさにより

数枚を同時に展開

，」 m• C 
~JU 

ろ4＜机

する。

色

し」
E

Morphine等のフエナントレン系， Cocaine.Atropine 

等のトロパン来アルカロイドは比較的 pHの影響をう

けにくい事を認めた。

何異種組成の pH段階に於いてはRfに明かな差が

認められるが， これはpHの影響の他に緩衝液の組成

の差にも相当強く作用される事を示、すものとしてF1g.

2は不連続線として表はした0 .，又 NarcotineHClは

pH 8以上で明かに一部原点にと Yまるものと上昇す

るものとのこ個の spotを与えるが，この様な現象は他

のアルカ Iロイドにも多少あり，pHの上昇により近接し

た二個のspotに切断される事がある。Na,rcoti111:1HCl 

に於いては特にこれがガラス容器中の遊離アルカリの

訊験に使用される関係からも興味のある事実と考えら

れるがi 本実験は含水フ守グノ~；レで試料を調製した点

トらも問題があり今後の検討にまちたい。

骨 1 ヌド試薬は酸性で鋭敏度が大になる事を認めた。｝方アルカリ性では顕色しなV':o

州 10% PtQ~f! lee + 4 %. KJ 25cc+H.P 24cc. 
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弐に数種のアノレカロイドに対し節目nsen緩衝液を使用した結果は TableIの通りである。

Table I 

で＼手ヘo~叩PHt詑 Sorensen Buffer solution 

No. 

5，ラ9 6.81 8.04 

-1 Morphine HCl o.68 0.64 0.65 0.86 0.72 0.71 0.69 

2 Codeine H~P04 0.69 0. 72 0.68 o. 72 o. 74 o. 72 0.69 

3 Dionine HCl 0.70 b. 7J o. 70 0.72 0.72 0.73 0. 74 

4 Diacetyl-morphine HCl 0.71 0.71 0.69 o. 71 0.72 .0.74 0.'73 

5 Papaverine HCl 。‘30 0.26 0.22 0.21 0.20 o. 19 0.16 

6 Cocaine E王Cl Q.69 0.69 0.68 o. 70 0. 74 0. 72 0.-73 

Tropa-cocaine HCl 0.65 0.62 0.57 0.63 0.67 0.67 0.6ラ

Atropine HCI 0.73 o. 74 0.75 o. 77 0.80 0.80 0.81 

即ち Clark－~ubs 緩衝液と同様に Papaverini;-HCI 酸，アルカリ溶液を展開割とする PC；弐に pHと

のみは僅かの pHの差異によつで R.rは大きな変化を レて測定可能な新薄な濃度のもの，及び.p,H圏外の更

示す＠ に濃度の大きな酸， アルヌlリ溶液として車ーの HCl,

( 128) 



並びにNaOH溶液そ展開斉iiにイ車用 .t.Fig.3及び Fig.4

や得た。

即ち：Fig.3では使用じた駿の最低濃度 o.別M で

分醐能は最大となり，｛史刑最高濃度 2Mで分離はいち

ぢるしく困難となる。又ブJレカリでは逆に分離能は使

用最低濃度 0.005Mで大部分のものが困難となり使用

最高濃度 0.5Mで非常に良好となるo・ 一方個々の Rf

よりみるに一般には酸，アルカリの如何にかLわらずq

其の濃度が非常に大になった時は同様に Rfも大とな

れ濃度が小となると Rfも小となる事が認められる。

之れは酸，アルカリの濃度がplT圏外にある時はその

ものの上昇により猷料はおし上げられた形をとるもの

L様である。併しながら PapaverineHCJ, Narceine 

HCi, Chinine HCl, Cinchonine等はアルカリ性でRf

に大きな変化が認、められない。これは Clark-Ll,lbs綬

街液使用の時の反対である。 叉4三Yに Narcei1 !iC 1 

がア）1'刀リの濃度に関係なく Rfが一様に高い事｛主
Narceine 〔I〕 はアJレカリ性で、容易に分解されて

N arceonic acid 〔II〕を生ず、る；告Jと推定きれる。
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以上の結果を総括ナるに

(1）緩衝液によるときは主として PHの大きな程ここ

に使用したフエナントレン系，キヌグリジン系，並

びにベンヲ ~Jレイソヒノリン系相互の分離が可能で

ある。併しながらフエナントレン系と干ロパン来の

分離は余り適当でない。

(2) HCI 溶液では濃度の小なる程， NaOH溶液では

濃度の大きな程分離は良好、で，叉 HCl,NaOH溶液

の如何にか Lわらず，濃度の大きな程一般には Rf

も大となる。

(3) 木研究の一つの目的は，各アルカロイ下の等電点

に於けるグロマトグラムが剣何なる態度を示すかに

Klud of devel句出asolVl掴t『恥1副

o.o I O.o5 O.I 

Molar-ConCentr;i.tion. (Log) 

o.s g. 

Fig. 3 

( .l29) 
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Fig. 4 

あったが，現在までのところでは一様な相関的な関

係は見出されていないが倍検討中である。
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